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　今日は本当に、最悪の一日だった。

　日の沈しずみかけた大路を、男は重い足取りで歩いていた。彼ほどの身分の者なら牛ぎつ車しやで移動するものなのだが、今はそういう気分になれなかったので断ったのが、半刻ほど前のこと。

　今日のために誂あつらえた二ふた藍あいの直衣のうしが、ひどく重く感じられる。帰宅して、父に何と報告すればいいのだろうか。妹には、どのように話をすればいいのだろうか。

　鬱うつ々うつとした気持ちで歩いていた男は、はたと足を止めた。周囲の景色に見覚えがない。自じ邸ていに戻もどっているつもりだったが、いつの間にか道を逸それ、今まで来たことのない小こう路じに入ってしまっていたようだ。

　考えながら歩くと、ろくなことにならない。肩かたを落としてきびすを返しかけたが、ふと、微かすかな音を耳にして動きを止めた。

　それは、市いちの喧けん噪そうに紛まぎれるようにか細く聞こえる琴ことの音色だった。決して派手な音色ではないし、弾ひいている曲も京に住む者なら庶しよ民みんだろうと知っている俗ぞくな民みん謡ようだ。

　だが、妙みように心こころ惹ひかれる。男の、図ずう体たいのわりに繊せん細さいな心はきりきりと痛んでいたが、その音色を聞いているとふっと体が軽くなるような心地ここちに包まれた。

　誘いざなわれるように、琴の音の聞こえる方へと足を進める。そうして向かった先にあったのは、ちんまりとした邸てい宅たくだった。敷しき地ち面積からして五位以上の殿てん上じよう人びとの邸宅なのだろうが、庭木などはあっさりしていて、少々物もの寂さびしい雰ふん囲い気きがある。

　門は、開いている。足を踏ふみ入れた先、東の対の簀すの子こ縁えんに座って琴を弾く少女の姿を認め、男は目を細めた。

　少女は、男の気配を感じたようで琴を弾くのをやめ、顔を上げた。夕暮れ時の風を受けて艶つやのある黒くろ髪かみがさっと揺ゆれ、きりりとした目元が露あらわになる。

　おそらく、世の人間の大半はこの少女を美人とは呼ばないだろう。だが男にとって、たおやかなだけではなさそうな意志の強い眼まな差ざしを持つ少女は、大変興味深く感じられた。

「どちら様ですか。叔父おじ様にご用ですか」

　少女は近くに置いていた扇おうぎを広げつつ、尋たずねた。若い女性の嗜たしなみとして顔を隠かくしつつも、はっきりとした物言いで、見知らぬ男を前にしても怯おびえたりせずに応対しようとする姿が好ましい。

「いきなり押しかけて申し訳ない。落ち込んだ心を解きほぐすような優美な琴の音色を耳にし、つい立ち寄ってしまった。邪じや魔まをした」

「まあ……お褒ほめくださり光栄です。私の琴でよかったら、聴きいていかれませんか？」

　少女はそう言い、扇をずらした隙すき間まから微笑ほほえんだ。

「私の母もよく、仕事で疲つかれた父に琴を聴きかせておりましたの。音楽は心を癒いやすと言われております。つたないものではございますが……」

「そんなことはない。では、もう少し近くで聴いてもいいだろうか」

「は、はい。どうぞ、こちらへ」

　男の申し出に、少女は少し驚おどろいた様子だがすぐに円座わろうだを勧すすめてくれた。

　男は一言断ってそこに座り、少女は再び琴を弾き始めた。男のためなのか今度は民謡ではなく、宮中で愛されている謡よう曲きよくを流れるような手つきで奏かなで始めた。

　……その温かい音色を聴いていると心が落ち着き、いつの間にか男は、ぽつぽつと心の内を吐はき出していた。

「……俺は少々面めん倒どうな事情持ちで。皆みな、俺の肩かた書がきなどを知ると目を輝かがやかせて寄ってくる。だが、本当の俺を見せると嫌けん悪おの眼差しで遠ざかってしまう。自分に噓うそをつきたくないが、そうしないとたくさんのものを失ってしまうのだと……今日、気づいたんだ」

「難しいことをおっしゃるのですね。でも、本当のあなたを知って逃にげる人のことをずるずる引きずらなくてもいいんじゃないでしょうか。むしろ、早いうちにご自分の味方ではないと分かって、かえってよかったのだと思えば気も楽になるでしょう？」

　琴を弾きながら、少女は言う。男が弾はじかれたように顔を上げると、話をしながらも真しん剣けんな横顔で琴を弾く少女の横顔が見え──とくん、と心の臓が胸きよう骨こつを叩たたいた。

「あなたは、自信を持てばよろしいと思います。いつかきっと、本当のあなたを見てくれる人が現れるでしょう。その人はきっと、ずっとあなたに寄り添そってくれるはずです」

「……そうなのか？」

「多分」

「……そうか。多分、か」

　男がくくっと笑うと、少女は微笑んだ。その微笑みに、またしても男は胸の奥がうずくのを感じたのだった。




　男は、今出てきた邸宅を振ふり返り見た。少女は既すでに母も屋やに引っ込んだので、もう琴の音は聞こえない。

「……本当の俺を見てくれる人、か」

　呟つぶやいた男は目を細め、きびすを返す。

　その足取りは少し前と違ちがい、非常に軽かろやかだった。
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　表の方から、人の声がする。

　琴をつま弾びいていた鈴すず子こは顔を上げ、初夏の風を受けて柔やわく波打つ御み簾すを見つめた。

（文ふみでも届いたのかしら？　お客様が来るのも、久しぶりね）

　寝しん殿でんの方で、ぱたぱたと足音がする。どうやら叔父が応対に出ているようだ。おっとりしている叔父に接客が任せられるか少々不安だが、今は様子を見るべきだろう。

　鈴子は東の対で暮らしているが、屋や敷しきは親のものではない。この屋敷の主人は少しよう納な言ごん・橘たちばなの成なり継つぐで、鈴子は彼の姪めいだった。

　鈴子は、小国の国司だった父と大だい納な言ごん家の姫ひめだった母の間に生まれた。鈴子の生家である橘家はそれほど裕ゆう福ふくではなかったものの、無口ながら優やさしい父と琴の名手だった母に愛されて幸せに暮らしていたのだが、鈴子が裳も着ぎを迎むかえるよりも前に、二人とも亡なくなった。まだ結けつ婚こんできる年ねん齢れいでなかった鈴子は、父方の叔父である成継の厄やつ介かいになった。

　妻を亡くしていた叔父は鈴子が心配になるほどのお人ひと好よしで、しっかり者の従兄いとこと鈴子で叔父を支えてきた。だが今年の除じ目もくで従兄が国司になったため、鈴子は実質ここの女主人として屋敷を守っている。

（叔父様は、大喜びで私を迎えてくださった。なかなか昇しよう格かくできなくてお金に余よ裕ゆうがないときがあっても、私にはいつも十分なご飯や素す敵てきな衣装を準備してくださった）

　十二歳のときの裳着だって、鈴子の方が申し訳なくなるくらい立派に執とり行ってくれた。そして少納言の姪という微び妙みような立場の鈴子になかなかもらい手が現れず、十七歳という難しい年齢になってもなお、大切に育ててくれている。

（お屋敷を守るだけじゃなくて、もっと色々な形で叔父様に恩返しをしたいけど……）

　祖母のお下がりとしてもらった物語には、簀子縁で琴を弾けば素す晴ばらしい貴公子に見み初そめられると書かれていた。

　なるほどと思って真似まねをしたのだが、鈴子に文ふみをくれるような男性はなかなか現れない。何度か通りがかりの男性が立ち寄ってくれたりはしたが、ほとんどの者はここが少納言の家で鈴子がその姪だと知ると、さあっとどこかに消えてしまうのだ。

　おそらく貴公子たちにとって、鈴子は結婚相手としては魅み力りよくに欠けるのだろう。叔父は殿上人だが、従じゆ五位下という最下位の身分。うだつも上がらないし、有力な伝つ手てがあるわけでもない。わざわざ鈴子でなくても、よりよい結婚相手はあまた存在するのだ。

（年を取れば取るほど、結婚は難しくなってしまう。そうすれば、叔父様に恩返しするどころか、お荷物になってしまう……）

　ぎゅっと、単ひとえの裾すそを握にぎりしめる。

　別に、結婚に憧あこがれているわけではない。だが、鈴子が橘家の姫として結婚できれば叔父の助けにもなるし、極ごく楽らく浄じよう土どにいる父や母もきっと安心できるだろう。

（……それにしても、お客様はまだお帰りにならないのかしら）

　立ち上がり、少しだけ御簾を持ち上げて外を窺うかがう。まだ庭の方から話し声が聞こえていた。思ったよりも話が長引いているようだ。もうしばらく待ってから様子を見に行こうか、と思っていると、簀子縁を歩く足音が聞こえてきた。

「姫様、きりですー。そちらにいらっしゃいますか」

「ええ。何かあったの？」

　聞き慣れた少女の声がしたので御簾を持ち上げると、乳ち姉妹きようだいであるきりが入ってきた。彼女は何事についても現実的な鈴子と違っていつもふわふわしている少女で、少し眠ねむそうに半分まぶたが閉じた目と間延びした話し方が特とく徴ちよう的だ。

　母屋に滑すべり込んできたきりは、こくんと童どう女じよのように頷うなずいた。

「そうなんです。大おお殿との様さまが、姫様をお呼びなのですー」

「叔父様が？　今はお客様の対応中でしょう」

　鈴子が言うと、きりは庭の方を手で示した。

「そうなんですけどね、お客様は姫様にご用があるそうなのですー」

「私に？」

「はい。よく分からないんですけど、姫様をお嫁よめさんにほしがっている貴公子がいらっしゃるそうなんですー」

「そうなの。……えっ？」

　一いつ瞬しゆん、聞き間ま違ちがいかと思った。きりを凝ぎよう視しするが、彼女は「なんかすごい人が姫様と結婚したいそうですよー」とのほほんと話している。聞き間違いではないようだ。

（私をお嫁さんに……？　つまり、縁えん談だん……!?）

　急に立ち上がったために膝ひざが脇きよう息そくにぶつかったが、それを気にしている場合ではない。

「ちょっと、それって一大事じゃないの！　すぐに行くわ！」

「あ、だめですよ。御お髪ぐしが乱れてますし、単ひとえ姿じゃないですか。お客もいらっしゃってるんですし、せめて小こ袿うちきくらい着ていきましょうよー」

　室内だから身軽な単しか着ていなかったので、きりが止めてきた。そして彼女は伏ふせ籠ごの上に引っかけていた袿を取って鈴子に着せ、櫛くしで髪かみも整えてくれた。のんびりしているきりだが、いざというときには凄すさまじい行動力を発揮する頼たのもしい家人である。

　小袿は表が白、裏が青の、卯うの花がさねだ。鈴子は同年代の女性の中ではやや背が高いので、初夏にふさわしい色合いの小袿が、鈴子の真っ直すぐ伸のびた背筋を美しく映はえさせ清すが々すがしい印象を与あたえてくれる。少し前に叔父おじが夏の仕立てだと言って用意してくれた、見事な品である。

　きりを伴ともない、鈴子は庇ひさしに出た。ちらっと寝殿の方を見やると、文を届けに来た相手方の使用人らしき者たちが南庭に集まっていたので、試ためしに人数を数えてみる。

（ひい、ふう、みい……遣つかいの方だけでも、うちの屋敷で働く全員より多そう……）

「なんかすごい人」ときりは言っていたが、これだけの遣いを寄よ越こせるのなら、相手は相当身分の高い人なのではないか。

（もしかすると……これって、すごい機会よね!?）

「おお、よく来てくれた、鈴子！」

　寝殿の母屋を訪おとずれた鈴子を、叔父の成継が迎えてくれた。簀すの子こ縁えんに座って決してうまいとは言えない和歌を詠よむことを人生の楽しみとする穏おん和わな叔父は、珍めずらしくも焦あせった様子で鈴子を座らせると、文を渡わたしてきた。

「きりから話は聞いたか？」

「はい、私に求きゆう婚こんしてくださる殿との方がたがいらっしゃるとか、いらっしゃらないとか」

　受け取った文には、花はな橘たちばなが添えられている。繊せん細さいな薄うす様ようの料紙を見ると確かに、「橘家の姫を妻に迎えたい」という旨むねと歌が記されていた。

「……これは、どちら様からですか」

　冷静に問うたつもりだが、少しだけ声が弾はずんでしまった。やっと、自分にも縁談が舞まい込んできた。しかも、きりが「なんかすごい人」と言うくらいなら、身分の高い貴公子が鈴子を見初めてくれたということになる。

（もし相手の方が独身でいらっしゃるなら、正妻に迎えていただけるかもしれない……！）

　期待で胸を膨ふくらませてそわそわする鈴子だが、叔父の反応は芳かんばしくない。それどころか、青い顔で首を横に振ふり、かなり躊躇ためらった様子で口を開いた。

「それがな……鈴子よ、落ち着いて聞いてくれ。おまえを妻にと望むのは、頭とうの中ちゆう将じよう殿どのなのだ」

　叔父の言葉に、鈴子は目を瞬またたかせ──がん、と頭を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを受けた。

（頭中将ってまさか……あの、「鬼おにの中将」!?）

　世間に疎うとい鈴子も、頭中将の噂うわさはきりから聞いたことがあった。

　頭中将──藤ふじ原わらの実さね章あきは左大臣の息子むすこで、今きん上じよう帝ていの東とう宮ぐう時代からの幼なじみ。背が高く、凜りんとした美び貌ぼうを持つ青年で、左さ近こん衛えの少しよう将しようだった頃ころから勇ゆう猛もうさで名を馳はせたといわれている。本人は武官一筋でありたがったが、帝みかどたっての希望で頭中将の座に据すえられたということだ。

　身分も見目も素晴らしい貴公子で、しかも独身。世の姫君たちにとって素晴らしい婿むこ候補だろうが、彼には大きな欠点があった。

　というのも──

「……頭中将は、類を見ないほどの怪かい力りきの持ち主。たった一人で武装した兵たちをなぎ倒たおして、片手で石製の硯すずりを破は壊かいして、太刀たちさえ拳こぶしの一いち撃げきで叩たたき折る──と言われていますよね……？」
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「ああ。……職務には忠実で非常に有能だが、無表情で敵を葬ほうむるその冷れい徹てつな姿から、彼は『鬼の中将』と呼ばれており、特に女性からはひどく恐おそれられている」

　叔父の言葉に、鈴子は唇くちびるを引き結んで頷いた。

　きりの話では、「貴族の姫ひめなら、『鬼の中将』に触ふれられただけで骨折する」「表情一つ変えず人を殺あやめる不気味な男」「中将に嫁とつげば不幸になる」と、巷ちまたでも様々な噂が飛び交かっているそうだ。

　帝の側近なのだから実際はそんな悪人ではなく、勝手な噂が一人歩きしている状態なのだろうが、恐るべき怪力を持つ男だというのは確かだ。

（そんな人が、私に求婚!?）

　恐ろしいやら混乱するやらで、手が震ふるえる。もし話を受ければ、鈴子はどうなるのか。骨も残らないほど潰つぶされてしまうのだろうか。そもそも、「鬼の中将」は何を思って鈴子のような取るに足らない娘むすめに求婚したのだろうか。誰だれからの求婚だろうか、とわくわくしていた少し前の自分が虚むなしい。

　鈴子を見てどう思ったのか、叔父は畳たたみに手を突ついて低く唸うなった。

「鈴子の気持ちもよく分かる。……私の力では頭中将──そして左大臣に異議を申し立てることは難しい。だが、可愛かわいい姪めいに望まぬ結けつ婚こんはさせたくない」

「叔父様……」

「案ずるな、鈴子。私に任せなさい。なに、いくら妙みような噂が立っていようと、中将殿は主上おかみからも信しん頼らいされるお方だ。全く話を聞いてくださらないということもあるまいし、私の方からお断りの返事をさせてもらおう」

　叔父は明るく言うが、無理をしているのが丸わかりだ。駆かけ引きに向いていない彼は、感情を隠かくすのも下手なのだ。

　鈴子を心配させまいと明るく振る舞う叔父の姿に、鈴子は胃の辺りがずんと重くなった。

（叔父様はこうおっしゃってくださるけれど……相手は左大臣家。下手をすれば、叔父様が失しつ脚きやくするかもしれない……）

　叔父は人がいいので、これといった政敵がいない反面、強力な味方もいない。だから左大臣家の機き嫌げんを損そこねた際に、叔父を守ってくれる人はいないのだ。

　左大臣からの結婚の打だ診しんを断って、叔父は無事でいられるのか。今後、政界でやっていけるのか。少しよう納な言ごん家は、従兄いとこは、きりは、鈴子は、どうなるのか。

　──真っ暗な未来を想像し、鈴子は肩かたを震わせた。

（ううん、そんなことにはさせない。私が、叔父様を守らなきゃ。私が我が慢まんすれば、少なくとも叔父様にとって不利な状じよう況きようにはならないはず……）

　皆みなのお荷物だけには、なりたくない。

　俯うつむいてしばし考えた後、顔を上げた鈴子は首を横に振った。

「……いえ、中将殿にお会いします」

「鈴子……」

「大だい丈じよう夫ぶです。ほら、この文ふみにも『まずは話だけでも』とあります。もしかしたら中将殿が私に会ったら、『思っていたのと違ちがった』ということで、引き下がってくださるかもしれないでしょう？　こちらからお断りするより、あちらから撤てつ回かいしてくださった方が角も立たないはずです」

　普ふ通つう、男性から送られてきた最初の懸け想そう文に返事をするのは、母親や乳母めのとの仕事だ。そこから相手をじらして恋こい心ごころを募つのらせるのだが、中将相手にそんなまどろっこしいことをするのは逆効果だろう。

　鈴子の言い分ももっともだと思ったのか、叔父は黙だまってしまった。

　鈴子は微笑ほほえみ、中将からの文を懐ふところに入れた。

「すぐに、お返事をしたためます。叔父様はその間、文使いの方をもてなしていてくださいませんか」

　叔父はようやっと頷うなずいたものの、その表情はいまだ晴れない。

「……このような決意をさせてしまって、すまない、鈴子」

　鈴子はうちひしがれた様子の叔父を見ると、やや強こわ張ばった笑えみを浮うかべて立ち上がった。

「大丈夫ですよ。私、橘家の娘として、きちんと中将殿とお話をしますから」
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　それから数日間、鈴子は半分魂たましいが抜ぬけたように過ごした。

「まー、よく伸のびてらっしゃいますね。姫様、今日も東の対から一歩も出ずですかー？」

「……引きこもりたくもなるわよ」

　脇きよう息そくにもたれかかってぐったりする鈴子とは対照的に、きりはあっけらかんとしている。自分が鬱うつ々うつとしているのに他人が明るいと普ふ通つう苛いら立だつものだが、きりの場合はのほほんとしているのを見ても特に腹が立ってこないのが不思議である。

　今夜、中将が屋や敷しきを訪おとずれる。「まずは話だけでも」ということなので、いきなり寝しん所じよに押し入られるということはないだろうが、相手は「鬼の中将」だ。その気になれば几き帳ちようも御み簾すも吹ふっ飛ばせるだろうし、鈴子を押さえつけることも難かたくないはずだ。

　叔父おじはずっと申し訳なさそうで、そのことも鈴子の胸を痛めた。今朝もおいおいと泣いている叔父の背中をさすり、仕事に送り出したのだ。

　本当は鈴子も不安で仕方がないし、できることなら塗ぬり籠ごめの奥にでも閉じこもっていたい。だが、そんなことをすればいっそう叔父を心配させるのは目に見えている。

（叔父様を助けたいと思っているのに悲しませるなんて、本ほん末まつ転てん倒とうだわ。叔父様のためにも、中ちゆう将じよう殿ときちんとお話をしないと）

　そう己おのれを奮い立たせ、家人たちにも笑顔で接する。皆は鈴子のことを心配してきたが、彼らだって今夜訪れる中将をもてなしたり屋敷を掃そう除じしたりといった役目があるのだから、少しでも気を楽にさせてやりたい。

　ただ、きりだけはいい意味でずけずけとものを言い、いい意味で鈴子の気持ちをかき乱す。きりがいなかったら、鈴子は蟬せみの抜け殻がらのように空くう虚きよな気持ちのまま今夜を迎むかえることになっていただろう。

「でも、もうこうなっちゃったら腹を括くくるしかないですよ。別に、取って食われると決まったわけじゃないんですし、どんと構えてばんと迎え撃うちましょうよー」

「……きりが羨うらやましいわ。私もきりくらい強かったらよかった」

　鈴子が力なく言うと、きりはからりと笑った。

「いえいえ、私は強いんじゃなくて、柔やわらかいんですよー。柔らかいから、へこんでもすぐに戻もどれるんですよ。強いだけだと、ぽっきり折れちゃいますからねー」

「……そっか。柔らかさね……」

　鈴子はしばしうつぶせ状態で沈ちん黙もくした後、えいっと体を起こした。

「おお、姫様の復活ですね。お琴ことですかー？」

「よく分かったわね。……こういうときだからこそ、柔じゆう軟なんでなければならないわよね」

　少し肩からずれかけていた袿うちきを引き上げ、鈴子は茵しとねに座り直す。

（そう、叔父様やきりたちを守りたいのなら、泣き言を言っている場合じゃないわ。中将殿がなぜ私との結婚を望まれているのかをきちんと尋たずね、断るにしても相手方が納なつ得とくする形にしなければならない）

　きりが目の前に置いた琴に、指を走らせる。一番高音の弦げんをぴんと弾はじくと、それだけで心の奥に沈しずんでいた澱おりのようなものが少しだけ薄うすらいだ気がした。
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　夜、少しよう納な言ごん邸ていの南庭に牛ぎつ車しやが到とう着ちやくし、揺ゆれる松明たいまつの明かりに照らされて一人の男性が降りてきた。

　彼はまず寝しん殿でんで叔父に挨あい拶さつをした後、渡わた殿どのを通って東の対にやってくる。彼には庇ひさしに座ってもらい、御み簾す越ごしに鈴子と話すことになっていた。

「いやー、緊きん張ちようしますね、姫様」

「きりは楽しそうね」

「それはもちろんです。『鬼おにの中将』は相当の美男子らしいので、そんな人をご案内できるなんて、家人冥みよう利りに尽つきますよー」

　きりには中将を東の対まで案内してもらうのだが、本人は純じゆん粋すいに楽しそうだ。彼女は特に美男子好きではなかったと思うので聞いてみたところ、「んー、珍ちん獣じゆうを見に行くようなものですかねー？」と答えていた。

　やがてきりが一いつ旦たん母も屋やを出て、中将を迎えに行った。いざきりがいなくなって独りぼっちになると一気に不安になり、鈴子は古びた琵び琶わの撥ばちをぎゅっと握にぎりしめた。

　この撥は母の遺品で、心細いときや物の怪けに怯おびえているときなどはこれを握っていた。そうすると、亡なき母から勇気をもらえるような気がするのだ。

（お母様、お父様。鈴子は頑がん張ばります。どうか、見守ってください……）

　そうしていると、みしり、と庇の床ゆか板いたが軋きしむ音がした。その重量感ある音からして、きりではない。

　御簾の向こうで、ゆらりと大きな影かげが躍おどる。はっきりとは見えないが、烏え帽ぼ子しを被かぶった男性であることは確かだ。

「……失礼する、橘たちばなの姫ひめ君ぎみ」

　どこかで聞いたことがあるような気のする、男性の声。だが、どこで聞いたのか考える暇ひまは鈴子にはなくて、彼女はびくっと身を震ふるわせ、撥を握りしめたまま唇くちびるを開く。

「……ようこそおいでくださいました。どうぞお座りください」

「ああ」

　低い声に続き影が動いて、庇に置いた円座わろうだに相手が腰こしを下ろしたことが分かる。ほぼ同時にすすっと几帳の陰かげからきりが滑すべり込んできたので、鈴子は一気に肩の力を抜いた。きりは何も言わずに側そばに控ひかえたが、視線だけで「大丈夫ですよー」と教えてくれる。

「いきなり俺のような者が結けつ婚こんを申し出て、たいそう驚おどろかせたことだろう。今夜こうしてあなたと話をする場を設けてくれただけで、非常にありがたい」

「い、いえ。中将殿どののご要望とあっては、断るわけがありません」

　舌がもつれそうになりながら鈴子が言うと、御簾の向こうでふっと柔らかく笑う気配がした。

（……思ったよりも、穏おだやかな方なのかしら？）

　話し方はゆったりしているし、左大臣家の者でありながら傲おごった様子もない。

　鈴子は撥を握りしめる指をおもむろに離はなしてきりに渡わたし、蝙蝠かわほり扇おおぎを広げて口元を隠かくした。

「では早さつ速そくだが……俺は、あなたを妻に迎えたいと思っている」

「……」

「だが、これはただの結婚ではない。……橘の姫君。俺はあなたに、契けい約やく結婚を申し出たい」

「……契約、結婚？」

　初めて聞く言葉に、思わず間ま抜ぬけな声を上げてしまう。ちらっときりを見ると、珍めずらしいことに彼女も困ったような顔で鈴子を見てきた。

（契約……それって、どういうことなの？）

　そもそも結婚は、家と家の繫つながりを重視するために──いわば契約の上に成り立つものだ。それなのにわざわざ「契約結婚」と強調させるということは、何か一いつ般ぱん的な結婚の枠わくから外れたものがあるのだろうか。

　鈴子は前を向き、唾つばを飲んで口を開いた。

「それは、どういうことでしょうか」

「……少し込み入った話になるが、どうか聞いてほしい」

　中将はそう断った上で、男らしく低くゆったりした声で話し始めた。

　──左大臣家には、中将の異い母ぼ妹まいがいる。今年で十二歳になり裳も着ぎを済ませたばかりの姫ひめだが、近日中に帝みかどに入じゆ内だいする予定だという。

「兄馬ば鹿かと言われても仕方ないのだが、妹の碧みどり子こは非常に美しくて歌や手習いも得意なのだが、琴だけはそうもいかなくてな」

　中将の言葉に、鈴子は首を捻ひねる。

「琴に苦手意識を持ってらっしゃるということでしょうか？」

「いや……本人は自分がうまく弾ひけていると思っているらしいのだが──その、少々個性的なのだ」

　中将は言葉を濁にごすが、大体のことは分かった。

（……なるほど。妹君がそう思われているのなら、矯きよう正せいは難しそうね……）

　中将や左大臣ならもっとよい女によう房ぼうを見つけられそうなのに、と思ったが、妹本人に下手の意識がないのなら教える方も大変だろう。なかなか適任者が見つからず、鈴子にお鉢はちが回ってきたというところだろうか。

「それに、主上おかみは音楽に造ぞう詣けいが深くていらっしゃる。既すでに入内している妃きさきたちにも宴うたげの席でよく琴や琵琶を弾かせているのだ」

　それは鈴子も聞いたことがある。

（妹君が主上の寵ちよう愛あいを得ようと思ったら、音楽の才能は必要──でもそうなると、琴が苦手だということが足を引っ張ってしまうのね）

　そこで左大臣は、少しよう納な言ごんの姪めいという微び妙みような立場ではあるが琴の腕うで前まえが達者だという鈴子の噂うわさを聞き、娘むすめの女房にするべく手の内に引き入れる作戦を立てたという。

「左大臣家の女房となれば、それなりの身分が必要だ。しかも父は、絶対に碧子を裏切らない立場にするために、あなたを藤原家に引き入れたがっている。そうなると、独身の俺がちょうどいいということになったのだ」

「……だから契約結婚なのですか」

「いや、実は理由はもう一つある」

　そこで一いつ瞬しゆん中将はなにやら躊躇ためらった様子を見せたが、居住まいを正した。

「……橘の姫君はご存じだろうか。俺の、異名について」

　緊張を隠せない様子の硬かたい声に、鈴子ときりは同時に息を吞のんだ。どう考えてもそれは、「鬼の中ちゆう将じよう」のことだ。

「俺は生まれ持ったこの力で昇しよう格かくもできたが、面めん倒どうな目にも遭あってきた。……少し前に、結婚を考えている女性と話をしていたら屋や敷しきに賊ぞくが入り込んできたので、その場で成敗したことがあった」

「まあ……そのお方はきっと、さぞ安心されたことでしょう」

「いや、そうではないんだ。……目の前で賊を殴なぐって放ほうり投げたのがまずかったようで、その女性にはひどく怖こわがられ、追い出されてしまった」

　御簾越しに見える影が、しょぼんと肩かたを落としているようだ。そういえば、「中将に嫁とつげば不幸になる」のような噂もあるそうだが、もしかするとそれは、結婚を考える女性の前で賊を殴り飛ばしたことが発ほつ端たんなのかもしれない。

「……確かに私でも驚くと思いますが、中将殿はその女性を守ろうとして戦われたのでしょう？　追い出すなんてあんまりです」

「そう言ってくれる者のほうが、おそらく稀まれなのだ。……それ以降、妙みような噂を立てられてな。あっという間に俺は『鬼の中将』などと呼ばれ、女性に怖がられ、赤子にさえ泣かれるようになった」

　赤子が泣くのは関係がないだろうが、そうした小さなことの積み重ねによって勝手な噂が広まり、皆みなが中将を遠ざけ、彼自身も思い詰つめてしまっているのかもしれない。

　鈴子が目を細めていると、中将が言葉を続けた。

「父は俺に、俺は触ふれた女性の骨を粉ふん砕さいさせ、妻になった女性を不幸にする疫やく病びよう神がみなんかではないと証明しろ、と命じたのだ。俺とあなたは夫ふう婦ふになるが、期間限定の仮夫婦だ」

「仮の、夫婦……」

「ああ。期間中、あなたが碧子に琴ことを教える傍かたわら、俺たちは仲のよい夫婦を演じ、あのとんでもない噂を払ふつ拭しよくさせる。噂が消えた頃ころには関係を解消──平たく言って離り縁えんし、俺は父の決めた正妻と再さい婚こんする」

　淡たん々たんと語られる内容に、一瞬だけ鈴子は息が止まり、すぐに大きく深呼吸した。なんとなく心の内は空くう虚きよだが、頭は冷静に中将の言葉を吟ぎん味みしている。

（つまり……これが中将殿のおっしゃる、「契約結婚」なのね）

　鈴子がするべきなのは、中将の妹に琴を教えること。そして、中将の噂が消えるまで彼の愛妻のふりをすること。

　そこに、愛情は生まれないし、生まれてはならない。

　隣となりできりが立ち上がろうとしたのを扇で制したのと同時に、中将が顔を上げる気配がした。

「だが、ここまでは父の命令だ。俺は仮とはいえ、一度妻となった女性の名めい誉よを汚けがすことは絶対にしない。あなたが快適に過ごせるように手配するし、関係解消後もあなたの再婚に全力で取り組む」

　ぴくり、と鈴子の指先が動いた。てっきり、中将と離縁した後は「はい、さようなら」だと思っていたのだが、彼はその後も鈴子の面倒を見てくれるようだ。

　契約結婚とはいえ既き婚こん暦れきのある女性を娶めとってくれる男は少なそうだが、頭中将の紹しよう介かいとなれば立候補する者がいるかもしれない。むしろ、今をときめく左大臣藤原家の力をもってすれば、非常にいい相手を見み繕つくろってくれるのではないか。

「それと……あなたの叔父おじ君ぎみの少しよう納な言ごん殿だが。俺は頭中将として、主上に除じ目もくの口くち添ぞえができる。だから、少納言の昇しよう進しんを願い出ることができるし、個人的に橘家の支し援えんだってしよう」

「ま、まことですか!?」

　思わず弾はずんだ声を上げてしまったからか、「姫様ー……」ときりが少し困ったように唸うなっている。きりが注意を促うながす気持ちは分からなくもないが、鈴子は今の中将の発言にすっかり意識を持っていかれていた。

（叔父様の昇格の口添えに、橘家への支援……！　もしそれが叶かなったら、やっと叔父様に楽をさせてあげられるし、きりたちにもたくさんお給金をあげられる。備び前ぜんの国にいらっしゃるお兄様も、昇格できるかもしれない……！）

　叔父の財力では鈴子を養うのも精せい一いつ杯ぱいだったはずなのに、いつも叔父は笑え顔がおで鈴子を育ててくれた。

　鈴子に母譲ゆずりの琴の才能があると知ったら、立派な琴を買ってくれた。

　季節に応じた着物を、教養を付けるための書物を、手習い用の紙を、嫌いやな顔一つせずに与あたえてくれた。

　ずっとずっと、恩返しをしたいと思っていた。

　でも、自分に何ができるのかとずっと焦あせり、徒いたずらに年を取ってしまった。

（中将殿どののご提案を受ければ、皆が助かる。中将殿も、妹君も、左大臣殿も、そして──私たちも）

　それが分かったとたん、「契けい約やく結けつ婚こん」と聞いてどこか虚むなしくなっていた心に暖かい春風が吹ふいたかのように感じられ、視界もすっと開けた。

　中将は鈴子の弾んだ声を耳にしたからか少し驚おどろいた様子だったが、すぐに頷うなずいた。

「ああ、約束する。父も、先に告げた二点について守ってくれるのならば後は俺に任せると言ってくださった。俺は、女性の扱あつかいがうまいとは言えない。だが、あなたが一時とはいえ俺に嫁いだことを決して後こう悔かいさせないと、約束する」

「中将殿……」

　御み簾す越ごしなので、中将の表情は読み取れない。だが鈴子は、彼が真っ直すぐな目で自分を見つめていることを感じ取っていた。

　この人を信じてもいいのだろうか、と自分に問いかける。

（「鬼おにの中将」と呼ばれる人だけど……考えてみれば、冷静で凄すさまじい怪かい力りきの持ち主ではあるけれど、お人ひと柄がらそのものを悪あし様に言う噂は聞いたことがないわ。あのとんでもない噂はご本人も否定しているし、さる姫ひめ君ぎみの屋敷で狼ろう藉ぜき者を成敗したのだって、その姫を守るためだった）

　何より中将は、鈴子ごときの弱小貴族に対しても非常に真しん摯しに対応してくれるし、契約結婚についても彼にできる形で鈴子を守ると宣言してくれた。

（……信じる価値は、あるはず。私がきちんと約束を守り、中将殿もそれに応こたえてくだされば、叔父様を助けることができる）

　すう、と胸の奥を柔やわらかな風が吹いたような心地ここちがした。

　中将を信じたい。そして、叔父を助けたい。

　その思いが、鈴子に決意を促す。

　鈴子は一つ深呼吸をした後、閉とざした扇おうぎを胸に抱だいて軽く頭こうべを垂れた。

「……かしこまりました。お話、お受けいたします」
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　鈴子が契約結けつ婚こんを了りよう承しようした翌日の夜から、中将がやって来るようになった。

　結婚の形態にも色々あるが、上流貴族同士の婚こん姻いんならば様々な手続きを踏ふみ、陰おん陽みよう師じに吉きつ兆ちようを占うらなってもらった上で、花はな婿むこは花はな嫁よめの家を訪おとずれる日取りを決めるそうだ。

　三日間連続で花嫁の家を訪問し、三日目には盛大な露ところ顕あらわしを執とり行う。酒しゆ肴こうの準備やお供への禄ろく、中将の衣服の準備など、花嫁の実家側の負担はかなりのものになる。

　だが中将は少しよう納な言ごん家の財政状じよう況きようを考こう慮りよしてくれたようで、「気持ちだけで十分だ」と言ってくれた。それでいて三日通いは行ってくれるという。

「左大臣家に決定権のある契約結婚なのだから、わざわざ丁てい寧ねいに結婚の手順を踏んでくださらなくてもいいのにね……」

「何を言ってるんですか。これも全部、中将殿のお優やさしさですよー。姫ひめ様をさらっと回収するだけでもいいのに結婚の手順を踏んでくれるということは、姫様とちゃんと『結婚』したいと思ってくださってるってことですしー」

　明かりの下で中将からの文ふみを読む鈴子が呟つぶやくと、きりが突つっ込んだ。

　初夏の花が添そえられたこの文は、今朝早くに届いた。今夜から中ちゆう将じようは三日間鈴子のもとに通い、二人は夫婦になるのだ。

（といっても、私たちが本当の意味で夫婦になることはないわ）

　白の袿うちきの上に、婚姻用に叔父が準備してくれた蘇す芳おう色の紋もん入いり小袿を纏まとう鈴子は、諦てい観かんにも似た眼まな差ざしで御み簾すを見つめる。

（私がすべきことは決まっている。中将殿のご負担にならないよう、決められたとおりのことだけをすればいい）

　左大臣家の命令に従う覚かく悟ごはできている。叔父は今日一日悲しそうだったが、全すべてが終わればきっと、「これでよかった」と一いつ緒しよに笑い合うことができるはずだ。

　もうじき、中将がやってくる。既すでに彼用の衾ふすまも準備しているし、香こうも焚たいた。中将は今日一日内だい裏りで勤務した後に来るのだから、ぐっすり寝ねてもらえるはずだ。

（あと、私のすることといったら……あ、そうだ）

「きり、中将殿がいらっしゃるまでまだ時間はありそう？」

「半刻くらいなら余よ裕ゆうがあるかと。どうかされましたかー？」

「ええ。墨すみを、持ってきてくれる？」
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　ぎしり、と床ゆか板いたが軋きしみ、中将の来訪を告げる。

　昨さく夜やは御簾越しに輪りん郭かくが見えるだけだった男が、一言断ってから母も屋やに入ってきたため、鈴子は居住まいを正して深く額ぬかずいた。

「ようこそいらっしゃいました。殿とののお越こしを、お待ちしておりました」

「待たせた。……その、随ずい分ぶん変わった匂においの香だな」

「あ、いえ、これは香ではなくて、墨を磨すっていたもので」

「……そうか。ああ、顔を上げてくれ。あなたの顔が見たい」

「かしこまりました」

　中将に命じられた鈴子は顔を上げ──数拍はくの後、小さく息を吞のんだ。

　灯台の明かりに横顔を照らされた男が、鈴子の正面に座っている。二ふた藍あいの直衣のうしは彼の階級を示しており、がっしりとした体たい軀くを引き締しめているようだ。

　恵めぐまれた体軀を持っているのはもちろん、あぐらをかいた膝ひざの上に置かれた拳こぶしも、薬くす玉だまのように大きい。戦いに慣れた若い男だとしても、彼は平均よりもかなり長身で体格にも優すぐれている部類に入るだろう。

　だが鈴子を驚かせたのは、中将の容よう貌ぼうである。きりりとした眼差しに、固く引き結ばれた唇くちびる。男らしさに溢あふれているが野や蛮ばんな雰ふん囲い気きはないその容姿は、「凜り々りしい」という表現がぴったりだった。

　そんな中将の顔には、見覚えがある。確か、二年ほど前。いつものように簀すの子こ縁えんに座って琴ことを弾ひいていた鈴子だが、珍めずらしくも側そばまで来て琴を聴きいていってくれた男がいたのだ。

（そうだわ、中将殿のお声に聞き覚えがあると思っていた。もしかして、以前立ち寄ってくださった貴公子なのかも……）

　確かあのとき彼は、「自分は面めん倒どうな事情持ちだ」と言っていて、鈴子は琴を弾きながら彼の話を聞いた。琴を弾いただけでなくなぜか人生相談にも乗ったので、印象に残っていたのだ。

（中将殿は、覚えてらっしゃるかしら……）

　ごくっと唾つばを飲み、鈴子はおそるおそる口を開く。

「あの、差し出がましいとは思いますが……一つ、お伺うかがいしてもよろしいでしょうか」

「ああ、もちろん。一つと言わず、奮発して五つくらい聞いてくれ」

「あ、いえ、今は一つで十分です。中将殿は二年前の秋ぐらいに我が家にいらっしゃったことはございませんか」

　人ひと違ちがいではないはずだと思いつつ聞くと、中将は目を丸くした。

「ああ、なんだ。あなたも覚えていてくれたのか」
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「あら……ということは？」

「そのとおり、俺は二年前の秋に初めてここに立ち寄った。そのときにあなたの琴の音を聴いたから、俺は父上が碧子の女によう房ぼう選びに悩なやんでいる際、あなたの名前を出したんだ」

　実章の説明に、そういうことだったのかと鈴子も納なつ得とくがいった。先日は、左大臣が結婚を取り決めたというようなことを言っていたが、実章も父の決定に口を添えていたようだ。

（だから、端はしっこ貴族の私が選ばれたのね……）

　鈴子は頷うなずき、もう一度ひれ伏ふした。

「あなたと出会えた幸運に、喜びを感じております。……中将殿どの。短い間ではありますが、どうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしく頼たのむ。俺たちの方から無理を言った契けい約やく結けつ婚こんなのだから、あなたが心地ここちよく過ごせるよう俺も尽じん力りよくする。何でも言ってくれ」

「ありがとう存じます。……ではですね、早さつ速そく一つお願いしたいことが」

「もちろんだ」

　中将が快かい諾だくしてくれたので鈴子はほっとして、傍かたわらに控ひかえていたきりに指示を出した。

　きりが持ってきてくれたのは、文台だ。その上には料紙と硯すずり箱が載のっていて、墨は既に磨られている。

　中将は硯箱を見、首を傾かしげた。

「本当に墨を磨っていたのだな。何か書くのか？」

「はい。中将殿と契けい約やく結婚を始めるにあたりまして、決まりごとを定めたいのです」

　鈴子は言いながら、料紙を広げた。安いものでいいと叔父おじには言ったのだが、事情を説明するといたく感心され、そこそこ値の張るきれいなものを用意してくれた。これ一枚しかないので、失敗しないようにしなければならない。

　三日の通いを終えると、鈴子は中将の屋や敷しきに移り、彼の妹の入じゆ内だいと同時に内だい裏りへ行く。期間限定の妻ではあるが、契約を無事に果たせるよう、中将と相談して「結婚生活での決まりごと」を確かく認にんし合いたいと思ったのだ。

　最初は不思議そうに料紙を眺ながめていた中将だが、話を聞くと「なるほど」と頷いた。

「確かに、後になってもめるよりは先にあなたと相談しておいた方がよいだろう」

「ですよね？　それじゃあ寝る前ですが、さくっと決めてしまいましょうか。たとえば……『相手のことは恋れん愛あい対象ではなく、契約者として扱あつかうべし』とか」

　言いながら鈴子は、我ながら的確な提案ができたものだと満足していた。

（契約の妨さまたげになるようなことをしてはならないのは、当然よね。それに、中将殿だって好きでもない女にべたべたされたって困るだろうし──あら？）

　中将を見上げた鈴子は、彼が妙みように怖こわい顔をしていることに気づいた。表情筋の活動が控えめな人だな、とは思っていたが、こんなに険しい顔をされるとは思っておらず、鈴子の前歯がかちっと音を立てて震ふるえた。

　その音で我に返ったのか、腕うでを組んでいた中ちゆう将じようはまばたきし、「ああ、いや」と言葉を濁にごした。

「そのような提案をされるとは思っていなかったので、少し驚おどろいた」

「お、お怒いかりになったわけではないのですね？」

「俺があなたに対して怒おこる理由などないだろう。顔が怖い、とは妹にもよく言われるのだが、考えごとをしていたらこういう顔になるんだ。怖がらせたのなら、すまない。さっきの案も……まあ、要検討だな」

　妙に歯切れは悪いが、ひとまず鈴子の不用意な発言で機き嫌げんを損そこねたわけではなさそうだ。

「そ、それならいいのですが……あ、それじゃあ何か思いつかれましたら、中将殿もお書きになってください」

「それは……いや、字はあなたが書いてくれ」

　筆を渡わたそうとしたら、渋しぶい顔で断られた。もしかすると、筆に汚よごれでも付いていたのだろうかと、鈴子は渡そうとした筆をひっくり返して見る。

「申し訳ありません。別の筆を持ってこさせますね」

「いや、そうではなくて……俺は、あまり筆を持ちたくない」

　中将は腕を組んで、つと視線を逸そらした。

「……すまない。俺は力が強いから、このような繊せん細さいな筆を持つと一いつ瞬しゆんで折ってしまうんだ」

「まあ……そういうことですか。あら？　では普ふ段だんはどのように字を書かれるのです？」

「特注の極ごく太ぶとの筆を使っている。中に芯しんを入れて強度を高めている。それでないと、ちょっと力を入れただけで折れてしまう。この力も困ったものだ」

　自分の大きな手の平を握にぎったり広げたりしながら中将が言う。筆を持つことを拒こばんだ理由が分かったため、鈴子はほっとして、いつの間にか肩かたに込めていた力を抜ぬいた。

「そうなのですね。あ、でしたら、『困ったときには、相談する』というのはいかがですか？」

「ああ、それならいいな」

　そうして鈴子と実章は料紙の前に並んで座り、あれやこれや意見を出し合いながら決まりごとの案を固めていった。

　──しばらくして。

「よし、できました！」

「見事な手だ。やはり、橘の姫ひめに任せてよかった」

　鈴子が置いた筆をきりが回収し、背の高い中将が立ち上がって料紙を掲かかげた。




　婚こん姻いんの十箇か条じよう

一、契約結婚のことは、部外者に気づかれぬようにすべし

一、日ひ頃ごろより、仲なか睦むつまじい夫ふう婦ふであるよう振ふる舞まうべし

一、触ふれるときは、必ず相手の了りよう承しようを得るべし

一、困ったことがあれば、必ず相手に相談すべし

一、嬉うれしいときは「嬉しい」、嫌いやなときは「嫌」とはっきり言うべし

一、左大臣には逆らうべからず（重要）

一、どれほど多た忙ぼうでも、一日一度は会話をすべし

一、どれほど多忙でも、三日に一度は一いつ緒しよに菓か子しを食うべし

一、壊こわれやすいものを近くに置くべからず

一、相手のことを、恋愛対象として見るべからず




　誤字がないのを確認し、料紙を壁かべに掛かけてもらった。これは中将の屋敷に移る際にも持っていき、自分たちを戒いましめるために日頃から読み上げるようにするつもりだ。

「では、これは明後日あさつての夜までは橘の姫の部屋に飾かざればいいだろうか」

「ええ、そうするつもりです。……あの、殿との。少しよろしいでしょうか」

「少しと言わず、いくらでも付き合う」

　料紙を掛けた中将がきりっとして言ったので、彼を茵しとねに座らせた鈴子は、少し気持ちを改めて口を開く。

「その、殿が私を呼んでくださる名なのですが……橘の姫、とおっしゃいますね」

「ああ、橘家の姫ひめ君ぎみだからな。……もしかして、嫌だったか？」

「嫌ではありません。ただ、殿には私の名を呼んでいただきたくて」

　おずおずと申し出ると、中将は頰ほおを打たれたかのように目を丸くした。どちらかというと目が細めなので普ふ通つうにしていても睨にらんでいるような目つきになってしまう彼だが、今は不意打ちを受けて驚いているらしくきょとんとしていた。

「……それは、なぜ？」

「そちらの方が仲がよさそうな印象がありまして。私の父も、自じ邸ていでは母のことを名で呼んでいたのですよ」

「…………そういうことなら、了りよう解かいした。……では、鈴子。俺からも頼みがある」

「はい、なんなりと」

　鈴子、と本名で呼んでくれたことにこそばゆさを感じつつ鈴子が丁てい寧ねいに応じると、中将は一いつ旦たん言葉を切ってそっぽを向き、こほんと咳せきをしてから向き直った。

「俺があなたのことを鈴子と呼ぶように、あなたにも俺のことを名で呼んでもらいたい」

「……し、しかし、それは無礼にあたらないでしょうか？」

　申し出を嬉しく思いつつ、鈴子は念を押した。

　夫が妻を呼び捨てにするのと妻が夫を呼び捨てにするのでは、話が違ちがう。鈴子が中将を名で呼べば、「あの女は夫を立てることも知らない無礼者」と周りから侮ぶ蔑べつの目で見られるかもしれない。

　だが中将は鈴子の指し摘てきに微かすかに首を傾げたのみだ。

「別に、よその者がいない場所でなら構わないだろう？　俺たちにも面子メンツがあるから、公おおやけの場では難しいだろう。だから、今みたいに二人きりのときくらいなら、俺のことを実章と呼んでくれないか」

　中将に真っ直すぐな目で見つめられ、鈴子はきゅうっと胸の奥が締しめ付けられるような感覚を覚えた。

　二人きりのときだけ、中将のことを名で呼ぶ。呼ぶことが許される。

　本当は今も几き帳ちようの向こうにきりがいるのだが、いつもなら茶々を入れる彼女もしんと静かにしている。要するに、信しん頼らいできる者しかいない場であれば、お互たがいを名で呼び合うようにするというのだ。

　中将のことを、名で呼ぶ。それは彼が、契けい約やく結けつ婚こんで結ばれた仮かり初そめの妻ではなく、一人の対等な関係の人間として鈴子と接してくれているという証あかしではないだろうか。

　鈴子は顔を上げ、ふわっと微笑ほほえんだ。

「……はい。実章様、どうかよろしくお願いします」

「……ああ、こちらこそ。よろしくな、鈴子」

　柔やわらかい声と共にきりりとした美び貌ぼうが崩くずれ、目を細めた実章は柔らかい微笑みを返してくれた。
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　実章は三日間、叔父おじの家に通ってきた。

　彼は仕事を終えてから寄ってくれるので、二日目は疲ひ労ろうでふらふらしていた。慌あわてて衾ふすまに案内すると、そのまま倒たおれ込んで熟じゆく睡すいしていた。翌朝目覚めた彼は、「こんなに心地ここちよく眠ねむれたのは久しぶりだ」と言い、元気よく出発していった。彼に快適な眠りを提供できたようで、鈴子も少しだけ嬉しかったし、間もなく無骨ながら温かみのある字で書かれた実章からの文も届いた。

　三日目の夜は慣習に従い、叔父が三み日か夜よの餅もちいを準備してくれた。その後、露ところ顕あらわしを行うのだが、実章の気き遣づかいにより身内のみで行うごく小規模な酒しゆ宴えんに変へん更こうすることにした。

　普通、この宴うたげに花はな嫁よめは参加しない。だが、身内だけのささやかな会になるのだから、ということで鈴子も実章の隣となりに席を設けてもらうことになった。

「……中将殿どの。仮初めの関係とはいえ、姪めいを妻に迎むかえてくださることに心より感謝いたします」

　羹あつものの椀わんを置いた叔父が改まった様子で礼を述べると、実章は最初小首を傾かしげた後、「いや」と首を横に振る。

「俺たちの方こそ、少しよう納な言ごん殿や鈴子が断れぬと分かっていて、無理な相談を押しつけた。これから鈴子は妹の女によう房ぼうとして内だい裏りに出仕することになるが、不自由なく暮らせるように俺も手を尽つくす。至らぬ点もあるだろうが、よろしく頼たのむ」

「ああ、いえ、どうか顔を上げてください」

　頭こうべを垂れた実章に慌てて声を掛け、叔父はきりから受け取った銚ちよう子しで実章の杯さかずきに酒を注いだ。

「我が家にも支し援えんをしてくださるということで……中ちゆう将じよう殿どのには本当に、何と感謝の言葉を述べればよいのか……」

「俺たちの都合であなたたちを振り回すのだから、相応の礼を尽くすのは当然のことだ。実のところ、父上は少納言家への支援にあまり乗り気ではなかったので、俺の個人的な判断で謝礼をさせてもらう」

「あ、ありがたいことです……！」

　叔父は、恐きよう縮しゆくしっぱなしだった。鈴子ははらはらしつつ叔父と実章の様子を窺うかがっていたのだが、実章の方がうまく叔父との会話を繫つなげてくれているようだ。

　ちらっと、実章の横顔を窺う。これまでは御み簾す越ごし、もしくは薄うす暗くらがりの中でしか見たことがなかったので、明るい部屋の中で彼をじっくり見るのはこれが初めてだった。

　すっと伸のびた鼻び梁りように、軽く伏ふせられたまぶた。細い目が好まれるこのご時世なので、彼の切れ長な目元は、美男子の条件にぴったりである。自分の二重ふたえでくりっとした目に劣れつ等とう感を抱いだく鈴子にとって、彼の涼すずやかな目元は羨うらやましい限りだ。

　彼が手にしている杯は鈴子の手元にあるものと同じ大きさのはずだが、彼が持つとやけに小さく見える。直衣のうしを纏まとった体たい軀くは厚みがあり、武官として戦うことを本職とする人らしい骨格が見て取れた。叔父は小こ柄がらだし、従兄いとこもどちらかというとほっそりしている方だったので、実章のような体を持つ男性は物もの珍めずらしかった。

　……どうやら、食事の手を止めてしげしげ見入っていることに気づかれたようだ。蒸むし鮑あわびを食べていた実章がさっとこちらを見、凜り々りしい眉まゆ根ねを寄せた。

「……俺の方を見て、どうかしたのか？」

「えっ!?　あ、いえ、特に、何かがあるわけでは……」

「……そうか」

　鈴子が慌てて取り繕つくろうと、さほど気にした様子もなく実章は前を向き、叔父に勧すすめられて再び酒に手を付けた。

　一方の鈴子は、しれっとした風を装って漬つけ物に手を伸ばしつつも、心の臓はいつもよりも少しだけ速く脈動していた。

（……びっくりした！）

　とてもびっくりした。それはもちろん、気配に感づかれていきなり振ふり向かれたからというのもあるが、真正面から見た実章が非常に優美なかんばせを持っていたからだったというのが大きい。

　彼は確かに、恵めぐまれた体軀を持っていて武術にも体術にも秀ひいでているのだろう。だが、彼の顔つきからは「鬼おにの中将」などという物ぶつ騒そうな呼び名が想像できない。

　どこまでも真ま面じ目めで、誠実な瞳ひとみ。目の形のせいか普ふ通つうに見るだけでも睨にらむような目つきになっていたが、彼に見つめられても恐きよう怖ふは全く感じなかった。

「……鈴子？　顔が赤いようだが、体調が悪いのか？」

　叔父が気遣うように言ったため、鈴子ははっと顔を上げると箸はしを置き、少し身を乗り出した。

「いえ、今日も暖かい夜ですし、ちょっと顔が火ほ照てってしまっただけです」

「そうか？　それならいいのだが、料理も食べられるだけ食べればいいから、無理はするでないのだぞ」

「はい、そういたします」

　まさか「夫の美貌に中あてられてしまったからです」とは言えず、叔父には申し訳ないと思いつつはぐらかした。

　ほっとして座り直した鈴子だが──茵しとねにしては妙みように、手の平の下が柔らかいことに気づく。

　視線を下に落とすと、自分の白い手の下した敷じきになる、大きな手が。どう見ても、隣に座る実章の左手である。

　ああ、だから柔らかかったのか──と思ったのもつかの間。鈴子は熱い鍋なべに触ふれたかのようにぱっと手を引っ込め、こわごわ実章の顔を見上げた。

（ど、どうしよう！　早さつ速そく、婚こん姻いん十箇か条じようの三つ目を破ってしまった……！）

　相手に触れる際は、必ず許可を取る。これは実章の方から提案したことなので、決まりごとを破った鈴子のことを睨んでくるかもしれない。

　ひやひやしながら実章の反応を窺う鈴子だが、実章は何も言わず杯を傾かたむけて酒を飲んでいる。ちょうど高たか坏つきの陰かげになっていたからか叔父も気づいていないようで、「さあさ、どうぞどうぞ！」と実章に酒を勧めていた。

　どうやら、実章は気づいていないようだ。もしかすると自分の手ごとき、たいした重みでもなかったのかもしれない。

　ほっとしつつ、鈴子は自分の右手を握にぎりしめる。

（……実章様、大きな手だったわ。茵よりは弾だん力りよくがあるけれど、固くて、ごつごつしていて、ちょっとひんやりしていた）

　自分の手ともきりの手とも叔父の手とも違ちがう、夫の手。

　その感かん触しよくを思い出そうとし……無む性しように恥はずかしくなり、鈴子は俯うつむいた。

　だから、叔父に酒を注がれながら実章が横目で自分を見ていることにも、気づかなかった。




　酒宴が終わり、鈴子は一いつ旦たん部屋に下がったようだ。

　翌朝は日が高く昇のぼるまで鈴子の部屋で過ごし、その後彼女を自じ邸ていに連れて帰る予定だ。自邸の者たちには既すでに知らせているので、鈴子が来るのを楽しみに待っているはずだ。彼女が自邸で暮らすのは妹の入じゆ内だいまでの短い間だが、気持ちよく過ごしてもらえるように工く夫ふうは尽くしたつもりだ。

　ほろ酔よい気分の少納言に退室を申し出て、実章は簀すの子こ縁えんに出た。初夏の風がしっとりと吹ふき、酒で火照った頰ほおをぬるく撫なでていく。すっかり暗くら闇やみに包まれる庭は二年前と変わらず物もの寂さびしく、鈴子たちの生活が決して豊かなものではないのだと教えているようだ。

　ふと、東の対の方から微かすかな琴ことの音が聞こえてきた。心に染しみ入るように少し物寂しく、甘い旋せん律りつを奏かなでているのは鈴子で間ま違ちがいないだろう。

「……鈴子」

「姫ひめ様でしたら、こちらですよ」

　何気ない呟つぶやきに返事があり、実章はゆっくり振り返った。人の気配は感じていたが、律りち儀ぎに受け答えをするとは思っていなかったのだ。

　東の対に繫がる渡わた殿どのの手前に、小柄な影かげが浮うかび上がっている。どこか夢見がちな眼まな差ざしをする彼女は確か、鈴子の乳ち姉妹きようだいのきりだったか。

　実章は頷うなずいた。

「ああ。よかったら案内を頼めるか」

「もちろんでございます。……中将殿。お願いがございます」

「言ってみろ」

　既に実章に背を向けていたきりは振り返り、わずかに目を細めた。

「……どうか、姫様をよろしくお願いします」

「……」

「契けい約やくのことは、このきりも重々承知しております。口外するつもりも、契約に反したことを願い出るつもりもございません。ただ、姫様はとてもお優やさしく、優しいあまりご自分を顧かえりみぬところがあるのです」

　淡たん々たんと紡つむがれるきりの言葉に、実章は顔つきを険しくした。

　鈴子のことは、明るくて前向きな姫だと思っている。悪名ばかりが一人歩きする実章に対しても物もの怖おじせずに堂々と物申すし、頭の回転も速い。そして非常に家族想おもいで、契約結けつ婚こんを受け入れたのも叔父おじのためだからだと聞いている。

　だが、だからこそ繊せん細さいで、壊こわれやすいのかもしれない。

　実章は、繊細なものが苦手だ。触れるとすぐに壊れ、崩くずれてしまう。か弱いものはとても美しいが、だからこそ実章が触れてはいけないと思っていた。

　だが、きりは実章に鈴子を任せようとしてくれている。彼女が誰だれよりも愛しているのだろう大切な姫を、こんな無骨な男に託たくしてくれる。

「……おまえは、俺を信しん頼らいしてくれるのか」

「その辺に転がる連中の数百倍は信頼できると思っております」

「……そうか、感謝する。俺も、鈴子のことは大切にしたいと思っている」

　きりに言われたからというわけではないが、今改めて自覚することができた。その思いを込めて礼を言うと、きりの無表情にほんのり色が付き、彼女は歩き出した。




　琴の音が、夜の庭に響ひびき渡わたる。母も屋やではまだ叔父が酒を飲んでいるのかもしれないが、この近辺は静かなものだ。

　余計なものが取り払はらわれた夜の静けさは、琴を弾ひくのにふさわしい。時折思い出したように鳴く鈴すず虫むしも、鈴子と合奏してくれているかのようだ。

（明日あす、私は実章様の屋や敷しきに移る。そうして、実章様の妹君が入内するのに付き従い、内だい裏りに入る……）

　自身が入内する可能性は全く考えていなかったので、自分が内裏に足を踏ふみ入れるなんて思ってもいなかった。京の都で生まれ育った鈴子にとっての内裏は、物理的には近くても実際はとても遠い場所だった。

（実章様の屋敷に移ると、当分ここには戻もどってこられない。明日からは十箇条を胸に、心を引き締しめないといけないわ）

　そう思うと、無性に琴を弾きたくなったのだ。

　鈴子が愛用しているのは、琴の中でも「箏そうの琴」と呼ばれるものだ。「琴きんの琴」と違って琴こと柱じで音程を変えるのが特とく徴ちようで、近年の貴族の姫たちは箏の琴を教わることが多かった。

　鈴子の母は琴の琴の名人だったが、琵び琶わや和わ琴ごん、箏の琴も難なく弾きこなし、大だい納な言ごんの娘むすめだった若い頃ころは、彼女の音色を聴きいた求きゆう婚こん者たちがひっきりなしに屋敷にやってきたという。そんな母がどうして、寡か黙もくでそれほど身分も高くない父と結けつ婚こんしたのかの理由は、ついぞ聞くことのないままだった。

（もしお母様がご存命だったら、結婚のことなども伺うかがえたのに）

　もし両親が生きていたら叔父の厄やつ介かいになることもなかっただろうから、実章に会えなかったかもしれない。とはいえ、「もし」ばかり考えていても仕方がない。

　ふと、それまで鈴子の琴と音を合わせてくれていた虫が黙だまっていることに気づく。衣きぬ擦ずれの音を耳にして顔を上げると、妻戸を開けてきりが入ってきた。

「姫様、中ちゆう将じよう殿どのをお通ししますねー」

「ええ、ありがとう」

　爪つめを外し、琴もそっと押しやった。きりが一旦引っ込み、入れ替かわりに大おお柄がらな実章が入ってくる。酒しゆ宴えんの後だからか、ほんのり酒の匂においがした。

「叔父様に付き合ってお酒を召めされたようですが、ご気分はいかがですか？」

「少しよう納な言ごん殿が酒しゆ豪ごうだとは知らなかった。あのままだと明け方まで酒に付き合わされそうだったので、酔いが回る前に出てきた」

　実章は苦く笑しようし、鈴子の隣となりの茵に腰こしを落とした。身長だけでなく体重もあるからか、畳たたみがみしりと音を立てる。

　実章は横目で鈴子を見ると、脇わきに押しやられた琴に視線を移した。

「……もう弾かないのか？」

「実章様がお休みになると思って、今日はやめることにしました」

「俺のことは気にしなくていい。それに……せっかくだから、もっとあなたの琴を聴いていたいんだ。弾いてくれないか？」

　実章に頼たのまれ、鈴子は少し迷った末、頷いた。

「かしこまりました。何かご希望の曲はありますか？」

「そうだな……これは弾けるよな」

　そう言って実章は、鼻歌を歌い始めた。それは宮中で愛される風流な雅が楽がくなどではなく、民みん謡ようだった。これなら鈴子も弾くことができる。

　琴を引っ張り出して爪をはめつつ、鈴子は言う。

「ちょっと意外です。実章様は、童わらべ歌うたがお好きなのですか」

「この曲が特別好きというわけではないが、俺にとって思い出深い歌なんだ」

「まあ。誰かが歌ってらっしゃったとか？」

「……さすがに覚えていないか。二年前の秋、俺をこの屋敷に誘いざなってくれた歌なんだ」

　さっと横を見ると、実章は真ま面じ目めな顔で鈴子を見つめていた。

　二年前の秋──つまり、実章と初めて出会った日、鈴子が弾いていた曲だというのだ。

（えっ……すっかり忘れていたわ）

「よく覚えてらっしゃいましたね……私は忘れておりました」

「……あのときの俺は、縁えん談だんに失敗して落ち込んでいた。だがあなたに励はげまされて持ち直せたし、あのときの琴の音が印象に残っていたから父上にあなたの話を持ちかけたんだ」

　そういうことだったのか、と鈴子は納なつ得とくした。同時に、彼が「鬼おにの中将」と呼ばれる所以ゆえんと彼の話が全すべて繫つながり、ずきんと胸が痛くなる。

（中将殿はずっと、悩なやまれていたのね……それで、私なら様々な問題を解決できると分かり、求婚してくださった）

　完全な善意で悪漢を倒たおしたというのに、「鬼」と呼ばれるようになった中将。女性から怖こわがられ、ありもしない噂うわさも流された彼がこれまでどのような思いをしてきたのか、想像するだけで辛つらくなる。

（私がきちんとお役目を果たせば、叔父様の助けになるだけでなく、中将殿をお助けすることもできる……）

　鈴子はじっと琴を見下ろし、慣れた手つきで調ちよう弦げんをした。十三本の弦げんを順につま弾き、音を合わせるために琴柱を動かす。子どもの頃から何度もやってきたので、どの位置に動かせばいいのか、体が覚えていた。

　音を合わせたら、実章が希望した民謡を奏かなで始めた。箏の琴ことは繊細でたおやかな音色が特色なので、正直なところ民謡のような弾はずんだ音調の曲を弾くのにはあまり向いていないと鈴子は思っている。

　だから少し工く夫ふうを加え、元の曲と同じ音階ではあるが雰ふん囲い気きを雅みやびなものにし、速度も落とすことで、まるで雅楽の一つであるかのように編曲してみた。

　最初実章は黙って聴いていたが、やがて鼻歌で調子を合わせてくれた。鈴子も、実章が歌いやすいように速度を調節する。

（楽しい）

　漠ばく然ぜんと、そう思った。

　音楽の才能を伸のばすためには合奏するのが一番なのだが、残念ながら鈴子はこれまで、多くの人の前で琴を弾いたり、他ほかの人と一いつ緒しよに合奏したりといった経験がほとんどない。たまに叔父やきりが篠しの笛ぶえや琵琶などで合わせてくれることもあったが二人はそれほど音楽が得意でないので、専もつぱら簀すの子こ縁えんに座って一人で弾いていた。

　だからこうして、誰かと一緒に同じ曲を奏でることはほとんどなかった。そして、結婚したばかりの男性と並んで民謡を奏でることの楽しさも、初めて知った。

　三番まで弾き終わると、実章も鼻歌をやめた。隣を見ると、ずっと歌っていたからか鼻の頭を指の腹で叩たたいていた実章がこちらを見、微笑ほほえんだ。

「やはり、あなたは琴の名人だ。あなたを見み初そめてよかったと思う」

「ありがとうございます。ただ、私の琴は母から教わっただけなので、名人と呼ばれるほどのものではないと思います」

　謙けん遜そんして言うと、実章は首を横に振ふった。

「そんなことはない。俺の主観ではあるが、俺が今まで聴いた琴の音の中でも、あなたが一番好きだと思う」

「す……！」

　思わず声を上げそうになったが同時に手が琴の弦に触ふれ、じゃらんと意図せず優美な和音を奏でてしまった。おかげで、動どう揺ようしたことは実章には気づかれなかったようだ。

（び、びっくりした！　そう、実章様がお好きなのは私の琴の音色であって、私本人じゃないのよね！）

　分かりきったことではあるが、微び妙みように言葉足らずだったせいで勘かん違ちがいしそうになった。それでも、頰ほおの火ほ照てりを隠かくすことはできない。

　ちょうどきりが、「あら、火が消えそうなので替えますねー」と、灯台の大おお殿との油あぶらを替えるために一いつ旦たん明かりを消してくれた。おかげで、真っ赤になった顔を実章に見られずに済んだ。

（いけないいけない。「婚こん姻いんの十箇か条じよう」の第十、相手のことを、恋れん愛あい対象として見るべからず……）

　今は背後の壁かべに吊つり下げている十箇条の項こう目もくを、頭の中でそらんじる。「好き」と言われて胸がどきどきするようでは、実章のことを異性として意識しています、と言っているようなものだ。いずれ彼と別れる身である鈴子が、そのような感情を抱いだいてはならない。

　きりはもたもたしていてなかなか油を替えられず、辺りは暗いままだ。だが実章は気にしていないようで、「鈴子」と柔やわらかい声で呼んできた。

「碧子のこと……よろしく頼む」

「……」

「少々我が儘ままな子なのだが、あの年で多くのものを背負っている。……おそらく、俺以上に重いものを、たくさん。だからどうか、見守ってやってくれ」

　嚙かみしめるような、絞しぼり出すような、実章の言葉。どちらかというと淡たん々たんとものを言う彼がこれほどまで弱い感情を露あらわにして喋しやべるのを聞くのは、初めてだった。

　兄として、妹を案じている。

　兄として、できることをしてやりたいと思っている。

　鈴子にはきょうだいはいないが、もし鈴子にも同じような境きよう遇ぐうの妹がいれば、同じように思っていたはずだ。

「……分かりました。尽じん力りよくいたします」

　部屋の中は、まだ暗い。

　だが、新たに灯ともった決意の炎ほのおが、鈴子の胸を温かく照らしてくれていた。







[image: 三章　麗景殿に咲く花]







　翌日、鈴子は迎むかえに来た牛ぎつ車しやに乗り、実章の屋や敷しきに移ることになった。

　期間限定の契けい約やく結けつ婚こんなので、叔父おじの家から持っていくものはほとんどない。ほんのわずかな日用品と、小物くらいだ。一番大きなものでも愛用の琴なので、荷物の積み込みだけならあっという間に終わった。

「叔父様、そんなに泣かないでください。今生の別れではないのですよ」

「しかしなぁ、しかしなぁ……」

　あっという間に終わらなかったのは、叔父との別れだった。寝しん殿でんの母も屋やで、鈴子は先ほどからずっと叔父を慰なぐさめていた。

　実章の話では、鈴子たちが仮かり初そめの夫ふう婦ふでいるのは長くても半年、早ければ二ヶ月程度だ。その後はさっくりと関係を解消して鈴子は叔父の家に戻もどるのだから、何もここまで大泣きしなくてもいいと思う。

　だが叔父の気持ちも十分分かるので、鈴子は肩かたを抱だいてささやいた。

「叔父様に悲しまれたら、私も辛つろうございます。どうか泣きやんでください」

「すまんな、鈴子。……おまえがこんなにしっかりしているというのに、私ときたら情けないことだ……」

「いいえ、情けなくはありません。お優やさしくて情の深い叔父様のことが、私は大好きですから」

　鈴子がきちんとお役目を果たせば、少しよう納な言ごん家は潤うるおう。だからこの仮初めの婚姻は叔父にとっては手放しで喜ぶべきなのに、叔父は鈴子を嫁よめに行かせることをずっと悔くやみ、己おのれのふがいなさを嘆なげいていた。

　叔父も実章と酒を酌くみ交かわしたのだから、彼の人となりはよく分かっているはずだ。だが、実章本人は優しくて気のいい青年でも、左大臣家の者も皆みなそうとは限らない。そして、鈴子は間もなく、貴族たちの思おも惑わく渦うず巻まく内だい裏りへ行かなければならないのだ。

　優しくて、決して強いとは言えない叔父。

　だがそんな叔父やこの家を、鈴子は守りたかった。

　これまで皆が鈴子に与あたえてくれたものを返せるように、お勤めを果たしたい。

「それに、大だい丈じよう夫ぶですよ。中ちゆう将じよう殿どのはとてもお優しい方でしたし、きっとうまくやっていけます。きりも来てくれますし、私は一人じゃありません」

「うむ……それは、そうだが」

「叔父様こそ心配です。いいですか、私やお兄様がいないからって食事を抜ぬいたり、読ど経きようをすっぽかしたり、簀子縁で寝ねたりしないでくださいね」

「わ、分かっている！　ううむ、鈴子よりも自分の心配をせねばならんな」

「まったくもってそのとおりですよ」

　ようやく叔父の涙なみだが引っ込んだようなので、鈴子は微笑ほほえんで立ち上がる。叔父も立ち上がり、鈴子と並んで庇ひさしに出た。

　既すでに南庭に牛車が並び、鈴子が出てくるのを今か今かと待っていた。どれも左大臣家が用意したものなので、非常に豪ごう華かだ。少納言家の牛車はもっと車箱が小さいし、車を牽ひく牛も年老いていた。支し援えん金をもらえたら、叔父用の牛車も新調させたいものだ。

　牛車の前では、実章が待っていた。夏らしい紋もん入いりの紫むらさきの狩かり衣ぎぬを着た彼は、鈴子が近づくと、叔父が庇に立っている寝殿の方をちらっと見やった。

「少納言殿と話はできたか」

「はい。お互たがい頑がん張ばりましょう、ということでご挨あい拶さつをしてまいりました」

「そうか。……では行こう」

　実章に頷うなずきかけ、鈴子は一度だけ振り返った。

（行ってまいります、叔父様）

　これは、今生の別れなどではない。

　鈴子はきちんと契けい約やくを果たし、この家に戻ってくるのだ。
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　実章の邸てい宅たくに寄って荷物を下ろしたら、着き替がえをした。これから鈴子は女によう房ぼうとして実章の妹にお仕えするので、袿うちきの上に表着うわぎや唐から衣ぎぬを纏まとう必要があるのだ。

　実章が準備してくれた女房装しよう束ぞくは、花はな橘たちばなのかさねだった。単ひとえ側に青、上に朽くち葉色の袿を重ねることで、青々とした常緑の葉に生なる艶つややかな黄金の色の果実を表し、間に一枚だけ挟はさんだ白の袿が可か憐れんで控ひかえめな橘の花を連想させている美しい夏のかさねである。

　叔父の家が左さ京きようの四し条じよう大おお路じよりも南に位置するのに対し、左大臣邸ていは大邸宅が軒のきを連ねる二に条じよう大おお路じ側に建っている。少納言邸の倍はある、まるまる一町を使った邸宅は広いだけでなく、庭の造りや植えられた季節の花、船遊びができそうなほど立派な池など、まるで別世界であるかのように思われた。

「素す晴ばらしいお庭ですね……」

「ここは元々、先せん帝ていの妹だった父の正妻の屋敷だった。俺は生みの母が病死してからここに引き取られた」

　牛車から降りた鈴子が思わず感想を述べると、随ずい身じんに指示を出していた実章が振ふり返って、そう教えてくれた。

（そういえば、実章様と妹君は異母兄妹きようだいだったわね……）

　今の話からして、正妻の子であるのは妹で、実章は妾めかけの子だったのだろう。よその女が産んだ子を引き取るとなって、正妻は何も言わなかったのだろうか。

　鈴子の心の内を読み取ったのか、庭を見回していた実章はなんてことなさそうに続ける。

「あの方は、花を愛していた。あまり体が強い方ではなかったが、父上よりもずっと俺の面めん倒どうも見てくれたし、碧子と会うことを禁じたりもしなかった。それどころか病びよう床しようでは、碧子のことを頼たのむ、という言葉を俺に遺のこしてくれたんだ」

　そう語る実章の横顔は穏おだやかだ。

（お世話になった正妻のお言葉もあるから、実章様は碧子様のために尽じん力りよくなさっているのかもしれないわね）

　もちろん彼も妹のことを大切に思っているのだろうが、妾の子である実章のことも大切にしてくれた養母への恩返しという意味もあるのだろう。真ま面じ目めで義ぎ理り堅がたい彼だからこそ、自分のことを犠ぎ牲せいにしてでも妹のためにできることをしたい、と思うようになったのではないか。なんとなく自分と境きよう遇ぐうが似ている気がして、鈴子は目を細めて背の高い実章を見上げた。

　実章と鈴子が揃そろって寝殿の簀すの子こ縁えんに上がると、女房が御み簾すを巻き上げた。鈴子はすぐにひれ伏ふしたので前方の様子は見えなかったが、自分たちの正面に左大臣──十箇か条じようを書く際に実章が「絶対に逆らうな」と言っていた人がいるのは分かっていた。

「ただ今戻りました。父上、こちらが少納言橘成継殿どのの姪めい御ごの鈴子でございます」

　実章が紹しよう介かいしてくれたので、鈴子は額ぬかずいたまま息を潜ひそめる。左大臣の許しがあるまで、鈴子は顔を上げることも声を出すことも許されない。

（まずは、左大臣殿に悪い印象を与えないようにしないと……）

　とはいえ、今の鈴子にできることは皆かい無むと言っていい。既に手の平はじっとりと緊きん張ちようの汗あせで湿しめっているが、鈴子は腹に力を込めて窮きゆう屈くつな姿勢を保ち、左大臣の言葉を待った。

　やがて、ふうっと息をつく声が聞こえてきた。

「……見たところ、平へい凡ぼんで教養があるとも思えぬ小こ娘むすめだが──実章、この小娘ならば、碧子の女房として役に立つのであろうな？」

　男の、おそらく左大臣の声は低く、初っぱなから不ふ機き嫌げんなようだ。

　……ぎりっ、とわずかに絹の軋きしむ音がした。おそらく実章が立てた音だろう。

「はい。彼女の琴ことの腕うで前まえは私が保証いたします。その他ほか、碧子の女房として働けるよう私が手配します」

「……その言葉、忘れるでない。……橘鈴子」

「はい」

　声が震ふるえないよう、神経を尖とがらせて返事をする。顔を上げろ、とは言われていないので、額ずいたままのやり取りになる。

「おまえを実章の妻として認めたのは、利用価値があると思ったから。その身が朽ちようとも、碧子のために働け。そして、実章の結けつ婚こんのために尽力せよ。無む駄だなことを考えるな。口答えなどをすればすなわち、我らが藤原家への侮ぶ蔑べつと見なす」

「……父上！　その言い方はあまりにも──」

「おまえは黙だまっていろ、実章。私はその女に言っているのだ」

　一応念押しなのであろうが、言葉の選び方と言い方はもはや脅きよう迫はくだ。鈴子に一いつ切さいの意見は求めず、与えられた仕事のみを忠実にこなす人形であれ、と言い放っているようなものだ。

（でも、私は人形であるべき。迂う闊かつなことをすれば、叔父おじ様への恩を仇あだで返すことになってしまう……）

　鈴子一人が罰ばつせられるなら仕方ないと割り切れるが、叔父や従兄いとこ、屋や敷しきの皆にまで累るいが及およべば、何のために契けい約やく結婚を受け入れたのか分からなくなる。

　肩かたを震わせて泣く叔父の姿が脳のう裏りを過よぎり、鈴子はしおらしく答えた。

「はい、確かに。ふつつか者ではございますが、どうぞよろしくお願いします」

「……実章、その小娘のことはおまえに一任する」

「はい、お任せください、父上」

　さすがに親子だからか、実章の態度は堂々としたものだ。だが、またしても隣となりから絹が軋むような音が聞こえてきていた。
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（……実章様、震えている……？）

　間もなく、左大臣が去っていく気配がした。実章が「もう顔を上げていいぞ」と言ってくれたので、面おもてを起こした鈴子は彼の顔を見──息を吞のんだ。

　鈴子は、実章が左大臣の父を前にして恐きよう怖ふで身を震わせているのかと思った。だが、妻戸の方を見つめる実章の横顔は──

（怒おこってらっしゃる……？）

　そう思ったのも一いつ瞬しゆんのことで、彼は目め尻じりを垂らして唇くちびるを嚙かみしめた。

「……すまない。いくら父上相手だろうと、あのようなことを言われたら不快になるだろう」

「えっ？　あ、さっきのですか？　気にしないでください。左大臣殿のおっしゃるとおりですから」

　どれほどきつい言い方だとしても、少しよう納な言ごんの姪めいでしかない鈴子はもちろん、実章さえ左大臣に刃は向むかうことはできないのだ。

（でも……不快な気持ちになるばかりじゃなかったわ）

「それに実章様は、そんな左大臣殿に声を上げてくださいました。……私には、それだけで十分です」

「……本当か？　無理はしていないか？」

「本当ですよ。……さっきは、ありがとうございます。あなたが私に味方し、怒ってくださるだけで私は十分です」

「……ばれていたか」

　怒いかりを抑おさえきれなかったのが恥はずかしいのか、実章はふいっと視線を逸そらした。だがしばらくしてこちらを向いた実章はいつも通りの、きりっとした顔に戻もどっていた。

「……では、父上のことはいいとして、碧子に会いに行こう。碧子付きの女房たちとも顔合わせをしたいからな」




「まあ、あなたが橘の姫ひめ君ぎみなの？」

　左大臣邸の西の対にて。

　緊張しながら庇ひさしに上がった鈴子は、今まで見たこともないほど麗うるわしい姫君から歓かん迎げいを受けた。

（このお方が、左大臣の姫君、藤原碧子様……）

　艶つややかな黒くろ髪かみに、愛らしい目元。茶色がかった鈴子の目とは違ちがう黒々とした目は濡ぬれたように潤うるんでいて、まだ幼いというのに色気さえ感じられた。

　左大臣が正妻の産んだ娘むすめを溺でき愛あいしているというのは、鈴子も聞いたことがあった。「天てん女によに妬ねたまれるほどの美び貌ぼう」「鈴の鳴るような美声」「つつましく微笑ほほえむ姿は百合ゆりのよう」とささやかれているが、実際に碧子を見ると、根も葉もない噂うわさが広まっているわけではなかったのだと実感させられた。

「お兄様とご結婚なさったとのこと。おめでとうございます」

「あ、ありがとうございます、姫ひめ様」

　こんなに気さくに祝福してもらえるとは思わず、床ゆかに貼はり付くようにひれ伏した鈴子は礼を言い──こんなにあどけない姫をも騙だましているのだと思うと、仕方ないと分かっていても胸が痛くて仕方がなかった。

「お兄様ってこんなに格好いいのになかなかご結婚が決まらなくて、わたくしもやきもきしていたの。でも、これでわたくしもやっと、安心して主上おかみにお仕えしに行けるわ」

　……何も知らない碧子の言葉が、さくさくっと鈴子の良心を穿うがってくる。

（た、耐たえるのよ、鈴子！　ここで感情を表情に出したら、契約結婚の意味がなくなってしまうわ！）

「そうそう、わたくしの女によう房ぼうになるのなら、名前を与あたえなくてはならないわね。あなた、お父様の役職は何なの？」

　ぽんっと手を打って碧子が尋たずねた。

　女房はたいてい、本名以外の通つう称しようで生活する。その名は父親や夫などの役職名から取られることが多い。碧子もさすがに兄である中ちゆう将じようの名で呼ぶのははばかられたから、鈴子の父について尋ねたのだろう。

「父は──私が幼少の頃ころに病死しました。私を養育してくれたのは少納言の叔父です」

「まあ、そうでしたの。少納言ね……他ほかに身内は？」

「従兄がおります。現在備び前ぜんの国の国司の役職を賜たまわっております」

「あら、それなら『備び前ぜん』という名にするのはいかが？」

　備前、と鈴子は口の中でその名を転がす。

　なじみ深い名というわけではないが、子どもの頃から世話になっていた従兄の任地の名をもらえるのなら、鈴子自身も覚えやすいだろう。

「ありがたく拝領いたします。この備前、碧子様の女房として誠心誠意お仕えしますので、どうぞよろしくお願いします」

「ええ、よろしくね。……そうそう、備前は琴を教えてくれるのでしょう？　せっかくだから聴きいていかない？」

　碧子の方から提案してくれた。鈴子も彼女の腕前についてずっと気になっていたので、ちょうどよかった。

「よろしいのですか？」

「もちろんよ。若わか狭さ、持ってきて」

　碧子は上じよう機き嫌げんらしく、すぐに女房に命じて琴を持ってこさせた。

「これがわたくしの琴よ。お父様が買ってくださったの」

　女房が袋ふくろから出した箏そうの琴を手で示して自じ慢まんげに言う碧子だが、鈴子は床に下ろされた琴を見、呼吸が止まるかと思った。

　鈴子が持っている琴はよくある桐きり製だが、この琴は明らかに表板と裏板の種類が違う。裏板は桐製のようだが、表板はおそらく槻けやきだ。琴こと柱じは木製だが、よく見ると表面に螺ら鈿でんで細かな文様が描えがかれていた。琴の側面にも花びら形に切った薄うす紅べに色いろの貝が貼り付けられている。

（す、すごい……！　こんな品、見たことがない……）

　左大臣が愛まな娘むすめのために購こう入にゆうしたという琴は、それだけでも一つの芸術品であり、鈴子のような者がおいそれと触ふれていいものではないのだということが伝わってくるようだ。

「見事な琴ですね……碧子様は普ふ段だんからこちらを弾ひかれているのですか？」

「もちろんよ。これが一番いい音が出るって、お父様もおっしゃっているから」

　そう言うと、さっと爪つめをはめた碧子はやおら手をひらめかせ、弦げんに爪を走らせた。

　……彼女が弾き始めたのは、宮中でも独奏曲としてよく弾かれる有名な箏そう曲きよくのはずだ。

　はずだ、と思ったのは、その曲にしては癖くせが強く、妙みような工く夫ふうが為なされており、原形をほとんど止とどめていないからだった。

（こ、これは、なかなか……）

　碧子の腕うで前まえについては実章たちからも聞いていたが、これほどまでとは思っていなかった。室へやの隅すみに控ひかえていたはずの女房たちはいつの間にか姿を消しているし、唯ゆい一いつ残っている実章も俯うつむいている。いかにひどい腕前か分かっていないのは、弾いている本人だけのようだ。

　最後に、じゃんっ！　と艶えん美びな箏曲らしくもない和音で締しめた碧子は、たいそう満足そうな表情だ。

「正直、備前に教わらなくても十分だと思うの。でもお父様とお兄様がどうしても、とおっしゃるからね。まあ、よろしく頼たのむわ」

「……よろしくお願いします」

　返事をしつつも、「どうすればいいんだろう」と、鈴子の胃はきりりと痛んでいた。




　挨あい拶さつを終えた後、碧子は一いつ旦たん下がり、実章と一いつ緒しよにお喋しやべりをするそうだ。

（素す敵てきなご兄妹きようだいね……）

　大おお柄がらな実章と彼にじゃれつく碧子の姿は、非常に微笑ましい。もうじき入じゆ内だいする姫の振ふる舞まいとしてはよろしくないかもしれないが、入内すればこのように兄と触れあうこともできなくなることもあり、女房たちも見み逃のがしているようだ。

「……まあ、ご覧になって。あのかわいげのない顔つき」

「少納言の姪とのことだけれど、それを差し引いても、あんな顔では嫁よめのもらい手がなかったのも納なつ得とくだわ」

「本当に。かわいそうよね」

「中将殿どのは、あれのどこがよかったのかしらね」

　どこからともなく、ひそひそと声が聞こえてくる。間ま違ちがいなく、碧子付きの女房たちの声だ。姿は見えないので、几き帳ちようの裏にでも隠かくれて陰かげ口ぐちをたたいているのだろう。

（きりは、「意地の悪い女は、わざと聞こえるように陰口をたたくんですよー」と言っていたけれど、まさか本当に言われるとは……）

　世間知らずな深窓の姫君なら、あからさまな悪口で心を病やんでしまうかもしれない。だが、これしきのことでしゅんとするほど鈴子は柔やわではない。屋や敷しきの女主人として切り盛りをしていたこともあり、そこらの姫君よりは肝きもが据すわっているし世の中の世せ知ち辛がらさも知っているつもりだ。

（それにしても、こんなに堂々と人の容姿について文句を言えるものなのね……）

　逆に新しん鮮せんな気持ちになった鈴子がじっと几帳の方を見つめると、鈴子の反応が意外だったようで、ひそひそ声は一気に収まった。噂の人に見つめられてもなお悪口を続けるほど、彼女らは肝が据わっていなかったようだ。

（こういうのは、弱気になったら負け。でも、これから碧子様に仕える者同士、仲よくしないといけないから……）

　しばし考えた後、鈴子は几帳の方を向くと、ひれ伏ふした。えっ、という小さな声が聞こえてくる。

「不ふ肖しよう備前、これより碧子様の女房として頑がん張ばります。皆みな様さまのお手を煩わずらわせることもあるでしょうが、どうぞご教授お願いいたします」

　陰口には視線を返し、悪意には礼れい儀ぎで返す。

　まさか鈴子が下手に出るとは思っていなかったのか、几帳の向こうがしんと静まりかえった。聞こえてくるのは、遠くの方で実章と碧子が話す声くらい。

　やがておずおずといった様子で一人の女房が几帳の陰から顔を覗のぞかせ鈴子を見てぎょっとし、「ちょっと、いつまでそんな体勢をしているの!?」と叫さけぶまで、鈴子は平へい伏ふくの姿勢を崩くずさなかった。
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　左大臣家の姫ひめ君ぎみである碧子の入内は、華はなやかに執とり行われた。

　夜、碧子を乗せた牛ぎつ車しやが門をくぐり、内だい裏りに入る。碧子は女御の身分を与えられ、麗れい景けい殿でんを殿でん舎しやとして賜ったので、今後「麗景殿の女御」と呼ばれる。彼女の女房である鈴子も、今後は碧子のことを「女御様」と呼ぶようにと命じられた。

　入内直後は、とにかくやるべきことが多い。到とう着ちやくした次の夜には帝みかどから使いが来たので、碧子を飾かざり立てて夜よるの御殿おとどへ送り出す。翌朝戻もどってきた碧子を迎むかえてからも、公く卿ぎようたちから届いた贈おくり物の整理や手紙への返事などの作業に追われる。

　ちなみに端はしっこ女によう房ぼうの鈴子は、碧子が帝に呼ばれた夜も殿舎で留守番だったので、帝がどのような人かを知る機会はなかった。だが帰ってきた碧子曰いわく、「お兄様に負けず劣おとらずの美び貌ぼう」とのことだ。個人的にとても気になるところだ。




　鈴子は一応、琴の教育専門の女房として雇やとわれているようなものだ。だが今は畑はたけ違ちがいだからなんて言って雑務を放ほう棄きするわけにはいかない。

（女御様が主上おかみに気に入られるようにしなければならないのだから、私にできることは何でもしないと！）

　鈴子は女房になって日が浅いので、直接碧子に触れるような仕事はさせてもらえない。そういったものは同どう僚りようの女房たちが行うので、実力不足の鈴子でもできる仕事は自然と限られた。

　何か手伝えないだろうか、とそわそわしていると、まとめ役である若狭という女房から「櫃ひつを移動させなさい」と言われた。意気込んで早さつ速そく見に行ったところ、なかなかずっしりとした重量のある櫃が大量に転がっていた。几帳の向こうからくすくす笑い声が聞こえるので、他の仕事をしているはずの女房たちが鈴子の様子を見ているのだと分かる。

（なるほど……これが、きりの言っていたことなのね）

　きりは普段、実章の屋敷で待機させているのだが、以前の女房たちとのやり取りを説明すると、「いや、それはいじめでしょう」と真顔で指し摘てきされたのだ。

　鈴子は、いじめとは廊ろう下かに泥どろをまき散らすとか、衣類を切り刻まれるとか、池に突つき落とされるとか、そういうものなのだと思っていたが、こういった対応も「同僚いじめ」になるのだという。

（皆みなが、ぽっと出の私のことを快く思っていないのは仕方のないこと。でも、だからといって屈くつしていたら甘く見られるし、強気に出たら出たで不興を買ってしまう……）

　ならば、鈴子のするべきことは単純明快だ。

（こんなの、漬つけ物の瓶かめに比べれば可愛かわいいものだわ！）

　袿うちきの袖そでを少し捲まくり、鈴子は気合いを入れて櫃を持ち上げた。

　叔父おじの家にいる頃ころはとにかく人手が足りないので、鈴子も家人に交じって荷物を運んだり調理の補助をしたりした。鈴子の腕うでは他ほかの女房よりもずっとふとましいだろうが、今はこの健康的な二の腕の存在が非常にありがたい。

　これくらいの重さなら二つ同時に持てそうなので、ひょいひょいと重ねて運ぶ。途と中ちゆう、こちらを見た若狭は間違って苦いものでも舐なめたかのような顔をしていて、几帳の向こうも静かになった。

　いじめてやろうと思った鈴子が涼すずしい顔で櫃を持ち上げるから、毒気を抜ぬかれたのだろう。

　うまくいったようだ、と思いつつ、鈴子は若狭に微笑ほほえみかける。

「いかがなさいましたか、若狭殿どの？」

「…………いえ。お喋りをする暇ひまがあるのなら、さっさと運びなさい」

「かしこまりました」

　ならばと、鈴子は張り切って三つ目の櫃を積んだ。「化け物……」と呟つぶやかれた気がするが、しれっとして櫃を抱かかえたまま庇ひさしに出た。

　初夏の日差しは眩まぶしく、昼前ではあるが既すでに体がほんのり汗あせばむ陽気だ。麗景殿の西庇から見える内庭には夏の花が咲さき乱れており、わずかな風を受けてそよぐ姿を見ているとなんとも穏おだやかな気持ちになれる。仕事中でなければ、庇に座って夏の庭を眺ながめながら琴ことでも弾ひきたいところだ。

「……その姿は、鈴子か？」

「さ──中ちゆう将じよう殿どの？」

　庇を通って櫃を持っていこうと思ったら、前方から名を呼ばれた。縦に積んだ櫃が視界を遮さえぎるので前方は見えないが声で、実章に呼ばれたのだと分かった。

　彼とは今朝の出仕時に別れたのでわずか数刻ぶりだが、それでも秘密を共有し合う信しん頼らいできる者が近くにいると安心できた。思ったよりも、自分は実章に頼たよっているのかもしれない。

「よくお分かりですね。私から中将殿のお姿は見えないのですが」

「麗景殿から出たところを見たし、櫃を縦に三つも積んだ状態で歩ける女房はそう多くないだろう。……持つぞ」

「ああ、いえ、大だい丈じよう夫ぶです。私の仕事なので」

　おそらく実章は、碧子に会いに来たのだろう。彼は女によう御ごの兄として、左大臣に代わって婚こん儀ぎ後の諸もろ々もろの雑務をする必要があったので、その話などをしに来たのではないか。そんな彼に鈴子の仕事を投げるわけにはいかない。

　だが、ひょいっと手元が軽くなって目の前の遮しや蔽へい物が取り払はらわれ、仏ぶつ頂ちよう面づらの実章を正面から見つめる形になってしまった。三つあった櫃のうち二つは、彼の左手に移動している。

「俺もちょうど、碧子に会いに来たんだ。……というか、これは仕事にしてもどうなんだ？　こんな細ほそ腕うでで一度に三つも持たせるなんて、若狭は何を考えている」

「あー、いえ、櫃を移動させるようにとは言われましたが、私が勝手に一度に三つ積んだだけです」

　若狭たちには思うところもあるが、濡ぬれ衣ぎぬを着せるのはよろしくないと思って訂てい正せいを入れた。

　すると実章は驚おどろいたように鈴子を見、そしてほんの少しだけ唇くちびるの端はしを緩ゆるめた。

「……そうか。あなたはたくましいのだな」

「同世代の姫君よりは、力もあるかと思います。あの、櫃なら私が持ちますので、返してください」

「……俺が持ちたいんだ」

　実章はすぐに元のように唇を真横に結び、さっと背中を向けて歩き出してしまった。

　黒の袍ほうを纏まとった実章の背中は広くて、頼りがいがある。彼の後ろに隠かくれていれば、若狭たちから意地の悪いことをされてもやり過ごせるのではないだろうか。

（ううん、それじゃあだめだわ）

　困っているときは、実章の手を借りる。それは婚こん姻いんの十箇か条じようにも記している。だが、実章の威いを借かって大きな顔をするというのはおかしいと思う。

「……ありがとうございます。でも、中将殿が二つで私が一つというのはやはりおかしいと思うので、一つ返してくださいませ」

「……分かった」

　実章が折れてくれたので、鈴子は彼から櫃を一つ受け取った。鈴子が二つ、実章が一つなので、鈴子としても罪悪感が少なくて済む。

　なおもこちらを心配そうに見つめられたので、にっこりと微笑みかけた。

「さ、参りましょうか。女御様も、中将殿のお越こしを首を長くして待ってらっしゃるはずですから」

「ああ、行こう」

　実章は頷うなずき、鈴子と並んで歩き出した。

　実章は鈴子の主張を無下にしたりせず、話をちゃんと聞いた上で理解を示してくれる。

　実際の肩かたの高さはかなり違ちがうけれど、彼は鈴子と肩を並べて歩こうとしてくれる。

　それが、とても嬉うれしかった。
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　部屋があらかた片づいたところで、碧子は三人いる他の后こう妃ひたちのもとへ挨あい拶さつに伺うかがうことになった。

「まずは、弘こ徽き殿でんの女御様。こちらのお方は主上が東とう宮ぐうでいらっしゃった頃に入じゆ内だいなさっていて、后妃の中でも一番の古参です。お父上は上皇陛下の弟君──つまり女御様は主上の従姉いとこにあたります」

　若狭が碧子に説明しているのを、室の隅すみに控ひかえた鈴子も聞いていた。碧子は眉まゆ根ねを寄せ、后妃たちの情報を頭に入れようと難しい顔をしている。

「弘徽殿の女御様は主上とのご縁えんが十年近くなるそうだけれど、中ちゆう宮ぐうの最有力候補ではないとお父様がおっしゃっていたわ。確か、後ろ盾だてがあまり強くないのだとか」

「はい、そのようです。女御様のお父上である親しん王のう殿でん下かは五年ほど前にお亡なくなりになっています。父親の庇ひ護ごのない娘むすめというのは、どの身分であろうと出世が難しくなりますので」

「……そうなのね。女御様はどんな方なのかしら？」

「弘徽殿の女御様はたおやかでお優やさしい方だと伺っておりますので、親しん睦ぼくを深めておいても損はないでしょう。主上おかみも、中宮候補としてではなくゆかりの深い従姉君として女御様と懇こん意いになさっているようですからね。……后妃はあと二名ですが、病弱な登とう華か殿でんの女御様はいいとして、気を付けていただきたいのが宣せん耀よう殿でんの女御様です」

　声を潜ひそめた若狭が北の方角を手で示したので、鈴子もごくっと唾つばを吞のみ込んだ。

（宣耀殿の女御様……確か、右大臣の姫ひめ君ぎみだったわね）

　後宮の事情に疎うとい鈴子だが、宣耀殿の女御については実章から聞いていた。

　実章と碧子の父である左大臣と、宣耀殿の女御の父である右大臣は、非常に仲が悪い。先せん帝ていの御み代よに登用された二人だが、今上帝が元服する前から既に「いずれうちの娘こそが次の帝みかどの寵ちよう愛あいを得る」と火花を散らしていたという。

　宣耀殿の女御は碧子よりも五つほど年上なので、当然それだけ入内も早かった。身分も高いので一番の中宮候補とされているが、主上との仲はそれほどよろしくないため、左大臣も勝機を感じているそうだ。

「お父様も、宣耀殿の女御様のことを話題に出されていたわ。あまりいい噂うわさは聞いていないのだけれど、そんなに性格が悪い方なのかしら」

　碧子があまりにも直接的に言ったからか、若狭はほんの少し口元を引きつらせつつ肩をすくめた。

「性格が悪い……というよりは、気位が高くていらっしゃるようです。おっしゃることは正論であるものの、物言いが厳しくて、宮中に仕える女によう房ぼうもしょっちゅう叱しつ責せきを受けているそうです。そういうこともあり、主上からはあまりよく思われていないようです」

　確かに、しとやかでつつましい女性が好まれるこのご時世で、はきはきとものを言う気の強い女性はあまり好まれないかもしれない。

　一通り打ち合わせをしてから、碧子は鈴子たちを伴ともなって殿舎を出た。

　これから弘徽殿、宣耀殿、登華殿の順に殿舎を回るのだが、主役の碧子だけでなく、鈴子たちも美び麗れいに着き飾かざっていた。

「麗れい景けい殿でんの女御」が日中に後宮を歩くのはこれが初めてだ。当然、殿てん上じよう人びとや後宮仕えの女房から下働きの者まで、多くの人の眼前を通ることになる。

　行列が華はなやかであればあるほど、左大臣家の威い光こうを見せつけられる。麗景殿の女御はこんなに素す晴ばらしいのだ、と皆みなに知らしめ、その姿を目に焼き付けさせ、評判を上げる。

（これも、後宮で生き抜ぬくために必要なことなのね……）

　これまでの鈴子は、同じ「生き抜く」でも異なった意味合いの中で暮らしてきた。だが、貧しい下級貴族にとっての「死」と、後宮で暮らす后妃たちにとっての「死」は、全く別物なのだろうと、漠ばく然ぜんと思った。




　最初に訪問した弘徽殿では、小こ柄がらな女性が碧子のおとないを待ってくれていた。

　年ねん齢れいは二十歳はたちを超こえているだろうが知性の輝かがやく佳か人じんで、礼れい儀ぎ正ただしく挨拶をした碧子を温かく迎むかえてくれた。女御は貝合わせが趣しゆ味みのようで、碧子とも話が弾はずんでいる様子だ。

（弘徽殿の女御様とは、うまくやっていけそうね）

　弘徽殿の女御は、中宮候補ではない。だが、現状のところの後宮の主あるじと言ってもよい女御と懇意にしておくのは、主上の寵を得るためという点でも、安心して後宮で暮らすためという点でも、有効なことだろう。

　弘徽殿を辞するときの碧子一行は皆、ほっと安あん堵どの表情を浮うかべていた。だが、弘徽殿の北東に建つ宣耀殿を見ると、緩んだ気持ちが嫌いやでも引き締しめられた。

　──そうして宣耀殿に向かったのだが。

「……何なの、あの無礼な小こ娘むすめは！」

「絶対に、女御様に喧けん嘩かを売ってらっしゃるわ！　あんなあからさまな当てこすり、信じられない！」

　一通りの挨拶を終えて麗景殿に戻もどると、碧子は若狭だけを側そばに残して他ほかの女房に退出を命じた。そのため鈴子たちは庇ひさしに出て自分用の局つぼねで休んでいたのだが、壁かべ代しろの向こうから同どう僚りようたちの愚ぐ痴ちがよく聞こえた。

「他の后妃の方々は女御様の立場を理解した上で接してくださったのに、あの右大臣家の小娘は、女御様が琴ことが苦手だと分かっていて喧嘩を売ったのよ！」

「なーにが、『主上の御ご前ぜんでの女楽を楽しみにしています』よ！　皆の前で女によう御ご様に恥はじを搔かかせようっていう魂こん胆たんが見え見えなのよ！」

　主が近くにいないからということで女房たちは好き勝手言っているが、彼女たちの言いたいことには同意できた。

　鈴子の位置からは宣耀殿の女御の姿はよく見えなかったが、慇いん懃ぎん無礼に碧子に勝負をふっかけているというのは分かった。どうやら碧子の琴の腕うで前まえについての噂はよそにも伝わっているようで、宣耀殿の女御は確実に自分が勝てる要素で碧子に勝負を挑いどんだのだ。

（しかも女御様は、ご自分の腕前を勘かん違ちがいなさっているのよね……）

　碧子は「もちろんです、楽しみですね」とさらりと流していたのだが、嫌いや味みをうまくかわしたわけではなく、単に自分の才能を疑っていないからなのだ。后妃たちに対して弱い姿を見せないという点では合格だろうが、ある意味たちは悪い。

（主上は音楽がお好きらしいから、宣耀殿の女御様に言われずとも女楽を開かい催さいなさる可能性は高いわ。そうなると、女御様にも参加命令が下るはず……）

　碧子の演奏によって、主上からの寵愛を得られなくなる可能性が高い。そうなると鈴子が左大臣家と交かわした約束は失敗に終わる。

（そうなれば、橘家は。叔父おじ様は……）

　狭せまい局で、鈴子は拳こぶしを固めた。

　絶対に、負けられない。

　碧子を負けさせるわけには、いかないのだ。
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　翌日から、いよいよ鈴子は碧子に琴を教えることになった。

　鈴子はもとよりそのつもりでここに来たのだが、昨日挨あい拶さつ回まわりに行った際に宣耀殿の女御から喧嘩を売られたのが相当頭に来たらしい女房仲間からも、「絶対に！　女御様を鍛きたえ上げるのよ！」と鼻息荒あらく詰つめ寄られた。これまでは陰かげ口ぐちをたたいたりしたというのに、現金なものである。

　──それはいいとして。

「ねえ、今のはどうだった？　わたくしとしては、過去最高の出来だと思っているわ！」

　今回碧子が弾ひいた曲も、大変斬ざん新しんで前衛的な工く夫ふうが凝こらされていた。鈴子はかろうじて「元はあの曲だったのだろう」と分かったが、若狭たちは「今のって……？」と首を捻ひねっている。

　だが周りの女房たちの心中を察せられるはずもなく、碧子は琴を挟はさんで正面に座る鈴子に意見を求めてきた。間ま違ちがいなく──お褒ほめの言葉を待っているのだろう。

（えっ、これってどう答えるべきなの？）

　率そつ直ちよくな感想としては、「もうちょっとどうにかした方がいいです」なのだが、それを言えば即そく日じつで内だい裏りから追い出されるだろう。かといって、「とてもお上手でした」と世辞でお茶を濁にごすのは碧子のためにならない。

（個人の趣味として琴を楽しむのならともかく、女御様はいずれ主上の御前で演奏しなければならない可能性が高い。それなら、なんとかして矯きよう正せいしないと……）

　室のあちこちから、視線を感じる。鈴子がどのような「感想」を述べるのか、碧子のみならず他の女房たちも息を潜めて待っているのだろう。

　かなり悩なやんだ末、鈴子は咳せき払ばらいをして顔を上げた。

「恐おそれながら、申し上げます。女御様にはまだまだ上達の余地があると存じます」

「どうして？　わたくし、前に琴を教えてくれた女房からは、『宮中の宴うたげに出ても恥はずかしくないくらいの出来』と言われたのに？」

　碧子がほちょんと首を傾かしげて不思議そうに言うため、鈴子は単ひとえの袖そでで隠かくれた手の甲こうに青筋が浮くくらい拳を固めた。

（その女房、なんて余計なことを……！）

　きっとその女房は碧子に物申す度胸がなく、適当に褒めちぎってからさっさと姿をくらませたのだろう。全すべてのしわ寄せが、巡めぐり巡って鈴子に押しつけられた状態で。

　琴の師し匠しように褒められたからこそ、碧子は独自の解かい釈しやくで突つっ走ってしまっている。師事していたのがいつ頃ごろの話なのかは分からないが、十二歳になった今になっていきなり考えを改めよというのは非常に難しい。

（でもやっぱり、このままだと女御様のためにならない。ご自分の腕前を信じたまま女楽に出て、主上おかみや宣せん耀よう殿でんの女御様の前で恥を搔かせる方がよっぽど怖こわいわ）

　嫌な汗あせでぬめる手を単の内側で拭ぬぐい、鈴子は首を横に振ふる。どくん、どくん、と耳の内側で激しく血潮が流れているのを感じる。

「でしたら、より上を目指されるべきです。宣耀殿の女御様もおっしゃっていましたが、いずれ女楽をなさったとき、四人の后こう妃ひの中で女御様が一番輝くためには、常に上を目指して邁まい進しんすべきなのです」

「一番、ねぇ……」

　眉まゆ根ねを寄せ、碧子は呟つぶやく。鈴子の言葉があまり響ひびいた様子はなく、難解な漢詩を読めと言われたかのように難しい顔をしている。

「わたくしは今の状態でも十分だと思うのだけれど、備前はそう思わないのね」

「……はい、恐れながら」

「それじゃあ、備前が弾いてみてよ」

　はい、と碧子は外した爪つめを鈴子に渡わたしてきた。爪一つでも目玉が飛び出るような価値があるだろう品を軽々と渡され、鈴子はもちろん、若狭もはっと息を吞のんだ。

「女御様！　そのような者に軽々しく渡してはなりません！」

「どうして？　備前はお兄様の奥方よ。お父様も認めてらっしゃるのに『そのような者』と言うのは、備前に失礼じゃない？」

　無む邪じや気きながら強きよう烈れつな碧子の一いち撃げきに、若狭は虚きよを衝つかれたように目を瞬またたかせた。まさか碧子が鈴子を庇かばう発言をするとは思っていなかったのだろう。若狭は忌いま々いましそうに鈴子を見た後、「過ぎた真似まねをいたしました」と引き下がった。

（庇ってくださったのはとても嬉うれしいけれど、こうなったら弾かざるを得ないわね……）

　若狭が反論できないのなら、他の女によう房ぼうでどうにかなるわけがない。渋しぶ々しぶ鈴子は移動し、琴の正面に腰こしを下ろした。

　左大臣が愛まな娘むすめに贈おくった、最高級の琴。少し前の鈴子なら胸をときめかせて触ふれただろうが、今は胸がときめくどころか心の臓がばくばく鳴り、呼吸困難でそのまま倒たおれてしまいそうだ。

（と、とにかく女御様のご命令なのだから、弾かないと……）

　おそるおそる弦げんに触れ、弾き始めたのは先ほど碧子が弾いたのと同じ曲だった。独自性溢あふれる編曲などはせず、譜ふ面めんに書かれていたとおりの演奏をしながら、左手で弦を摘つまんだり軽く押さえたりして、絶ぜつ妙みような音の揺ゆれや響きで音楽の広がりを演出する。

　ほう、と感かん嘆たんのため息をついたのは、女房の誰だれだろうか。好意的な気配を感じるとだんだん鈴子も落ち着き、一曲弾き終わる頃ころにはなかなか清すが々すがしい気持ちで最後の和音を奏かなでることができた。

「……まあ、あれが中ちゆう将じよう殿どのも認めた」

「下級貴族と侮あなどっていたけれど、これは認めざるを得ないわね」

「左大臣家に取り込んでよかったわ。これが右大臣家に回収されていたらと思うと……」

　若じやつ干かん失礼な言い回しな気もするが、褒められているようで何よりだ。

　達成感を胸に爪を外す鈴子だが──斜ななめ前に座る碧子は難しい顔のままで、琴ことの弦をじっと見つめていた。

「いかがでしたか、女によう御ご様」

「確かに素す敵てきな響きだし手つきも滑なめらかだけれど、あんまり華はなやかではないわね。今にも消えてしまいそうで、聴きいていてはらはらしてしまうわ」

　当たり前だ。そもそもこの箏そう曲きよくはしっとりとした趣おもむきのある旋せん律りつが魅み力りよくであって、碧子が勝手に編曲した弾はずむような曲調ではないのだ。

　だがさしもの碧子も、曲に対する多少の解釈の違ちがいはあれど、「備前は琴がうまい」という点では納なつ得とくしたようなので、ひとまず鈴子は胸をなで下ろした。

（かなり力が要いりそうだけれど……どうにかして琴をお教えしないとね）

　碧子が女楽で恥ずかしくない演奏をできるほどになってこそ、鈴子は「お上手です」と言うべきなのだから。
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　女房たちは、曹ぞう司し町まちもしくは後宮の庇ひさしなどに自分用の部屋──局つぼねを賜たまわっている。当然鈴子も麗れい景けい殿でんの庇の一角を部屋として与あたえられているが、既き婚こん者であるため三日に一度ほどは夜になると内裏から退出し、左京にある実章の屋や敷しきに戻もどることにしていた。

「それでは、そろそろ失礼します」

「ええ。また明日あしたもよろしくね」

　鈴子が退出の挨あい拶さつをすると、碧子は朗ほがらかに送り出してくれた。

　迎むかえに来たきりを伴ともなって簀すの子こ縁えんを歩いていたところ、殿でん舎しやの角を曲がってきた女房たちとすれ違った。すぐさまきりと一いつ緒しよに簀子の隅すみに寄って道を空けたが、彼女らはわざわざ足を止め、じっと鈴子を見てきた。

「……おまえは確か、麗景殿の」

　早く殿舎に戻ってほしいと願いながら様子を窺うかがっていると、女房の一人が口を開いた。

　どこの后妃付きの女房だろうか、と思っていたが、立場の弱い弘こ徽き殿でんの女御やおっとりした登とう華か殿でんの女御の付き人なら、左大臣の娘むすめ付きだと分かっている鈴子に対してこんなぞんざいな呼び方はしないだろう。

（この人たちはおそらく、宣耀殿の……）

「……はい、備前と申します」

「……噂うわさには聞いていますわ。『鬼おにの中将』がどこかで引っかけてきた女が、麗景殿の女御の女房になったと」

「『鬼』も見る目がないこと。おまえのような者でもいいから妻にするとは、よほど女に飢うえていたのかしらね？」

「ただでさえ、『鬼』を飼っているということで麗景殿には悪評が立っているというのに……愚おろかしいことですわ」

（……何よ、この人たち）

　蝙蝠かわほり扇おおぎで口元を上品に隠しているが、腹の内のどろどろとしたものはその程度では隠しきれていなかった。むっとしつつも、ここで喧けん嘩かを買ってもいいことにならないと分かっていたので、鈴子はさっさと歩き出した。

「まっ、かわいげのない女！　……でも、『鬼』は本当に、何を思ってあんな平へい凡ぼんな女を妻にしたのかしら？」

「案外、そうしなければならない事情があったりするのかもよ？」

　──無視を決め込もうとしたが、最後に聞こえてきた声にびくっと体が反応し、袴はかまの裾すそを踏ふんづけて転びそうになった。

　実章が鈴子と結けつ婚こんせざるを得なかった、「事情」──それを、他人に感づかれるわけにはいかない。

　女房たちは鈴子が行ってしまったからか、おもしろくなさそうにぶちぶち文句を言っていたが、しばらく歩くとそれも聞こえなくなった。

「……いやぁ、なんですかねー、あれは」

「あれが宮中では日常茶さ飯はん事じらしいのよ」

　牛ぎつ車しやに乗るやいなや、きりがぼやいた。彼女は普ふ段だん中将邸ていで留守番をしているので、宮中の空気に触れるのは鈴子の送おくり迎えのときくらいだけだったのだ。

　きりに唐から衣ぎぬや裳もを外されながら、鈴子は苦く笑しようを返した。

「特に宣耀殿付きの女房は、麗景殿をはっきり敵視しているの。といっても、女御様──碧子様はどんと構えてらっしゃるから、私も同じように構えるつもりよ」

「うーん、よその雌めん鶏どりたちも気になりますが、姫ひめ様は同じ麗景殿の女房からも嫌いや味みを言われているんでしょう？　私としては、そっちの方も心配ですー」

「あ、そっちならなんとかなりそうなの」

　牛車に揺られながら、鈴子は本日の出来事を語った。

　碧子の琴を弾ひいたときには、女房仲間の方からも好意的な空気を感じることができた。それに碧子の琴教育はまだ入り口に立ったとも言えない段階だが、少なくとも碧子の機き嫌げんを損そこねるとか、初日で追い出されるとかといった失態は犯おかさずに済んだ。

（私の「存在する価値」を理解してもらえれば、少なくとも麗景殿には居場所を作ることができるはずだわ）

　鈴子がいなくなれば、碧子に琴を教える人がいなくなる。そうすれば、帝みかどの前で演奏するに至った際、あの宣せん耀よう殿でんの女御に惨ざん敗ぱいしかねない。

　そう語る鈴子を、きりはいつも通りの眠ねむそうな半眼で見上げてきた。

「はあ、そうですか。姫様がそうおっしゃるのなら、麗景殿内のいじめ問題はどうにかなりそうですね」

「やっぱりあれはいじめだったのね……」

「まー、糞ふんを投げるとか池に突つき落としてくるとか、そこまでになりそうにはないですが、口での攻こう撃げきも立派ないじめですよー。……それじゃ、目下の悩なやみは宣耀殿側ですかね」

「ええ。なんとか対処しなければならないけれど……さっきの女房も、『事情があったりするのかも』って言ってたからね」

「ですよね。ボロが出たら困りますよねー」

　おそらくきりは、先ほど鈴子が動どう揺ようしたことにも気づいていたのだろう。

　鈴子は頷うなずき、頰ほおに手を宛あてがって車内の隅に視線を投げつけた。

「……やっぱり日ひ頃ごろの行動を省かえりみるべきかしら。実章様の話を頻ひん繁ぱんにして、周りから不ふ審しんに思われないように工く夫ふうするとか……」

「姫様、姫様」

　きりは、右手の指を四本立てた。何のことだろうか──と思ったのもつかの間。

　鈴子の脳のう裏りに、中将邸の室の壁かべに掛かけた料紙が浮うかび上がる。

　──婚こん姻いんの十箇か条じようの、四つ目。

（困ったことがあれば、必ず相手に相談すべし……）

　鈴子は、きりを見た。

　物心ついたときから一緒にいる乳ち姉妹きようだいは、滅めつ多たにないくらい優やさしく微笑ほほえみ返してきた。
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　夜、母も屋やで琴をつま弾びいていた鈴子のもとに、狩かり衣ぎぬ姿の実章がやってきた。

「おかえりなさいませ、実章様」

「ただ今戻った。……こういうのも、よいな」

「こういうの、でございますか？」

　琴を弾くのをやめて夫を迎えると、実章は頷いて半蔀はじとみから見える夜の南庭を見やった。

「家が近づくと、琴の音が聞こえる。室に入れば、妻が待ってくれている。……案外俺は、こういうのに憧あこがれていたんだろうな」

「そうですか……では、いずれ正妻を娶めとられても、同じように琴の音でお帰りをお待ちくださる方だといいですね」

「……。……ああ、そうだな。きっと、そうなるな」

　少し間を持って相あい槌づちを打った後、実章は鈴子を見てきた。

「若狭から聞いたのだが、今日は碧子の琴ことの練習に付き合ってくれたそうだな。……どうだった？」

「ええ、まあ……」

「正直に言ってくれ」

「噂に聞いた以上に独創的なので、お教えするのに骨が折れそうだと思いました」

「そうだろうな。……本当に、あの謎なぞの音楽感覚さえなければ完かん璧ぺきなのに」

　額を手で押さえて実章はため息をついた。彼も音楽の達人というわけではないそうだが、妹の音楽の才能が壊かい滅めつ的であるというのはよく分かっているのだろう。

「碧子はあれでなかなか頑がん固こで、琴専門の女によう房ぼうを付けることも俺や父上が何度も言い聞かせてやっと首を縦に振ふってくれたんだ。思い通りにはいかないだろうが、頼たのんだ」

「もちろんです。できる限りのことはいたします」

「無理だけはしないでくれ。碧子のことが最優先ではあるが、それでも……あなたが倒たおれることがあったら、俺は俺を許すことができない」

　実章の眼まな差ざしが細められ、真しん剣けんに見つめられる。基本的に彼はいつでも真ま面じ目めな顔をしているが、薄うす暗くらがりの中とはいえ、凜りんと整った顔を間近に見ると──深い意味はないと分かっていても、緊きん張ちようで胸がどきどきしてくる。

　気を利きかせたのか、きりも御み簾すの向こうに下がった今、実章の存在が非常に近く感じられる。その真しん摯しな眼差しを真正面から受けることさえ、恐おそれ多く感じられてしまった。

（えっと、えっと……あ、そうだ！）

「あ、あのですね、実章様。就しゆう寝しん前ではございますが、お話ししたいことがあります」

「何かあったのか？」

「はい。……実は──」




　本日の退出時、宣耀殿付きらしき女房たちに掛けられた言葉を伝えると、実章は眉み間けんに皺しわを寄せ、腕うでを組んだ。

「それは許せないことだ」

「ですよね！　実章様を愚ぐ弄ろうすればすなわち、実章様を頭とうの中ちゆう将じように推おした主上おかみをも侮ぶ辱じよくすることになると、分かっていなかったのでしょうか」

「いや、そっちではなく、あなたのことを悪あし様ざまに言ったことが許せない」

「…………なんでですか？」

　思わず素すで問い返すと、実章は難しい顔のまま口元に手を宛てがった。

「妻を侮辱されて怒おこらぬ男がいようか。あなたは俺の妻になるにはもったいないくらい、素す晴ばらしい女性だ」

「あ、ありがとうございます……？」

　まさかいきなり褒ほめられるとは思っていなかったので、礼を言いつつも、「そこを怒るのか？」と首を捻ひねってしまう。

「主上への侮ぶ辱じよく行こう為いは、連中も気づいていなかっただろう。……あなたを貶けなそうとするあまり、己おのれの足あしを掬すくわれかねない発言をするような輩やからの言葉に耳を貸す必要はない」

「それはそうかもしれませんが、私はやはり、実章様が悪し様に言われるのは嫌いやです」

「……まあ確かに、放ほうっておけば調子に乗り、碧子にまで累るいが及およぶかもしれないな」

（……それもそうだけど、ちょっと違ちがう）

　実章は納なつ得とくしたように言うが、鈴子は少しだけ自分の認にん識しきとのずれを感じた。確かに碧子や左大臣家にとって不利になりかねないが、鈴子が「実章を悪く言われるのは嫌だ」と思ったのは、そういう理由ではない気がしたのだ。

「相談してくれたこと、感謝する。……俺が『鬼おにの中将』と呼ばれている状じよう況きようがまずいな。これまでは適当に流してきたが、碧子が入じゆ内だいした今では、あの子の足を引っ張りかねない要素は少しでも潰つぶすべきだ」

　実章が言葉を続けたので、鈴子は考えるのをやめて頷いた。

「実章様のお噂うわさは宮中でも広まっているようなので、一日二日で噂を払ふつ拭しよくしきるのは難しそうです。でも、どうにかしたいところですね」

「ああ。……そういうことで、鈴子」

「はい」

「噂を不快に思っているのなら……一つ、協力してほしいことがある」
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　翌日、まだ日が昇のぼりかけているという時刻ではあるが、後宮の殿でん舎しやでは、后こう妃ひや女房たちが起き出すよりも早く、女によ蔵人くろうどが蔀を上げたり掃そう除じをしたりしている。

　……いつもならば初夏の清すが々すがしく静せい謐ひつな空気に満たされる後宮だが、今朝はちょっとした騒さわぎが起きていた。




　麗れい景けい殿でん前の簀すの子こ縁えんを、一組の男女が歩いている。男の方は頭中将、女の方は最近彼と結けつ婚こんしたという麗景殿付きの女房なので、夫ふう婦ふといっても内だい裏りに仕える者同士ということで、一いつ緒しよにいるというのは別に珍めずらしいことではない。

　だが、二人は人目を惹ひいていた。ものすごく、惹いていた。

　なぜかというとまず、二人は手を繫つないでいた。中将の手が大きすぎるので、握にぎるというより摑つかむような形になってしまっているが、手と手を取り合っているということには違いない。

　夫婦を見かけた者たちは、驚おどろくべき光景を目にして思わず歩みを止めた。

「……今のって、中将殿だよな？」

「ああ、『鬼の』だ」

「……その手刀で巌いわおをも叩たたき割り、片手で賊を締しめ上げ、刀を振るえば大樹をも一いち撃げきで丸太にする中将だよな？」

「ああ、あの馬ば鹿か力ぢからの中将だ」

「……中将、女おな子ごの手を握れたのだな」

『鬼の中将』の手は、破は壊かいの手。

　そんな噂を毎日のように聞いていた殿てん上じよう人びとたちは、目を丸くして中将夫妻を凝ぎよう視ししていた。

　中将は、一尺ほど身長差のありそうな妻の手を握り、妻の歩みに合わせてゆっくり歩いている。いつも大おお股またでさっさと歩く姿しか見たことのない者たちにとって、ちまちま歩く中将は滑こつ稽けいに思われるが、誰だれ一人ひとりとして嘲あざ笑わらおうとはしなかった。

　なぜなら、中将はとても優しい眼差しで妻を見ていたからだ。床ゆか板いたに段差が生じているところでは握る手を替かえて背中を支え、「大だい丈じよう夫ぶか？」と穏おだやかな声さえ掛かけている。

　衆人の注目を浴びながら、中将は妻を伴ともなって麗景殿にたどり着いた。麗景殿の女によう御ご付きの妻とはここで別れることになるのだが、手を離はなした中将はあろうことか、正面から妻をぎゅっと抱だきしめたのだ。

　──女房が圧死する！

　数名の傍ぼう観かん者が思わず駆かけ出しそうになったが、なんてことはない。抱ほう擁ようを解いた後の妻は骨折した様子もなく、ぽんぽんと中将の腕を叩くと、麗景殿の妻戸から母も屋やへと滑すべり込んでいってしまった。

　中将はしばしその場で妻を見送っていたが、妻戸が閉まるときびすを返し、清せい涼りよう殿でんの方へ向かっていった。簀子に集まっていた者たちは慌あわてて彼のために道を空けたが、通り過ぎ様に見た中将の顔はいつものようにむっつりとしかめられていて、先ほど妻に向けていた愛あい想そのひとかけらすら残っていなかった。

「……驚いた。あれが、『鬼の』なのか？」

「手にしたものを全すべて粉ふん砕さいするとか、中将に見み初そめられた女は不幸になるとか言われているが……」

「そもそも、中将は適当に見み繕つくろっただけの女を妻にしたという噂だが、どう見てもあれは溺でき愛あいしているとしか言いようがないではないか」

　こそこそ噂をしつつ、殿上人たちが去っていく。また、簀子には出ていないものの、実は御簾の隙すき間まから一連の出来事をのぞき見していた他ほかの殿舎の女房たちも、興奮した様子でなにやら話し込んでいたのだった。




（……き、緊張した！）

　麗景殿の妻戸の内側にて。

　人目がなくなったとたん、それまで背筋を伸のばしていた鈴子はへたへたとその場に座り込んでしまった。

（作戦だとは分かっているけれど、あんなに近くて、声が優やさしくて、手が温かいなんて、思ってもいなかったわ……！）

　昨夜、実章は婚こん姻いんの十箇か条じようの二番目である、「日ひ頃ごろより、仲なか睦むつまじい夫婦であるよう振ふる舞まうべし」を実行しようと提案したのだ。

　実章は生まれ持った怪かい力りきが原因で、あることないことを広められてしまっている。彼が強ごう力りき持もちなのは真実だが、「女を不幸にする」「触ふれたものを全て破壊する」というのは空想甚はなはだしい。

　そんな噂を払拭するため、そして二人の契けい約やく結けつ婚こんがばれないようにするために芝しば居いを打ったのだが、予想以上に体力と精神力を消しよう耗もうした。

　つと、自分の左手を見る。

　これは、実章に握られた手。

　右手で、腰こしに触れる。

　これは、実章に抱き寄せられた腰。

　震ふるえる両手で己をかき抱いだく。

　これは──実章の力強い腕うでに抱きしめられた体。

　ぽってりした体格の叔父おじとも、瘦やせ気味の従兄いとことも全く違う、夫の体。抱きしめられた際に、束帯の胸むな元もとからふわっと香こうの香かおりが漂ただよった。昨日のうちに自分の衣ころもと一緒に焚たきしめておいたので、おそろいの橘たちばなの香りである。

「朝からお熱いことね」

「ひえっ!?」

　いきなり声を掛けられたので、心の臓が飛び上がるかと思った。

　顔を上げると、障子の陰かげからひょっこり顔を覗のぞかせる碧子が。まだ朝の支し度たくをしていないからか、髪かみを少し乱した白い単ひとえ衣ぎぬ姿の彼女は脇きよう息そくに片かた肘ひじを乗せ、きりのような半眼でこちらを見つめていた。

「女御様！　も、申し訳ありません！」

「……夫婦なんだから、仲よくするのはいいことだと思うわ。お兄様の評判もよくなりそうだから、悪いことじゃないし」

　そう言いつつも、明らかに碧子は拗すねている。碧子は腹はら違ちがいの兄ではあるが実章のことが大好きらしいので、鈴子との結婚は祝福しつつも、目の前でべたべたされたらさすがに不快に思うのだろう。

「その……失礼しました。以後、気を付けます」

「……別にいいわよ。それより、朝の支度をしたいの。暇ひまなら手を貸して」

「……！　はい、もちろんでございます！」

　碧子は用件を言うとつんっとそっぽを向いてしまったが、鈴子が碧子の身み支じ度たくを調ととのえるよう命じられたのはこれが初めてだった。

　女主人の体に直接触れる仕事を命じられるのは、相応の信しん頼らいを得られたという証あかしだと受け取って間ま違ちがいない。そう思うと、碧子からの好感度が下がったかとひやひやしていた体から力が抜ぬけ、鈴子は立ち上がって障子の向こうへ向かった。

（……うん。私は、頑がん張ばれる）

　御み簾す越ごしに、暖かな朝日を感じる。

　今日も、いい一日になるはずだ。
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　帝みかどが、「後宮の華はなたちを招いて女楽を催もよおす」と提案したのは、碧子が入じゆ内だいして半月ほど経たった、端たん午ごの節せつ句くに向けて手製の薬くす玉だまを柱に掛けている時季のことだった。

「つ、ついにこのときが来てしまったわ……！」

「いいこと、備前。何としても、女御様を鍛きたえ上げなさい！」

「己おのが身が破は滅めつしようと、女御様のために琴ことをお教えするのよ！」

　鈴子に詰つめ寄る女によう房ぼう仲間たちは、戦せん々せん恐きよう々きようとしている。麗れい景けい殿でん付きの女房の中で琴に秀ひいでているのは鈴子だけなので、普ふ段だんは鈴子と一定の距きよ離りを取っている彼女らも、今は頼たよらざるを得ない状じよう況きようなのだ。

（女楽は、五さ月つきの中ちゆう旬じゆん……）

　思ったよりも時間はない。帝のお達しがあったのは今日の昼前のことだが、宣耀殿の女御はずっとご機き嫌げんらしく、鈴子たちも早さつ速そく宣耀殿の女房たちから嫌いやがらせを受けた。「どうせ無理だから、諦あきらめろ」という無言の圧力だろうか。

（でも、はいそうですかと諦めるわけにはいかないわ）

　胸を張り、鈴子は碧子の前に向かう。若狭は別の用事を任されているようで、御ご座ざ所しよに座る碧子の周りには、他の人の気配がない。

　碧子は文ふみを読んでいたようだが、鈴子が近づくと顔を上げ、明らかにほっとしたように頰ほおを緩ゆるめた。

「備前、あなたも女楽のことは聞いているでしょう」

「はい。……主上おかみは、后こう妃ひによる合奏をとても楽しみにしてらっしゃるようです。つきましては、女によう御ご様にも琴の練習をしていただきたく」

　幸運なのは、事前に帝が曲を決めたこと、そしてそれぞれに振り分ける楽器を指定していることだった。

　弘こ徽き殿でんの女御は琴きんの琴、碧子は箏そうの琴、宣耀殿の女御は琵び琶わ、登とう華か殿でんの女御には和わ琴ごんが割わり振られているので、碧子は箏の琴に特化して練習をすればよい。碧子が左大臣から贈おくられたのも箏の琴だったので、本当に運がよかった。

（少しは乗り気になっていただけたらいいのだけれど……）

　そう思う鈴子だが、碧子は手元の文をじっと見、目を伏ふせた。

「……あのね、備前。主上のことだけれど」

「はい」

「……わたくし、主上のことなんてほとんど何も知らずに入内したわ。主上に愛されれば、お父様が喜ぶ。主上の愛を勝ち得ることがわたくしにとっての幸福なのだと言われてきたの」

　それは、大臣級の家に生まれた姫ひめとしてはおかしなことではないだろう。娘むすめが生まれれば、親はその子を帝の后きさきがねとして育てる。入内し、皇子を産み、その皇子が次の帝になるのが、貴族の娘にとっての至上の幸福だと教える。それが間違っているとは、鈴子も思っていない。

「でも、入内してから主上と過ごすようになって……わたくし、あの方にとっての一番になりたい、と思うようになったの。誰だれかに言われたからとか、家のためだからとか、そういうのじゃなくて。主上にお仕えするのが楽しくて、とっても幸せ。もっともっと愛されたいと思うようになったの」

「女御様……」

「わたくし、負けたくない。宣せん耀よう殿でんの女御様もそうだし……どの后妃にも負けたくない」

　真っ直すぐ自分を見つめる碧子の眼まな差ざしに、鈴子は胸を射い貫ぬかれた。

　家のためだけではなく、「自分がこれをしたいから」ということをはっきり口にした碧子。裳も着ぎを終えて半年も経っていないというのに、碧子の姿が眩まぶしくて、羨うらやましいとさえ思ってしまう。

「だから、お願いします、備前。わたくしに琴を教えてください」

「えっ……なりません、女御様！　私のような者には命じてくだされば──」

「いいえ、わたくしはあなたに師事する身。それなら、これくらいの礼れい儀ぎは尽つくすべきでしょう」

　左大臣家の姫であり主君である人が、鈴子ごときに対して「教えてください」と頼たのみ込む。左大臣が見れば目を回しそうだが、それくらい碧子は本気なのだ。

（私は、こんなに本気になれることがあったかしら）

　この小さな体のどこから、これほどの熱情が湧わいてくるのだろうか。鈴子よりも人生経験が浅いはずの碧子が強くなれる理由といえば……。

（恋こいをしたから、女御様は強くなれたのね……）

　すうっと胸の奥が爽さわやかに、そして温かくなった。

「……女御様は、主上に恋をなさっているのですね」

「恋……。……ええ、そうみたい。備前、あなたには分かっちゃったかしらね」

　恋こい心ごころを指し摘てきされてもおっとりと笑う碧子だが、逆に鈴子の方がどきっとしてしまった。

（そ、そうね。女御様は、私と実章様が恋れん愛あいをして結けつ婚こんしたと思われているみたいだし……）

「え、ええ、おっしゃるとおりですね。……改めて、よろしくお願いします、女御様」

「ええ！　びしばし鍛えてちょうだいね！」

　両手の拳こぶしを固めて目を輝かがやかせる碧子の姿はただの深窓の姫ひめ君ぎみではなく、その黒い目は一人の男に恋をする乙女おとめの眼差しをしていた。




　改めて碧子に琴の講義を施ほどこすことになったが、ただ弾ひくのではなく、鈴子なりの論理から教えていくことにした。

「『弾きもの』には琴の琴、箏の琴、和琴、琵琶と種類がありますが、合奏するとなればそれぞれの楽器の特とく徴ちようを生かす必要があります」

「箏の琴はあまり音が響ひびかないから、強い力で弾けばいいのかしら？」

「独奏曲なら周りに響く音で弾くこともよろしいでしょうが、合奏となると話は別です」

　鈴子の話を、碧子は真しん剣けんな眼差しで聞いている。若狭は席を外しているので、別の女房を隣となりに置いて鈴子の講義内容を記録させていた。なんだか少し恥はずかしい気もするが、それだけの本気を碧子が見せてくれているということなので、鈴子の背筋も自然と伸のびた。

「箏の琴は、他ほかの音色の合間に微かすかに聞こえるくらいがよいという意見がございます。目立つことだけを念頭に置いてはならないのです」

　女楽は、一人で行うのではない。弘徽殿の女御、登華殿の女御、そして──宣耀殿の女御さえ、同じときに同じ場所で音を奏かなでる「仲間」として認にん識しきする必要がある。

「皆みなに合わせること、周りの音をよく聴きくこと、そして主上や公達など、聴く者の気持ちになることなども考える必要があります」

「周りの方の……」

　碧子は目を瞬またたかせた。そして、目の前に据すえた豪ごう奢しやな琴をじっと見つめる。

「……自分が楽しい、おもしろい、と思う弾き方だけではだめなのね」

「少なくとも合奏であれば、他の『仲間』と共によい曲を奏でてこそ意味がありますからね。それに、ときには他の后妃様の音を立ててあえて脇わき役やくに徹てつするというのも、配はい慮りよができるお方として見ていただけるはずです」

「正直わたくしのやり方ではないけれど確かに、主上はわたくしたちの女楽を心待ちになさっているものね。主上が聴いていて心地ここちよい、と思っていただけるような会にしなければならないわ」

　やはり、「帝のため」というのは碧子にとってかなり大きな意味を持つようだ。

　鈴子はほんのり微笑ほほえみ、碧子に爪つめをはめるよう指示した。

「さ、それでは音出しからおさらいしてみましょうか」

「え、ええ。でも、ちゃんとできるかしら」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。……女御様が、主上のことを想おもってらっしゃるのでしたら」

　目を細めてゆっくりと言うと、渡わたされた爪を手に、もじもじしていた碧子はきゅっと唇くちびるを引き結び、右手に爪をはめた。




　講義初日は、ひとまず音の出し方を変えるだけで終わった。

　碧子も真ま面じ目めに取り組むのだが、慣れないことをするのは精神的に疲ひ労ろうするらしく、「今日はもう疲つかれたわ……」と伸びてしまったのだ。

　若狭たちが碧子の休きゆう憩けい相手として碁ごを出したり物語を読んだりしてくれるので、鈴子は白さ湯ゆをもらいに行くことにした。今は暖かい季節だが、琴を弾くために指をたくさん動かしたので、指先は冷えているはず。夏とはいえ体の冷えを放置すると体調を崩くずしかねない。

（えっと、御み厨ず子し所どころに行けばいいのよね）

　夕暮れ時の簀すの子こ縁えんを歩きながら、鈴子は無礼だと思われない程度に辺りを観察する。

　内だい裏りなんて、自分には一生縁のない場所だと思っていた。そんな自分が契けい約やく結けつ婚こんをして、女によう房ぼうとして宮仕えをすることになるなんて思ってもいなかった。父や母が生きていたら、倒たおれんばかりに驚おどろいたことだろう。

「あれ？　君はひょっとして、麗れい景けい殿でんの女房かな？」

　背後から若い男性に声を掛かけられたので、鈴子は提子ひさげを持ち替かえるとさっと蝙蝠かわほりを広げて顔を隠かくしつつ、振ふり向いた。

　男性に声を掛けられるということ自体は、後宮でも珍めずらしいことではない。殿てん上じよう人びとや公く卿ぎようはもちろん、これほど気さくに声は掛けられないにしろ下級の召めし使つかいなどもうろうろしているので、いつ男性と出くわしてもいいよう、鈴子たちは懐ふところに扇おうぎを挟はさんでいるのだ。

（……どちらの方かしら？）

　蝙蝠の陰かげから相手の男性を見つつ、必死に頭を回転させて相手の顔を思い出そうとする鈴子をよそに、男性はくすくすと楽しそうに笑った。

「ああ、仕事中にすまないね。我が后妃たちの様子を見に後宮を巡じゆん視ししていたところなんだ。警けい戒かいさせてしまったかな？」

（我が后妃）

　その言葉の意味が分からないほど、鈴子は鈍にぶくない。相手の正体が分かったとたん、さあっと体中の血液が凍こおるような感覚に襲おそわれ、鈴子は簀子板に頭ず突つきせんばかりの勢いでその場に平へい伏ふくした。

「し、失礼しました、主上おかみ！」

「え、別にいいよ？　仕事の邪じや魔まをしたのは私の方なんだし、楽にすれば？」

　逆に不思議そうに言われるが、だからといって「はい分かりました」と顔を上げられるほど鈴子は図太い心の持ち主ではない。

（こ、この方が主上……！）

　平伏する前にのぞき見た帝みかどの肌はだは白く、背はすらりと高かった。纏まとっている白の御おん衣ぞは清せい廉れんさだけでなく、不思議な艶なまめかしささえ際きわ立だたせているようだ。

　碧子は帝の容姿について、「お兄様に負けず劣おとらずの美び貌ぼう」と評していた。そのため鈴子は漠ばく然ぜんと、帝も実章のような精せい悍かんな若者なのだろうと想像していたが、いい意味で期待を裏切られた。帝は中性的とも言える繊せん細さいな美貌で、愛あい想そがよさそうに少し目め尻じりが垂れているのが印象に残っていた。実章とは間逆の方面での美男子だった。
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　なおも鈴子が平伏したままでいると、ぎしり、と床ゆか板いたが軋きしむ音に続き、何か硬かたそうなものが置かれる音がした。

「麗景殿の女によう御ごの世話、ご苦労。今後もよろしく頼むよ」

「は、はい！　この備前、主上からのお言葉に違たがわぬよう尽じん力りよくいたします！」

「……備前。ああ、君が中ちゆう将じようの言っていた……。そうか……」

「……あの？」

「備前」

　なにやら考え込んでいる様子なのでおずおず尋たずねると、やけに真剣な声が降ってきた。

「あれは少々怪かい力りきで少々面めん倒どうくさい性格をしているが、根はとてもいい奴やつだ。私が保証する。だから、少々羽目を外してやらかしたとしても、どうか見捨てないでやってくれ。幼なじみとして、あいつの奥さんになってくれたこと、感謝するよ」

「……」

　やらかす、とは何のことだろう。相手が帝でなければ詳くわしく聞き出したいところだった。

「はぁ……それにしても中将も、抜ぬけ目のないことだ。子どもの頃ころから女性より刀を愛していたあいつが嫁よめをもらうなんて……それも私に相談しないなんて……私はあいつの友だちじゃなかったのだろうか……」

　なにやらぼやきながら、帝は去っていった。その足音が遠のいてからやっと鈴子は顔を上げ──自分の手の脇わきに提子があることに気づいた。そういえば、持っていた提子を放ほうり出して平伏していたのだ。

　……先ほどの物音、もしかして帝が提子を拾って置いてくれたのではないか。

「……面めん目ぼくなさすぎるわ」

　この国で最も偉えらい御お方かたに提子を拾わせてしまった鈴子は、情けないやら恥ずかしいやら恐おそれ多いやらで固まってしまい、なかなか戻もどってこない鈴子の様子を見に来た若狭に発見されるまで、その場にへたり込んでしまったのだった。
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　鈴子が碧子に本格的に琴ことを教えるようになってからは、鈴子も実章の屋や敷しきに戻らず付きっきりで碧子の指導にあたった。

　碧子は力の加減が下手で、「思うままに力強く弾ひきたい」という気持ちが邪魔をしているようだった。本人も、鈴子が「もっと力を弱めて」「音の強さより、音の伸ばしを気にして」と指示を出すと、顔をしかめて自分の「欲よく」と闘たたかいながら、鈴子の指し摘てきに応こたえようとしていた。

　最初の一日は、昼間ではあるが蔀しとみや御み簾すをぴっちり下ろした。初歩的な音出しからやり直している碧子の琴は聞くに堪たえない音のようで、用事を終えて戻ってきた若狭に、「簀子縁まで音が筒つつ抜ぬけでした」と注意されたからだ。

　二日目になると碧子もだいぶ素す直なおになり、少なくとも蔀を上げて外部に音が漏もれても、苦情が入らないようになった。

　昼過ぎ、鈴子が休憩のために自分の局つぼねに戻ってうとうとまどろんでいると、室の方から碧子のはしゃいだ声が聞こえてきた。

「備前、備前！　お兄様が来てくださったわ！」

「中将殿が？」

　まどろみから覚めた鈴子は、碧子本人が御簾を持ち上げて呼んできたので驚おどろきき体を起こした。

　そういえばここ二日間は碧子にべったりで、実章と会話することもなかった。昨日の午後も麗景殿に来たようだが、碧子が琴の練習中なのですぐに帰ってしまったらしい。

　休憩中のために裳もと唐から衣ぎぬを外していたので慌あわてて身に付けて室に向かうと、頼たのもしい後ろ姿が一番に視界に入った。

　──とくん、と胸が鳴る。

「ほら、備前が来てくれたわ、お兄様！」

　碧子に促うながされ、実章が振り返る。その顔が少しだけしかめられているので、先ほどとは別の意味で胸がどくっと脈打つのを感じた。

（実章様……怒おこってらっしゃる……？）

　兄が来てくれて嬉うれしそうな碧子とは対照的に、実章はなぜか不ふ機き嫌げんそうだ。元々彼は無表情かしかめっ面つらであることが多いのだが、今回はいつもよりも機嫌が悪そうだと分かった。

　そういえば、十箇か条じようを一いつ緒しよに書いた夜も同じように怖こわい顔をしていたものだ、と思いつつ、鈴子はつい反射でこそこそと御簾の後ろに隠れてしまい、碧子が呆あきれたようにため息をついた。

「もう、お兄様ったらそんなに怖い顔をなさって！」

「……俺は今、そんなに怖い顔をしていたか？」

「えーえ！　ほら、お兄様がそんなお顔だから、備前が引っ込んでしまったではありませんか！」

　碧子に、「備前、出てらっしゃい」と優やさしく言われたので、鈴子は緊きん張ちようしつつ顔を覗のぞかせた。

（わ、私、実章様を怒らせるようなことをしてしまったかしら……？）

　これといった心当たりがないため、不安ではありつつも碧子の命令に従って畳たたみに上がると、はす向かいに座る実章が凜り々りしい顔を少し緩ゆるめた。

「……あなたが元気そうでよかった、備前。碧子に振り回されて体調を崩くずしてしまったのかと思っていた」

　本当に安あん堵どしたように言われた。先ほどまで局に下がっていたのは単に休きゆう憩けいのためだったのだが、実章は鈴子が碧子の相手に疲つかれてしまったのだと思っていたようだ。

「いえ、そんなことありません。女御様はとても勉強熱心で、私自身も教えながらとても充じゆう実じつしています」

「ほら、備前がそう言っているでしょう？　わたくし、ちゃんと気持ちを改めて練習しているの！」

「そのようだな。疑ってすまなかった、碧子」

　兄に疑われたからか頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎする碧子の姿は、年相応で非常に愛らしい。帝も最近積極的に碧子を寝しん所じよに呼んでいるのだが、品格と無む邪じや気きさの両方を備えた碧子のことを気に入ってくれたのではないだろうか。

　実章は、屋敷から菓か子しを持ってきてくれていた。色とりどりの粉ふ熟ずくや餅へい餤たんといった手製菓子、柑かん橘きつ系の果実や椎しいの実などが台だい盤ばんに盛られると、碧子のみならず女によう房ぼうたちもそわそわし始めた。

　実章はかなりの量を持ってこさせていたようで、「おまえたちも食べるといい」と女房たちに声を掛かけると、皆みな嬉うれしそうに菓子に手を伸のばし始めた。女房たちのまとめ役である若狭が席を外していることもあってか、皆いつもよりくつろいだ様子だった。

「あ、そうそう。備前、お兄様はわたくしがちゃんと琴の勉強をしているかを見に来られたそうなの」

　柑こう子じを飲み込んだ碧子が言い、実章が頷うなずいた。

「主上おかみが女楽を開かい催さいなさるということで、父上も気にされていてな。仕事の合間でいいから碧子の様子を見に行くようにと言われているのだ」

「さようでしたか。……あ、それならよかったら、中将殿どのも弾いていかれませんか？」

　いいことを思いついた、と鈴子は提案した。

　音楽は、他ほかの人と合奏してこそ上達する。鈴子も隣となりで一緒に琵び琶わを弾いたりして音を合わせる練習をさせていたが、実章も参加してくれたらより碧子の勉強になるだろう。

　だが、実章はさっと顔をしかめて、碧子の横に置いてある琴を見やった。

「……俺が、琴を？」

「はい。実際の女楽でも他の后こう妃ひ様が和わ琴ごんや琵琶を弾かれるので、中将殿にも参加していただければ……」

「すまないが、それは難しい」

　思ったよりもばっさり切り捨てられた。熱心に勧すすめようとしていた鈴子は勢いを削そがれ、言葉に詰つまってしまう。

（……実章様のご機嫌を損そこねてしまった……？）

「……申し訳ありません。弾きものは、お嫌いやでしたか」

　ひやりと胸が冷たくなった鈴子だが、それに気づいたらしい実章が急ぎ言葉を足す。

「嫌というわけではない。だが……知ってのとおり、俺は力が強い」

「……はい」

「だから……その、壊こわしてしまうのだ。琴を」

「琴を」

　……その瞬しゆん間かん。実章が琴に触ふれたとたん、十三本の弦げんが弾はじけ飛ぶ光景を思い浮うかべてしまった。

「別にそんなつもりはないのだが、少し熱が入っただけで弦が切れ、爪つめが砕くだけ散ってしまう。笛はまだ壊れにくいからいいのだが、弾きものは力の加減が難しい」

　大きな体をすくめて告白する実章。その姿を見ていて、きゅん、と胸が悲鳴を上げたのだが、これはいったいどういうことだろうか。

（……女によう御ご様と同じようなことを言われているわ）

　要するに、どちらも不器用なのだろう。母親違ちがいで見た目はあまり似ていない兄妹きようだいだが、意外なところで共通点があったようだ。

　鈴子は微笑ほほえみ、他の女房に琴きんの琴を持ってくるよう頼んだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、中ちゆう将じよう殿どの。せっかくですから、女御様と一緒に力加減の練習をいたしましょう」

「……俺が？」

「ええ、それがいいですわ！　お兄様も一緒に練習してくださるなら、わたくしももっと頑がん張ばれる気がしますもの！」

「……分かった。壊さないよう、努力する」

　なおも渋しぶっている様子の実章だったが、妹のやる気を上げるためだと分かったからか、やっと重い腰こしを上げる気になったようだ。

　菓子休憩を切り上げ、鈴子と碧子は練習に戻もどった。二人の背後では、真しん剣けんな顔で実章が琴ことに触れている。目新しいおもちゃを見つけた童子のようにつんつんと指先で琴を突つつく実章の姿に、思わず噴ふき出してしまいそうになった。

「中将殿、そんなに警けい戒かいなさらなくてもいいのですよ」

「しかし、弦が」

「まずは一音一音を楽しんでみてください。爪を押し当てるのではなく、先せん端たんで軽く擦こするように弾ひいてみてはいかがでしょうか」

「……やってみる」

　実章は真ま面じ目めな顔で頷いた。ふと隣を見ると、彼と同じ表情で碧子が琴を弾いている。まだ音に荒あら々あらしい響ひびきがあるが、一音一音を丁てい寧ねいに弾こうという碧子の努力がよく見えていた。

（きっと、主上のことを思いながら弾かれているのね）

　長い横髪がみを耳に掛け、真剣な眼まな差ざしで琴を弾く碧子の姿は、それだけで一つの絵のようだ。女楽で素す晴ばらしい演奏をするためなのももちろんだが、帝みかどのために苦手を克こく服ふくしようとしている碧子の姿を見れば、帝もいっそう碧子への想おもいを募つのらせてくれるのではないだろうか。

「いかがですか、女御様」

「曲の中間辺りをどう弾けばいいか迷っているの。備前、琵琶で同じ箇か所しよを弾いてくれる？」

「かしこまりました」

　座り直し、鈴子は女房から受け取った琵琶を構えた。

（そういえば、琵琶は宣せん耀よう殿でんの女御様が弾かれるのよね）

　琵琶は、どちらかというと男性が弾く方が様になると言われている。よほどの名手ならばともかく、女性が弾く姿は見苦しいという風潮さえあった。

　もしかすると、帝が楽器を割わり振ふったのには深い意味──帝がどの后妃を重んじているのかなどの差が見えてくるのかもしれない。

（もしそうなら、女御様に箏そうを弾くよう指示されたというのは、女御様を大切にされているという証あかしな気もするけれど、思い違いかもしれないわね）

　そんなことを考えながら碧子の指導をしていた鈴子だが、無言で琴をつま弾いていた実章が「……よし、できた」と満足そうに言ったので、振り返った。

「どうかなさいましたか、中将殿」

「ああ、うまくいったものでな」

「それはよろしゅうございます。是ぜ非ひ、女御様と合わせて──」

「いや、すまない。そういうのではないのだ」

　そう言った実章は一つ咳せき払ばらいすると、「聞いてくれ」と前置きしてから、弦に指を滑すべらせた。

　彼が奏かなでたのは、三音。力の加減をしており、そもそもの音楽の才覚は悪くないからか、彼がつま弾いた音はよく伸び、初夏の室内に涼すずしげに響き渡わたった。

　何の曲の前奏かと思いきや、それだけで彼は体を起こし、しかも至し極ごく満まん悦えつの表情で琴を見下ろしていた。

「うん、やはりこの音だ」

「……お兄様。今のは何ですの？」

　鈴子も抱いだいていた疑問を、碧子がさっくりと尋たずねてくれた。

　顔を上げた実章は、妹ではなく鈴子を見ていた。もの問いたげな視線に、何事なのかと鈴子の胸がどくどくと音を刻む。

「今の音、『鈴子』と呼んでいるように聞こえなかったか」

「……はい？」

　実章が真剣な目で、予想もしていなかったことを言ったため、鈴子は思わず間の抜ぬけた返事をしてしまった。

（音が……私の名前を？）

　どういうことなのか、と視線で問うと、実章はもう一度あの三音を弾いた。

　……なるほど確かに、音の高さによって「すずこ」と呼んでいるように聞こえなくもない。

（……えっ？　それじゃあ実章様は、私の名前に近い音を探そうと、さっき一いつ生しよう懸けん命めい練習を……？）

　てっきり、碧子のために練習をしているのだと思ったのだが、そうではなかったようだ。

　室がしんと静まりかえる中、鈴子がまじまじと実章を見ていたからか、彼は少し居い心地ごこちが悪そうに視線を逸そらした。

「……その、おかしかったか？」

「い、いえ。おかしいというわけではなく、単純に驚おどろいてしまって……」

　むしろ、このような形で音楽の可能性を広げようとする実章の発想力は、褒ほめてしかるべきだろう。そう思い、鈴子は一言断ってから琴の前に移動し、調ちよう弦げんするときのように弦を一音ずつ鳴らした。

（うん、この音なら……）

　そして、どきどきしつつ親指の爪で、四つの音を鳴らした。

　実章が「すずこ」と弾いたときよりも、少しだけ硬こう質しつで、はっきりとした音が響く。誰だれも何も言わない空白の時間の後、あっと声を上げたのは実章だった。

「備前、今のはもしかして、俺の名を……？」

「はい。……こういった琴の楽しみ方があるとは、思ってもみなかったです。曲を奏でるだけではなくて、このような活用方法もあるのですね」

「俺も、弾きながら思ったんだ。……まあ、『鈴子』も『備前』も『若狭』も似たようなものにはなってしまうが、こうやってあなたの名を呼べるなら、これからも少しは琴に馴な染じんでいこうと思えてくる」

「わ、私の名を、ですか」

「ああ。あなたの名だから、声としても、音としても、呼びたいんだ」

　切れ長の目にじっと見つめられ、鈴子は呼吸を止めた。

　先ほどは、「さねあき」に聞こえる音を探そうと一生懸命になっていたので気づかなかったが、一つの琴を共有する二人の距きよ離りは、かつてないほど近い。膝ひざと膝は今にも触ふれあいそうだし、実章の袍ほうに焚たきしめられた柑かん橘きつ系の香かおりが漂ただよい、鈴子の体に移ってしまいそうだ。

　だが──ほのかな温ぬくもりを宿す胸の奥で、冷静な自分が「何を考えているんだ」と警告を促うながした。

（……分かっているわ）

　夫ふう婦ふとはいえ、心の伴ともなわない──伴ってはならない、仮かり初そめの関係。実章は本当の夫ではなく、いつか他ほかの姫ひめ君ぎみに譲ゆずるべき殿との方がたなのだ。

　鈴子は俯うつむき、琴で「さねあき」と呼ぶ。すると実章も何も言わず、「すずこ」と琴で応こたえる。

　二人は、顔を見合わせた。どちらかというと「怖こわい」印象のある実章の顔は今、優やさしく緩ゆるめられ、口元には微び笑しようさえ浮うかべて鈴子を見ていた。

　──んおっほん！　と可愛かわいらしい声に似合わない爺じじむさい咳払いにより、二人は我に返った。

　そうして揃そろって顔を上げた先にいたのは、げんなりとした表情の碧子。彼女の周りの女によう房ぼうたちもある者はあんぐり口を開け、ある者は頰ほおを赤く染め、ある者は見開いた目を好こう奇き心しんで輝かがやかせ、鈴子たちを見つめていた。

「えーっと、夫婦仲がよろしいのはとてもいいことだと思うわ。でもね、この室にいるのはあなたたちだけじゃなくてよ？」

「も、申し訳ありません、女によう御ご様！」

「悪いな、碧子。おまえたちがいるのを忘れていた」

「んまあ！　その言いぐさはあんまりです、お兄様！　もういいわ。お兄様なんて、わたくしのことを放ほうっておいて備前とよろしくやってくださればいいわ！」

「女御様……」

　その後は、へそを曲げてしまった碧子を全員でなだめることになってしまい、お使いから戻ってきた若狭が「……琴の練習中では？」と突っ込んだのであった。
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　その後、夕方になったので実章は仕事に戻ることになった。

「……そうだ。備前、今日は屋や敷しきに戻もどれるか」

　去り際ぎわに問われ、見送りに出ていた鈴子はちらっと背後を見やった。そして、碧子と若狭が頷うなずいたのを見て、実章に向き直る。

「はい。中ちゆう将じよう殿どのも今日は宿直とのいはないのですか」

「ああ、主上おかみから帰宅のお許しがもらえた。……あなたはここ数日、内だい裏りに泊とまり込みだっただろう。きりも寂さみしがっていた。今日は一いつ緒しよに寝ねよう」

　……きりのことを思ってしんみりとした胸に、特大の銛もりが刺ささってきた気分だ。

　不意打ちの「一緒に寝よう」攻こう撃げきに怯ひるんだのは鈴子だけでなく、何気なく会話を聞いていた女房たちもきゃあきゃあはしゃぎ始め、脇きよう息そくにもたれかかっていた碧子まで、据すわった目でこちらを見てきた。「こんなところでべたべたされても困るが、話の行く末は気になる」と、彼女の黒々とした目は訴うつたえている。

（い、いや、確かに、私たちは夫婦ということになっているから、おかしな話じゃないけれど……！）

「あ、あの、きりにも会いたいので、今日はお屋敷に戻ります。が、一緒にというのは……」

「文字通りの意味だ」

「……文字通り」

「鈴子が足りない。ここ最近あなたは碧子にべったりで、まともに会話もできなかったから、なんとなく気分もすっきりしなかった。今日はかなり久しぶりに話ができたし、一緒に菓か子しも食べられた」

　淡たん々たんと語られる内容に、鈴子はしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、はっと気づいた。

（も、もしかして今日、麗れい景けい殿でんに来られたときにちょっと不ふ機き嫌げんそうだったのも、お菓子を持ってこられたのも、最近私に会えなかったから……？）

　おそらく彼は律りち儀ぎに、婚こん姻いんの十箇か条じようにある「どれほど多た忙ぼうでも、一日一度は会話をすべし」と「どれほど多忙でも、三日に一度は一緒に菓子を食うべし」を守ってくれただけだろう。

　……そうと分かっていても、鈴子の体は異様に熱を放っているし、心の臓もどくどくとせわしなく拍はく動どうしている。

「俺も今日は早めに戻るから、一緒に寝よう」

　とどめのようにそう言うと、実章はぎしりと床ゆか板いたを踏ふみしめて鈴子に近づくと腕うでを伸のばし、鈴子の髪かみを搔かき上げて──

「まあっ！」

「あらあら」

「お兄様ったら……」

　女房や碧子たちが声を上げる中、鈴子の頰に唇くちびるを落とし──たふりをした。

　されている側の鈴子は当然、頰に唇が当たる感かん触しよくがなかったのでふりだと分かったが、他の者からは鈴子の髪に隠かくされ、本当に頰に口づけたように見えたことだろう。室内の女房たちはもちろん、実章は簀すの子こに立っていたので周りからも丸見えで、偶ぐう然ぜん近くを通りかかっていた下級役人も、ぽかんとして実章の振ふる舞まいを見ていた。
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（ふ、ふりではあるけれど、恥はずかしい……！　いや、これも演出のために必要だとは分かっているけれど……！）

　心の中で野の分わきが吹ふき荒あれた状態の鈴子が赤面していることも、周りを煽あおる原因になったようだ。

　実章は体を起こして鈴子を見ると、満足そうに頷いた。

「照れるあなたは、とても可愛い」

「んんっ!?」

「今こ宵よいは、その可愛い顔を俺だけに見せてくれ」

　そう優しくささやいた実章はぽんぽんと鈴子の肩かたを叩たたくと、背を向けた。野や次じ馬うまで簀子に群がっていた通行人たちが慌あわてて実章のために道を空ける。いつの間に、こんなに見物客が集まっていたのだろうか。

「……まー、本当にお兄様、備前に首っ丈たけなのねー」

　碧子がきりのように間延びした声でぼやく声が聞こえるが、頭の機能が停止してしまった鈴子はその場に棒立ちになり、しばらく動くことができなかった。
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　女楽が催もよおされる夜は、あっという間にやってきた。

　宴うたげの場所として指定されたのは、仁じ寿じゆう殿でんの北に位置する承じよう香きよう殿でんだった。かつては女御などの殿でん舎しやだったが、最近は后こう妃ひの居場所としてではなく御ぎよ遊ゆうの会場として使われることが多くなっている。

　今夜の宴では、漢詩の朗ろう詠えいや横笛の演奏なども行われる。だが、花形は何と言っても后妃たちによる女楽だ。観客たちは純じゆん粋すいに楽しむだけだが、后妃や女房たちはそうもいかない。御み簾すの向こうで演奏すればいいわけではなく、その他ほかの準備も必要だった。

「今宵の宴は、撫子なでしこのかさねにいたしましょう」

　そう言ってきれいに整えた衣ころもを差し出したのは、若狭。美的感覚も鋭するどい彼女は、碧子の衣装合わせや色のかさねなどでも積極的に意見を出しているのだ。鈴子の場合それほど色しき彩さいに造ぞう詣けいが深いわけではないので、今は若狭たちの話を聞くばかりだ。

　撫子は、この時季から可か憐れんな花を咲さかせ始める。「撫なでし子」ということから、撫でたくなるほど可愛らしい子、愛いとしい人、のような意味で使われることが多い。

　撫子のかさねで使う色は主に、蘇す芳おう、青、白だ。今回は青の単ひとえに、裏地の青色を透すかした白の袿うちき二枚。表裏の蘇芳や紅梅で絶ぜつ妙みような色の移り変わりを表した袿三枚の上に打うち衣ぎぬ、繁しげ菱びし文様の紅くれない色の表着うわぎを重ねることになった。

（女御様、準備の段階でも若狭殿どのにあれこれ意見を出されてたわね）

　最初の段階ではもっと落ち着いた卯うの花がさねなどにしないかと提案されたが、「后妃の中でわたくしが一番若いのだから、愛あい嬌きようのある色の方がよい」という碧子の意見が採用された結果だ。

　蘇芳と紅が目立つ衣は確かに、入じゆ内だいしたての瑞みず々みずしく愛らしい碧子にぴったりの色合いだ。それでありながら全体の色調はやや暗めで落ち着けたので、他の后妃たちに喧けん嘩かを売ることはない。一番若い新参女御が、先人を立てつつも自分の魅み力りよくを存分に発揮するにはぴったりの装いだろう。

　鈴子たちも碧子に従って承香殿の御簾の内に入るので、いつもよりも立派な装しよう束ぞくを仕立てた。鈴子の場合、実家を頼たよるのが難しいため実章がすぐに用意してくれた。碧子と同じ撫子のかさねではあるが、こちらは単を白にし、袿の表布も全すべて白にしたので、全体的に淡あわい白撫子に近かった。

（さあ、いよいよこれまでの成果を発揮するときだわ）

　気を引き締しめ、鈴子たちは碧子に従って承香殿に向かう。そうしていると通りすがった公達や殿てん上じよう人びとたちが、鈴子たちが掲かかげる几き帳ちようの隙すき間まから見える衣の色彩を見てひそひそ言葉を交かわしているのが聞こえる。戦いは、とうの昔に始まっているのだ。

　承香殿の室は几帳によって、帝みかどと后妃たちの座所が区切られていた。既すでに簀子の方では客人たちが集まっているようで、あれこれにぎやかに話をしている様が御み簾す越ごしに見えた。確か、碧子の父である左大臣や宣耀殿の女によう御ごの父である右大臣も参加しているはずだ。娘むすめが同じ帝の后きさきである政敵同士、今も火花を散らしているのではないだろうか。

（それに、きっと実章様も……）

　室の隅すみに控ひかえる鈴子は、きゅっと袿の胸むな元もとを摑つかんだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、女御様」

「ええ。この日のために、備前と一緒に頑がん張ばってきたわ。お父様も見ていらっしゃるし、無様な真似まねはしないわ」

　若狭の声に応こたえる碧子の横顔は、凜りんとしていた。

　ひとまず女楽を切り抜ぬける、という目標で半月間努力してきた結果か、碧子は姿勢や眼まな差ざしさえ変わってきたように思われる。

「家のため」とかではなく、「愛しい人のため」に努力する碧子は、本当に美しい。帝もきっと、ひたむきに愛情を捧ささげる碧子のことをいっそう愛してくれるはずだ。

　やがて、帝の合図により様々な催し物が繰くり広げられた。鈴子は漢詩の朗詠や和歌の創作などはあまり得意ではないので聞いていてもぽかんとするだけだったが、公達たちが笛を吹く場面となると、思わず身を乗り出してしまった。

（素す敵てきな音色……）

　伸びやかな篠しの笛ぶえと、荘そう厳ごんな篳ひち篥りき。鼓つづみが打たれ、そこに唱歌も混じる。宮中でも人気の、催さい馬ば楽らだ。

（こうやって、尊い方々の奏かなでる音を聴きくことができるというだけでも、内だい裏りに来た甲か斐いがあったのかもしれないわ……）

　だが、若者たちが奏でる楽曲にうっとりしている場合ではない。間もなく女楽の準備のため、御簾の内に碧子用の箏そうの琴ことが運び込まれた。既に調ちよう弦げんを終えたらしい琴は艶つややかな桐きり製で、側面には菊きつ花かの文様が描えがかれている見事な品だった。

（女御様……）

　鈴子の無言の呼びかけが届いたのか、碧子が振り返った。彼女はふわりと笑うと、ほっそりした指を自分の口の両りよう端はしに宛あてがった。「緊きん張ちようしているから、笑え」ということだろうか。

（……はい、女御様）

　無む理り矢や理りではなく、自然と笑えみがこぼれた。それを見た碧子は満足そうに頷うなずき、前を向いた。

　そして、四人の后妃たちによる女楽が始まる。

　弘こ徽き殿でんの女御の奏でる琴きんの琴は、格式高くて大貴族にふさわしい楽器とされている。后妃の中でも最年長で、後宮の主あるじと言っていい女御の奏でる琴は、華はなやぎこそないがしっかりとした旋せん律りつを奏で、三人の后妃をうまく引っ張っているかのよう。

　登とう華か殿でんの女御の和わ琴ごんは、柔やわらかくて優やさしい響ひびきを持っている。女御は病弱であまり体力もないらしいのでその音は微かすかに聞こえる程度だが、慎つつしみ深く控えめな女御の性格を表しているようで、公達からも感心するような声が上がっていた。

　宣耀殿の女御に与あたえられたのは、唯ゆい一いつ腕うでに抱かかえて演奏する琵び琶わ。右大臣家の姫ひめとして教養を叩き込まれたのだろう女御は、迷いない撥ばち捌さばきで弦げんを弾ひいていく。伸のびやかな音色は承香殿に響き渡わたり、御簾さえ振しん動どうさせる。聴く人の関心をぐっと惹ひき付けているようだ。

　だが。何よりも人々の関心を誘さそったのは、碧子の奏でる箏だった。

　碧子の箏は最初こそあまりにも音が小さくて、他の三人に吞のまれてしまったのかと思われた。聴く人からも、「箏が聴こえませんな」とぼやく声が聞こえた。

　だがそれも、最初だけ。微かに聴こえる箏の音が、弘徽殿の女御の琴にぴったりと寄り添そう。かと思えば、和琴を際きわ立だたせるように可憐な和音を奏で、琵琶の音が止やんだ隙すきを見計らったかのようにその繊せん細さいな音を響かせる。

「なんと……つつましくて優美な音色だ」

「箏を奏でるのは、麗れい景けい殿でんの女御だったか？　確か、音楽は苦手だったと噂うわさで聞いていたのだが……」

「確かにたどたどしいところはあるが、苦手だからこそ他の楽器に合わせ、曲そのものに華やぎを加えようとする姿勢が素す晴ばらしいではないか」

「うむ。左大臣家の姫ひめ君ぎみとのことだが、年若くとも周りへの気き遣づかいのできる素晴らしい女御なのであろうな」

　聴ちよう衆しゆうたちは勝手に評価し合っているが、どれも碧子について好意的なものばかりで、鈴子は心の中で歓かん声せいを上げた。

（やった……！　うまくいったわ……！）

　鈴子が碧子に徹てつ底ていさせたのは、「周りを聴くこと」だ。琴が苦手だというのなら、それを逆手に取ればいい。

　目立つことだけが勝利への道ではない。碧子のように若く、未熟だからこそ、「上達のために努力する、健けな気げで他人思いの女御」という印象を抱いだかせられるのだ。

「さすがですね、備前。……ひどい汗あせですが、大丈夫ですか」

　こそっと若狭に言われて、鈴子は自分が汗びっしょりになっていることに気づいた。今も神経を尖とがらせて琴を奏でているのは碧子なのに、鈴子は人一倍緊張していたようだ。

（……でも、大丈夫だわ）

　若狭から受け取った手布で汗を拭ぬぐう鈴子の胸の内は、夏の空のように晴れやかだった。
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　女楽は、鈴子の感覚からすると「大成功」だった。

　四人の后こう妃ひたちによる見事な演奏は公達の間でも好評だっただけでなく、帝からも褒ほう美びを賜たまわることになった。

「見まして？　あの宣せん耀よう殿でんの女御の、悔くやしそうな顔！」

「さしずめ、女御様が恥はじを搔かくと信じていて、ご自分の練習はおろそかになさっていたのでしょうね！」

　おほほほ、と女によう房ぼう仲間たちが、帝からの褒美を前に笑い合っている。そんな彼女らを前に、鈴子はぼうっとして自分の手元を見ていた。

　鈴子の腕うでには、美しい衣ころもが抱かれている。これは碧子が帝から賜った褒美の一つで、「一番の功労者は備前だものね」ということで譲ゆずられたのだ。

　若狭からも、「大切になさい」と言われた衣を、鈴子は何も言えずに見下ろす。見事な浮ふ線せん綾りようの紋もんが描かれた淡朽くち葉ば色の小袿は、ずっしりと重たい。それはただ布の重量だけでなく、女御が帝から褒美として賜った品だ、という重みゆえでもあろう。

　碧子は、「これはもう備前のものだから、好きにしなさい」とあっけらかんと笑って譲ってくれた。そんな彼女は今、寝しん殿でんで左大臣と会っているようだ。声しか聞こえないが、先ほどの演奏を左大臣が褒ほめまくり、碧子も「備前のおかげですわ」と誇ほこらしげに応えているようだ。

（……本当に、よかった）

　感かん極きわまり、思わず小こ袿うちきを抱き潰つぶしそうになってしまった。慌あわててそれを広げ、きれいに畳たたんでから庇ひさしに設けられた自分の局つぼねに戻もどり、櫃ひつの中にしまっておいた。今日はこの後実章の屋や敷しきに戻る予定なので本当はきりにも小袿を見せたいが、せっかくなので日が高くなってからじっくり小袿を眺ながめ、それから持って帰ることにしよう。




「いやぁ、さすが姫様ですねー。きりも感動しましたよ」

　迎むかえに来たきりはいつもの調子で言うが、ほんのり頰ほおが赤い。女楽が大成功だった、というのは内裏に来る前から聞いていたらしく、興奮しているのが分かった。

「ええ……これで少しは、左大臣様からも認めてもらえるかしら」

「そうですねー。少なくとも、女御様の琴の腕うで前まえを上げるという点では既すでに姫様は貢こう献けんされてますよね」

　そこできりは一いつ旦たん言葉を切り、牛ぎつ車しやまでは黙だまって歩いた。女楽の間は曇くもりのまま堪こらえていた空から、ぽつぽつと小こ粒つぶの雨が降り出す。きりに衣を被せてもらって、慌てて車に乗り込むと、薄うす闇やみの中できりが口を開く。

「……姫様。中ちゆう将じよう殿どのとは、いかがですか」

「いかが、って……」

　鈴子はきりの方を見やるが、闇のせいでその輪りん郭かくはほとんど分からない。

（実章様……）

　今夜実章は宿直とのいらしく、屋敷には戻ってこないそうだ。だが、先ほど麗景殿にいる間に文ふみ使づかいの少年が花の枝に添えられた文を持ってきてくれた。「麗景殿の備前宛て」だというそれは、実章から送られてきたものだった。

　文には武人らしい大ぶりの字で、女楽の感想、碧子を鍛きたえたことの賞賛の言葉が記されていた。そして最後には実章自作らしい和歌が添えられ、「俺はあなたのことを誇りに思う」という言葉がしたためられていた。

　その文は今も懐ふところに入れているが、「誇りに思う」という箇か所しよを読んだ瞬しゆん間かん、かつてないほどの充じゆう足そく感が胸に溢あふれたのを感じた。

（私は、実章様のお役に立てた。私の存在する価値はあったのね）

　薄うす手での袿の上から胸を押さえると、料紙のしんなりとした感覚が伝わってくるようだ。

　誰だれかに必要とされているというのは、これほどまでに素晴らしいことだったのだ。もちろん、契けい約やく妻としての役割に不満があるわけではない。だが、実章が「橘鈴子」や「備前」としてというより、「琴の得意な鈴子」としての姿を認めてくれたのだと思うと、嬉うれしくて、それでいてちょっとだけ物足りない贅ぜい沢たくな気持ちになる。

（文じゃなくて直接お声を聞きたいけれど、我が儘ままを言うわけにはいかないわね）

「……実章様と一いつ緒しよにいられるのもそう長くはないというのが、残念に思われてくるわ」

「ええっ、まさか姫様、本気で中将殿に籠ろう絡らくされちゃいましたかー？」

「そ、そうじゃなくて。愛とか恋こいとかそういうのではなくて、人として頼たよってもらえたことが嬉しいの。そういう経験は、今までほとんどなかったから」

「んー、確かに大おお殿との様さまのお屋敷では、こういう経験はなかったですからね」

　なるほどなるほど、ときりは納なつ得とくしたようだが、妙みように鈴子の胸はざわついていた。

　ぴとぴとと雨あま粒つぶが牛車の天てん井じようを打つ音を聞きながら、鈴子は目を閉じる。

　これは、愛や恋ではない。

　そんなの、契約を交かわしたときから分かっていたことだ。

　だからきっと、胸が妙に痛むように思われるのは、気のせいなのだろう。
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　帝みかどの御ご前ぜんでの女楽は翌日、内だい裏りのあちこちで話題になった。

　──四人の后妃の中で一番の腕前だったのはやはり、年季の入っている弘こ徽き殿でんの女によう御ごだったな。

　──だが、体が弱くとも懸けん命めいに和わ琴ごんを弾く登花殿の女御の健気さも大変よろしかった。

　──宣耀殿の女御は、気の強さが少々にじみ出ているものの、見事な腕前だった。

　──いやいや、琴ことが下手だと専もつぱらの噂だった麗景殿の女御の才能と気遣いには、きらめくものがあったではないか……と。

　人々は、「四人の后妃の中で誰が中ちゆう宮ぐうになるのか」ということにも非常に関心がある。古参だが後ろ盾だての弱い弘徽殿の女御と病弱な登とう華か殿でんの女御より、今きん上じよう帝ていの治世で双そう璧へきを成すと言っていい左大臣と右大臣の娘むすめたちの方が有力で、ではどちらが中宮に指名されるのだろうかと、あれこれ推測が飛び交かっている。

　だが、そんな状じよう況きように一石を投ずる出来事が、女楽の翌晩に起きた。

　帝が、麗れい景けい殿でんの女御を夜よるの御殿おとどに召めし上げたのだ。

　女楽の直後、中宮候補の女御を呼ぶ──それはすなわち、帝は四人の后妃の中で麗景殿の女御を最も愛しているということなのではないか。左大臣の世か、右大臣の世か、と世間が騒さわぐ中、大きな変化が見られたのではないか。

「どう考えてもうちの女御様に軍配が上がっているというのに、まー宣耀殿方の言い訳の見苦しいこと！」

「『中宮になろうと、男児を産まなければ意味がない』ですって？　ふん、自分のところの姫ひめ様が選ばれなかったからって、負け惜おしみを言っているだけだわ」

「寝しん所じよに呼ばれなければ、男児だろうと女児だろうと産めないのにね！」

　麗景殿では、女房たちが好き勝手にお喋しやべりをしていた。今の時刻はまだ夜が明けきらない早朝で、碧子は帝のお召しに応じて清せい涼りよう殿でんにいる。鈴子たちは早起きして碧子を迎えに行くまで待っているのだ。

　麗景殿付きの女房は鈴子が最年少で、最年長の若狭を始めとし、既き婚こん子持ちの者も多かった。碧子の前ではしとやかにしている彼女らだが、主あるじがいなければなかなか過激な悪口大会を始めたり、「最近夫が……」「ああ、分かるわ。うちの旦だん那なもまた若い小こ娘むすめに色目を……」と愚ぐ痴ちをぶつけ合ったりしている。

　ちなみに若じやく輩はい者の鈴子はそういうとき、たいてい奥に引っ込んでいるが、たまに女房の目について無む理り矢や理りこの場に同席させられる。今回の場合は後者で、一人で静かに待機したいと思っていたが女房に摑つかまってしまい、愚痴を聞く担当に命じられてしまった。

（ま、まあ、これも皆みなと仲よくなるためだと思えば……）

　旦那の浮うわ気き癖ぐせなどを愚痴られても困るのだが、「そうなのですね」「それはお労いたわしいことです」と言えばたいてい満足そうな顔をされるので、これも仕事の一いつ環かんだと鈴子も割り切ることにしていた。

（……旦那の浮気、か。でも、ここでしか鬱うつ憤ぷんを晴らせないのでしょうね）

　貴族なら、正妻がいてもたくさんの妾めかけを持つのが当たり前なこのご時世、「私だけを愛して」と願う方が浅はかだろう。正妻になったら他ほかの妾たちに出し抜ぬかれるのではないかと神経を尖とがらせるし、妾になれば正妻からの嫌いやがらせに耐たえなければならない。

　帝と后妃たちも、同じようなものだ。たとえ中宮になれたとしても、次の帝となる男児を産まなければ栄光を摑むことができない。過去にも、帝の最愛の中宮になれたが子宝に恵めぐまれず、晩年まで心細い思いをした后きさきもいたくらいだ。

（宣耀殿方は確かに、負け惜しみで言ったのでしょう。でも、案外その発言内容自体は的を射ているかもしれないわね）

　まさかそれをこの麗景殿で口にするつもりはないが、碧子が男児を産まなければ左大臣方の栄光にはならないのだ。最悪、中宮となった碧子ではなく女御のままの宣せん耀よう殿でんが次期帝を産み、碧子が日ひ陰かげ者ものにされてしまう可能性も十分あり得る。

（……実章様も、いずれ正妻を迎えられる。そして、必要ならばたくさんの妾を抱かかえられるのかしら……）

　実直で恋れん愛あいにも真ま面じ目めそうな彼だが、どうなるか分からない。物語にも、初はつ恋こいの人を思い続けて正妻に迎えたものの、その後普ふ通つうに他の女性にも手を出した貴公子の話があったりする。真面目な人だからよそに女性を作らない、ということにはならないのだ。

（「実章様の妻」、という立場だけなら、私の代わりになる人はいくらでもいる……）

　そう思うとなんとなく胸がもやもやするが、若狭に「そろそろお迎えに参りましょう」と言われ、鈴子たちは雑談を中断して碧子を迎えに行くことにした。

　麗景殿に戻もどってきた碧子は、どことなく夢見心地ごこちでぼんやりしていた。ここに戻ってくるまでの足取りも怪あやしく、若狭が半ば引きずる形になっていたのだが、本人はあまり気にしていない様子である。

「主上おかみと素す敵てきなお時間を過ごせたようで、何よりでございます」

　若狭がそう言うと、御み帳ちよう台だいにちょんと座った碧子はぼんやりしたまま、頷うなずいた。

「……ええ。たくさん抱だきしめてもらったし、お話もたくさんできたわ。ねえ、若狭。わたくし、大だい丈じよう夫ぶよね？　きっとこれからも主上の愛を得られるわよね？　そうすればわたくしもお兄様もお父様も、ずっと幸せでいられるわよね？」

　──その瞬間、室内に緊きん張ちようの空気が走ったのを鈴子は見み逃のがさなかった。

　先ほどまで愚痴大会をしていた女によう房ぼうたちは、宣耀殿方の負け惜しみ──たとえ寵ちよう愛あいを得られても、男児を産まなければ意味がない──が瞬しゆん時じに脳のう裏りを過よぎったのだろう。

　だがそれを口にする者は当然誰もおらず、若狭がしっとり微笑ほほえんだ。

「もちろんでございます。さ、朝あさ餉げまでまだ時間があります。この後主上から文が届くはずですし、少しの間体を休めましょう」

「そうするわ。まだちょっと眠ねむいの」

　そのけだるさと眠さすら嬉しいというのが、碧子の言動から伝わってくる。

（……そうよね。女御様が幸福でいられるよう、私たちが頑がん張ばらないと！）

　気合いを入れた鈴子は、蔀しとみを開けるために立ち上がった。

　女性の力でも難なく持ち上げられる蔀を外すと、生ぬるい夏の風が吹ふいてきた。朝焼けの時刻になったが、いつもよりも周囲は薄うす暗ぐらい。

　今日は、これから天気が崩くずれそうだ。




　　　　[image: ]




　女楽以降、麗景殿は着々と栄光への足がかりを得る──かと思われたが、そうもいかなかった。

「……また薬くす玉だまが」

　簀すの子こ縁えんに落ちていたしなびた薬玉を拾い、鈴子は顔を上げた。

　端たん午ごの節せつ句くで柱からぶら下げていた薬玉は、九月の重陽の節句で菊きつ花かに取り替かえるまで飾かざることになっている。麝じや香こうや丁ちよう子じなどの香かおりのよい薬草を袋ふくろに詰つめて作った薬玉は破は邪じやの効果があり、飾っていると家を守ってくれると言われている神聖なものだ。

　その薬玉は麗景殿にも飾っていたのだが、最近それらが床ゆかに落ちていることがしばしばあった。鈴子が確かく認にんしただけでも今日で二回目で、若狭が言うには既すでに四つほど落ちていたものを回収しているそうだ。

　薬玉が落ちているなんて不ふ吉きつだし、切れた糸が柱からぶら下がっている様も見苦しい。通行人に見られたら、「麗景殿は邪じや気きに満ちている」なんて噂うわさを立てられかねないので、見つけ次し第だいすぐ拾い、新しいものとこっそり取り替えるようにしていた。

　幸い、こういうこともあろうかと若狭は予備の薬玉を作らせていた。鈴子はそれを女房に取って来てもらい、自分が女房の中で一番背が高かったので柱に取り付けた。

　このことは、碧子には伝えていない。

（絶対気にされるし、明らかに嫌がらせだものね……）

　切れた糸も外したが、切れた理由はどう見ても風に晒さらされ劣れつ化かしたためではない。小刀のようなもので切り、薬玉をその辺に落としたのだろうと、切断部分を見れば分かった。

（日中は簀子縁を歩く人も多いから、誰だれがやったのかは分からない。でも……麗景殿を好ましく思わない人であるのは間ま違ちがいないわ）

　たとえば……宣耀殿のような。

　といっても手口が巧こう妙みようのようで、現場を押さえられたことはない。実章にはそれとなく伝えたので警備を強化してくれるそうだが、宣耀殿の女房だけでなく、右大臣派の公達なども入れればきりがなくなってしまう。四六時中殿舎の前で見張るわけにもいかないので、完全に防ぐのは難しいだろう、というのが実章の言葉である。

（それに、后こう妃ひ同士でのひがみやいじめなんて、物語でもよく描えがかれるくらい日常茶さ飯はん事じらしいからね……）

　むしろ、后妃が全員仲よしという方が珍めずらしいのではないか。後ろ盾や本人の精神力が理由で、いじめに耐えられない后妃から脱だつ落らくしていく。そういう世界なのだ。

　しなびた薬玉をこっそり捨てるために局つぼねに戻った鈴子だが、御み簾すの向こうから少女が怒ど鳴なる声が聞こえ、肩かたを落とした。

　女楽以降、碧子は頻ひん繁ぱんに帝みかどに召めされるようになった。だが、碧子の機き嫌げんは降下の一いつ途とを辿たどっているのだ。

　憂うれいごとは薬玉疑ぎ惑わくだけでない。碧子は宣耀殿の女によう御ごにあれこれ言われているらしく、言い負かされて涙なみだ目めになって帰ってくることもしばしばだった。最初は帝に物申したそうだが、翌日宣耀殿の女御に「主上に泣きつくなんて、情けないこと」と嘲あざ笑わらわれたそうだ。

　情けなかろうと何だろうと、不当な扱あつかいをされたのならば帝に報告するのは悪いことではないはずだ。だが碧子はそうは思わなかったようで、宣耀殿の女御に何か言われてもぎゅっと口をつぐみ、黙だまり込むようになってしまった。

「……そういうこともあって今、麗れい景けい殿でんの雰ふん囲い気きはあまりよくなくて」

「私も噂は聞いています。困ったものですよねー」

　迎むかえに来たきりに相談すると、彼女は牛ぎつ車しやに揺ゆられながら小首を捻ひねった。

「せっかく主上からしょっちゅう呼ばれているのに、殿舎の雰囲気が悪かったらお先が暗いですよ。なんてったって、殿舎の魅み力りよくが主上を惹ひき付けるんですからね」

　きりの言うとおりだ。

　后妃たちが優ゆう秀しゆうな女房を側そばに置きたがるのはつまるところ、帝の気持ちを惹くためだ。后妃本人の教養を高めるのはもちろん、歌のうまい女房がいる、漢詩を暗記している女房がいる、といったものも帝の関心を惹く「道具」になるのだ。帝も、雰囲気がぎすぎすしている殿舎を訪おとずれたくはないだろうし、そんな部屋の主あるじを招く気も失うせるだろう。

（どうにかしてこの状じよう況きようを改善させたいけれど……）

　きりは、悩なやむ鈴子をしばらくの間じっと見ていた。だがおもむろに近づくと、広げた蝙蝠かわほりで口元を隠かくしながらささやく。

「今の姫ひめ様にお伝えするのは大変心苦しいんですけど……中ちゆう将じよう殿どのの屋や敷しきで、聞き捨てならないことを耳にしました」

　いつものような間延びした喋しやべり方をしないきりに嫌いやな予感がしつつ、鈴子は耳を傾かたむける。

「……何？」

「どうやら屋敷の家人たちが、姫様と中将殿が同どう衾きんしないことを左大臣殿に言っちゃったらしいんです。ほら、家人は契けい約やく結けつ婚こんのことを知らないでしょう？　彼らは完全な親切心で報告したみたいですが、新しん婚こん夫ふう婦ふにしては冷めている、と思っているようでして……」

　……それは、申し訳ないが余計なお世話だ。

　家人たちは、鈴子と実章は一ひと目め惚ぼれから始まる恋れん愛あい結婚をしたと思っている。それなのに二人はなかなか同衾せず、愛情で結ばれた夫婦にしては淡たん泊ぱくだと感じたのではないか。

（思うだけなら勝手だけれど、それを左大臣殿に報告されていたなんて……）

　左大臣の仏ぶつ頂ちよう面づらを想像するだけで、頭が痛くなる。彼は期間限定とはいえ、鈴子と実章が仲よし夫婦を演じることを望んでいるので、家人から不仲説を報告されたらさぞ不快に思うだろう。

（ううん、叱しかられるだけならまだいいわ）

　怖こわいのは……「おまえはもう要いらない」と見限られること。契約を果たせない役立たず、所しよ詮せんは貧びん乏ぼう貴族、と鈴子の存在を否定され、捨てられること。

　もちろん、碧子の女房でいられなくなる、誇ほこりを傷つけられる発言をされる、というのも辛つらい。でもそれだけでなく──実章に捨てられるのも、同じくらい怖い。

「左大臣殿は、今の麗景殿の評判があまりよくないことも気にしているはずです。……そんな中、姫様と中将殿が不仲で契約を履り行こうできていないと判断されたら、まずいことになりそうです」

「……そうよね」

　左大臣は、あまり気が長い方ではないだろう。もしかすると、麗景殿の評判を上げるための手がかりとして、実章に正妻を迎えさせる時期を早めるかもしれない。

（……私は、どうすればいいの？）

　問うても、答えは返ってきそうになかった。
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　翌日も、碧子の機嫌はよくなかった。

（実章様に相談したいけれど、お忙いそがしいみたいだし……）

　実章は最近宿直とのいが重なっていて、あまり屋敷に戻もどれていないそうだ。他ほかにも帝の御み幸ゆきに随ずい行こうしたり武官として部下の指導をしたりと、麗景殿に顔を覗のぞかせるのも難しい状態だ。彼らが直じき廬ろにしている淑し景げい舎しやに近きん況きよう報告も兼かねた文ふみは送ったが、今の彼の多た忙ぼうっぷりを考えると文に目を通すだけで精せい一いつ杯ぱいだろう。

「もういいわ！　全然頭に入らないもの！」

　離はなれたところで、碧子が筆を放ほうり出していた。今彼女は若狭から詩しい歌かについて教わっていたのだが、講義を始めたときから既に機嫌が悪く、ついに若狭の小言に耐たえかねてしまったようだ。

　他の女によう房ぼうたちが筆を拾ったり料紙をまとめたりする中、手布で手を拭ふいた若狭は渋しぶい顔をしている。

「女御様……お気持ちはよく分かりますが、焦あせっても仕方がありません。むしろ、ここで女御様がお気持ちを乱されても、宣せん耀よう殿でん方がたが調子づくだけでしょう」

「知らないわ！　若狭もあっちに行って！」

「承知しました……が、次は琴ことのお時間ですね」

（う、うわ……そういえばそうだった）

　若狭による詩歌講義の次に鈴子が琴を教えるとは、今朝の打ち合わせで聞いていた。だが、こんなに早く若狭が講義を切り上げるとは思っていなかったので、鈴子も──色々と、準備ができていない。

　だが、女房たちはささっと琴を持ってきたし、どうぞどうぞとばかりに円座わろうだを勧すすめるので、逃にげるわけにはいかない。観念して琴の前に座るが、正面で脇きよう息そくにもたれかかっている碧子はかつてないほど機嫌が悪く、こうして座っているだけでどきどきするし手て汗あせもひどい。

「で、では、女御様。これから先も主上おかみは女御様に琴を求められるでしょうし、腕うで前まえを磨みがいていきましょうね？」

「……分かったわよ」

　主上、と言われたからか、碧子はけだるそうに体を起こしてひとまずやる気になってくれた。

　宣耀殿の女御からくどくど言われて、今の碧子はかなり心を摩ま耗もうさせている。その気持ちはよく分かるし、鈴子だってなんとか碧子を慰なぐさめてあげたい。

（でも、若狭殿どのでさえ手を焼かれているし……私が教えるのは、女御様がやっとまともに扱えるようになった琴だし……絶対練習に身が入らないわよね……）

　……鈴子の不安は、的中した。

「備前！　わたくしの何が気に入らないというの!?」

「い、いえ。気に入らないというわけではなくて、もう少し丁てい重ちように弦げんに触ふれていただきたく……」

「丁てい寧ねいに弾ひいているわよ！　これ以上どうしろって言うの!?」

　始めて半刻も経たたずに、碧子を怒おこらせてしまった。弾く音色も雑でいらいらしているのが丸わかりだし、何と言っても琴の扱いがあんまりだった。

　引っ搔かくように弾くので繊せん細さいな絹糸製の弦が悲鳴を上げているし、爪つめも劣れつ化かが早くなってしまう。音域を変えるために左手で弦を押さえる際も力任せなので、いくら丁寧に調ちよう弦げんしているとしても弦が伸のびたり音程が狂くるったりしてしまいそうだ。

　だが、せめてもっと優やさしく弾いてほしいという鈴子の訴うつたえは、逆効果だったようだ。言葉を選びながら指し摘てきしようとしても、今の碧子にはほとんどの言葉が自分を責める響ひびきになって届いてしまう。

（今の女御様に下手な声こえ掛かけをすれば、ますますご機嫌を損そこねてしまう……）

　無言を貫つらぬくわけにはいかない。とはいえ、弁べん舌ぜつ家かではない鈴子ではこの場を切り抜ぬけ碧子を落ち着けられるような声掛けが思いつかない。

　……どうすればいいのか分からなかった鈴子が最終的に選ばざるを得なかったのは、「沈ちん黙もく」だった。もちろん、そんな反応で碧子が気をよくするはずもなく──

「……お父様たちがどうしてもとおっしゃるからあなたを側に置いたのに、肝かん心じんなときに役に立たないのね！」

　──その言葉に、一いつ瞬しゆん鈴子の目の前がさっと暗くなった。

（私が……役に立たない？）

　ふつり、と胸の奥で何かが沸わき上がる。

　左大臣に、役に立つようにと命じられた。だから頑がん張ばった。

　それなのに、碧子は鈴子を「役に立たない」と言う。

　子どもの癇かん癪しやく、不ふ機き嫌げんなときの八つ当たりだと分かっている。それでも──「誰だれのおかげで女楽を切り抜けられたと思っているんだ」という声にならない叫さけびが、鈴子の腹の内でのたうち回っていた。

（契約を守るというのはもちろんだけれど、認められたくて、居場所を確保したくて、頑張ったのに……！）

　それを、碧子本人に否定されてしまった。

　──おそらく今の鈴子は、怒いかりを堪こらえた眼まな差ざしで碧子を睨にらんでいたのだろう。それまでは饒じよう舌ぜつだった碧子は鈴子を見るとはっと息を吞のみ、一瞬視線を彷徨さまよわせた後──

「……っ、無礼者！」

　近くに置いていた蝙蝠かわほりを手に取ると、思いっきり琴に叩たたきつけた。

　鈴子や若狭が止める間もなく、じゃああん！　と聞くに堪たえない凄すさまじい音が室に鳴り響く。

（……い、今のはまずいわ……！）

　若狭が碧子に抱だきついてなだめようとしているのを尻しり目めに、鈴子はさっと立ち上がって振ふり返った。今日は曇くもり空で蒸むし暑いので、風通しをよくするために蔀しとみを上げている。庇ひさしと簀すの子この間に御み簾すは下ろしているが、殿舎の西側と南側の簀子に音は筒つつ抜ぬけ状態となってしまう。

　慌あわてて御簾を搔き上げて簀子に飛び出した鈴子だが、ちょうど殿てん上じよう人びとや女房が足早に去っていくところだった。そのうちの数名は去り際ぎわにちらっとこちらを見てきたので、鈴子は汗でびっしょりの胸むな元もとをぎゅっと摑つかむ。

（今の音……聞かれてしまった……！）

　ひとまず他の女房の手を借りて蔀をはめつつ、鈴子はほぞを噬かんだ。殿上人ならまだ口止めが効くだろうが、女房はそうもいかないだろう。

（しかも、さっきの女房は北──宣耀殿の方へ帰っていったわ）

　弘こ徽き殿でんや登とう華か殿でん付きの女房だったらある程度のことを察してくれるかもしれないが、宣耀殿なら嬉き々きとして主君に報告し、宣耀殿の女によう御ごはこれ幸いとばかりに碧子をからかうねたにするだろう。

「女御様！　先ほどの音を、通行人に聞かれました！」

　鈴子が急ぎ室に戻って告げると、やっと少し落ち着いたらしい碧子はさっと顔色を変えた。さしもの彼女も、「通行人に聞かれた」が何を意味するのか分かったようだ。

「き、聞かれたの!?　本当に!?」

「意味ありげにこちらを見ていたので、おそらく……。あと、宣耀殿付きらしい女房の姿も見えました」

「せ、宣耀殿の女御様の……」

「女御様、いかがなさるのですか……」

　真っ青になって震ふるえる碧子に、若狭が問いかけている。

　ただでさえ碧子をよく思っていない宣耀殿の女御に知られたら、碧子は今以上に心を病やんでしまうし、「琴を粗そ末まつに扱あつかう女御」として、音楽を愛する帝みかどからの寵ちよう愛あいも薄うすれるかもしれない。

　一度にたくさんのことが身に降り掛かりすぎたからか、碧子は唇くちびるを嚙かんでふるふる震えるばかりだ。若狭は肩かたを落とし、鈴子を振り返り見た。

「……備前、作戦を立てましょう。宣耀殿の女御様もそうですが、左大臣殿どののお耳に入る前になんとか納なつ得とくのいくような理由を考えねば──」

「に、女御様！　大変です、左大臣殿がいらっしゃいました！」

　若狭の言葉の途と中ちゆうで別の女によう房ぼうが駆かけ込んできたため、鈴子たちも言葉を失ってしまう。左大臣が後宮周辺にいるのは別におかしなことではないが、それにしても伝わるのが早すぎた。

（もう少し時間があれば、女御様も落ち着いて、言い訳も考えられるのに……！）

　女房は本当に急いで知らせに来てくれたようで、間もなくどたどたと荒あらい足音が近づき、妻戸を叩き割る勢いで左大臣が飛び込んできた。

「碧子！　これはいったいどういうことだ！」

「お、お父様……」

「殿上人たちが騒さわぐから何事かと思いきや、麗れい景けい殿でんの女御が地じ獄ごくの悪あつ鬼きの断だん末まつ魔まのごとき醜しゆう悪あくな音を立てているという！　いったい何をしているのだ、碧子！」

　なかなか秀しゆう逸いつな喩たとえをする殿上人ではあるが、そこに感心している場合ではない。噂うわさ話ばなしが大好きな宮人は早さつ速そく、女御の父である左大臣を見て先ほどの出来事を語ってしまったのだろう。

（ど、どうすればいいのかしら……!?）

　こういうときに盾たてになってくれそうな実章は不在だし、年季の入った女房である若狭でさえ沈黙しているので、他ほかの女房に頼たよることもできない。碧子は父の怒りを前にして完全にうちひしがれており、震えながら若狭に抱きついていた。

（女御様……）

　ふと、碧子が顔を上げ、鈴子と視線がぶつかった。

　涙なみだで濡ぬれたその目が一瞬丸くなり、瞳ひとみに光が灯ともったように感じられる。

「答えろ、碧子！」

「……お、お父様。違ちがうのです、誤解なのです」

「……誤解だと？」

　すんすん鼻を鳴らしながらも碧子が喋しやべろうとするからか、左大臣も少しだけ語調を弱めて娘むすめに問いかける。

　碧子は頷うなずいた。そして──

「あの音を立てたのは、わたくしではありません。……備前です」

　白魚のようにほっそりした指を鈴子に向け、そう言ったのだった。




　夏だというのに、真冬の凍いてつく氷水を頭からぶっ掛けられたかのような気分だ。

　左大臣がこちらを向く動作が、やけにゆっくりに感じられる。その顔が徐じよ々じよに怒りに染まる姿を、他人ひと事ごとのように見ることしかできない。

「……備前。今の碧子の発言は、まことか？」

「……う……え？」

「貴様は琴ことを教える立場でありながら楽器を粗末に扱い、しかも碧子に濡れ衣ぎぬを着せたというのか？」

　唸うなるような声で問われ、鈴子はまたしても言葉を失ってしまった。

（違う、私じゃない！）

　確かに、碧子を怒おこらせたという点では、不服な表情を隠かくしきれなかった自分に咎とががあるだろう。だが、「音を立てたのは誰か」と聞かれれば、「それは碧子だ」と答えるのが正解である。

　……その迷いによる沈ちん黙もくが、鈴子の敗北を促うながした。

「黙だまっているだけでは分からん！　若狭、碧子の言い分は正しいのだろうな!?」

　左大臣は今度は、若狭に事の真しん偽ぎを尋たずねた。

　彼女はびっくりしたように目を丸くしたが、碧子を見、鈴子を見──その目に隠しようのない憂うれいを浮うかべ──左大臣の前に額ぬかずいた。

「……はい。女御様のおっしゃるとおりでございます」

「若狭殿どの……！」

「黙れ、備前！　実章が言うから貴様を碧子の女房にした私が、愚おろかだった！　よくも、碧子に恥はじを搔かかせたな……！」

　だんっと大きな足で床ゆかを踏ふみしめた左大臣が、鈴子に迫せまってくる。

　碧子も、若狭も、全すべて保身に走った結果、鈴子を守ってくれる者はいない。

（私は……私は……！）

　足あし下もとの畳たたみが抜ぬけ、奈な落らくの底に落ちていくかのような思いの鈴子はもう、まともに頭も働かなかった。

　誰だれも、助けてくれない。

　唯ゆい一いつ助けてくれそうな人は、ここにはいない。

（実章様……！）

　その背中に守られたくて、「鈴子は悪くない」という言葉を聞きたくて、でもそれは叶かなうはずがなくて。

「……左大臣殿。備前は愚かなことをしました。しかし、女楽に備えて女によう御ご様に琴を教授し申し上げたという成果もあります。どうか、寛かん大だいな処置をお願いします」

　びりびりに破れた世界のどこかで、若狭がそう言っているのが聞こえる。もしかすると、保身に走り鈴子を捨てたことへの罪つみ滅ほろぼしのつもりなのかもしれない。

　ふむ、と左大臣が唸る声が、碧子が洟はなを啜すする音が、周りで女房たちがざわめく声が、遠くから聞こえてくるかのようだ。

「……若狭の言うことも一理ある。備前、即そつ刻こくここから出て行け。女楽を切り抜けられたという成果に免めんじ、五体満足で少しよう納な言ごん邸ていに戻もどらせてやること、ありがたく思え」

「……左大臣、殿。その、実章様に……」

「碧子に恥を搔かせた分際で、実章の妻を名乗れると思うな！　二度と、私たちの前に姿を現すな！」

　左大臣による最さい終しゆう審しん判ぱんを、鈴子は魂たましいが抜けた心で聞いていた。




　──ぽつ、と微かすかな水音がする。

　間もなくそれは大おお粒つぶの雨音になり、後宮を濡らす大雨になっていった。
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　鈴子と実章の離り縁えんは、速そつ攻こうで決まった。

　男性から女性に離縁を言い渡わたすための条件として、姦かん通つう、多言、男児を産まないことなどが挙げられる。ただ、鈴子と実章の場合は正式な手順を踏んだわけではない事じ実じつ婚こんなので、夫と妻との繫つながりが切れたら自然消しよう滅めつするのだ。

　鈴子は実章の屋や敷しきに引き取られた形になっている。つまり、鈴子が屋敷から出て行けば縁を切られたということになる。人の縁とはかくもあっさり切れるものなのだろうかと、私物の置かれていない室を見回した鈴子は、自じ嘲ちようの笑えみをこぼした。

　屋敷を去る直前、左大臣邸から文ふみが届いた。無ぶ愛あい想そうな少年が届けてきたそれには、「元々おまえのことは信用ならなかった。実章との結けつ婚こん生活も破は綻たんしていたということであるし、既すでに正妻を迎むかえる準備をしている。無む駄だなあがきはしないことだ」という旨むねが記されていた。離縁しても鈴子が往おう生じよう際ぎわ悪く抵てい抗こうすることを防ごうと思って書いたのだろう。

　鈴子と実章の不仲説はもう少し前から流れていたそうだから、左大臣は早めに実章の正妻を品定めし、鈴子の無礼を聞いてここぞとばかりに一気にたたみかけてきたのではないか。

（もう、私は必要とされていない……）

　いつぞや自分でもぼんやりと思っていたことが、まさかこのような形で実現するなんて。

　くしゃり、と文を握にぎり潰つぶした鈴子は、顔を上げた。

　もし涙が溢あふれても、決して零こぼれないようにするために。
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　久しぶりに見る叔父おじの屋敷は、なんだか小さくてみすぼらしく感じられた。鈴子がここを発たつときから存在していた築地ついじの穴は塞ふさがるどころか、鈴子の記き憶おくが正しければ少し穴が広がっている。

　戦敗者のような気持ちで門をくぐった鈴子を、叔父は温かく迎え入れてくれた。

「左大臣殿どのから既に話は伺うかがっている。……災難だったな、鈴子」

　叔父にぎゅっと抱だきしめられ、心に空くう虚きよを抱かかえていた鈴子はぽかんとしてしまった。「大変なことをしてしまったな」ではなく、「災難だったな」と言うということは……。

「……叔父様、あの、私は──」

「無理に言わなくていいとも。……何年鈴子と一いつ緒しよに暮らしてきたと思っている？　私は、どんな状じよう況きようだろうと鈴子が楽器を粗そ末まつに扱あつかうわけがないと信じている。きっと、どうしようもない理由があり、鈴子がやったことにされてしまったのだろう？」

「叔父様！」

　思わず声を上げ、辺りを見回した。幸い、近くにいるのは一緒に連れて帰ったきりくらいで、左大臣家の者がいる様子はない。

（でもこんなことを言えば、叔父様まで悪く言われてしまうかもしれないわ……）

「……叔父様、私は大だい丈じよう夫ぶです。むしろ……お役目を最後まで果たせず、報ほう酬しゆうを持ち帰ることができなくて、申し訳ありませんでした」

「謝ってはいけないよ。……鈴子、おまえはよく頑がん張ばった。契けい約やくはうまくいかなかったようだが、おまえが健康な体で戻ってきてくれただけで、私は十分だ」

「でも、叔父様やお兄様の昇しよう格かくが──」

「なに、除じ目もくでの昇格の機会は何度もある。だが、鈴子が無事で戻ってこられなかったら、いくら金を積まれても私たちは喜べない。それでは、兄上たちにも顔向けができないではないか」

　叔父は優やさしい眼まな差ざしで言い、ぽんぽんと鈴子の背中を叩たたいた。

「おお、少し瘦やせてしまっているのではないか？　それはいかんぞ、鈴子。女おな子ごはふっくらしている方が可愛かわいらしいものだ。おまえが帰ってくると聞いて、皆みなもおまえを労ねぎらおうと準備していたのだ。料理もあるし、うまそうな枇び杷わもあるぞ。子どもの頃ころ、両手をびしゃびしゃにして食べていたのが懐なつかしいな」

「も、もう、そんなの忘れてください！」

「はは、老人は今のことはすぐに忘れても、昔のことはそうそう忘れないのだよ」

　叔父がからかってくるので、自然と鈴子も笑顔になる。だが、胸の奥でぽつんと灯ともっている罪悪感の炎ほのおは、そうそう消えそうにない。

（叔父様こそ、瘦せてらっしゃるわ……）

　この一ヶ月半ほど、食事だけはしっかり摂とっていたので、鈴子が以前よりも瘦せたということはないだろう。瘦せるとしたら、心労が積み重なった叔父の方だ。

（叔父様たちを心配させないために契約結婚をしたというのに……こんなのでは、本ほん末まつ転てん倒とうだわ）

　家人が持ってきた枇杷を見つめ、鈴子は唇くちびるを嚙かみしめた。

（……もう、私にできることは少ないかもしれない。でも、叔父様のためにも、せめて前向きでいないと……）

「……叔父様、私、今後について色々考えてみます」

「無理はしなくていいのだぞ？　だが……そうだな。今回は好きでもない相手と結婚することになってしまったが、鈴子ならもっといい相手が見つかるだろう。私も伝つ手てを頼たよって相談してみるから、おまえも前向きでいなさい」

　──好きでもない相手。

（……そう。そうだったのね。今回の結婚は、失敗だった。そう思うべきなのね……）

「……はい」

　叔父に勧すすめられ、枇杷の皮を剝むいて一口囓かじる。

　実章の屋敷で食べたことのあるものよりも小こ振ぶりで、固くて、酸すっぱくて、塩しお辛からく感じられた。
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　野の分わきは、思ったよりも早く訪おとずれた。

「えっ、実章様が？」

　厨ちゆう房ぼうで家人に交じって野菜の下ごしらえをしていた鈴子は、駆かけ込んできたきりが告げた言葉に動どう揺ようし、青菜を取り落としてしまいそうになった。

　戸口に立つきりは難しい顔で頷うなずき、東門の方を親指で示した。

「まさかのご本人登場です。一応粗末な身なりで身をやつして護衛も撒まいてらっしゃるようですが、ばれるのも時間の問題かもしれません」

「わ、分かった。すぐに行くわ」

　今、叔父は内だい裏りに仕事に行っているので不在だ。かつてのように鈴子が女主人となっている状態なので、どんな来客だろうと鈴子が対応しなければならない。

（正妻を迎えるはずなのに、どうして……ううん、考えるのは後にしないと！）

　水仕事のためにまとめていた髪かみを解ほどき、腰こしに巻き付けていた布を外して家人に渡す。そしてすぐに室に駆け込み、きりの手を借りて小こ袖そでを脱ぬぎひとまず小こ袿うちきに着き替がえた。

　間もなく対の屋に、青の狩かり衣ぎぬ姿の男がやってきた。装いこそはそこらの随身が着るような質素なものだが、いくら着物を変えても実章が生来備えている気品や威い厳げんを隠かくしきることはできていない。

（実章様……）

　御み簾す越ごしではあるが、かつて夫だった人がすぐ近くにいる。

　御簾を巻き上げ、数歩歩けばすぐに触ふれられる距きよ離りに、頼りたくて縋すがりたくて仕方のなかった人がいる。

　──だが、その人はもう、鈴子の夫ではない。

　そのような素そ振ぶりを見せるわけにはいかない。

「ようこそいらっしゃいました──頭とうの中ちゆう将じよう殿どの。少しよう納な言ごん橘成継の姪めいでございます」

　あらゆる感情を胃の中に押し込み、鈴子はしとやかに、礼れい儀ぎ正しく、初対面の人間に対する挨あい拶さつをした。

　御簾越しに、実章が体を揺ゆらして動揺したのが分かった。庭のしなびた木に留まった蟬せみが鳴く声だけがしばし室に響ひびき、口元を蝙蝠かわほりで隠した鈴子は、目を細めて実章の動向を見守る。

　蟬が一いつ旦たん静かになったところで、実章が顔を上げた。

「……いきなり押しかけて、すまない。だが──迎むかえに来た、鈴子」

「はて……何のことでしょうか？　心当たりがございません」

　蟬が鳴く間に心の中を整理できたからか、思ったよりも滑なめらかに返事をすることができた。我ながら名演技である。

　隣となりに控ひかえたきりが頷くのを横目に見つつ、鈴子は「いったい何のことかしら」とでも言うかのような口調で言葉を続けた。

「私はしがない下級貴族の娘むすめでございます。頭中将殿のようなお方と接する機会はなかったように思われますが、人ひと違ちがいではないでしょうか」

「……話は父上から聞いた。鈴子、あなたに辛つらい思いをさせてしまい、申し訳ない」

　人の話を聞いてください、と冷静な自分が突つっ込もうとしたがそれは飲み込み、鈴子は緊きん張ちようしつつ実章の言葉に耳を傾かたむけることにした。

「父上は、鈴子が琴ことを粗末に扱って汚きたない音を立てたと言っていたが……俺には信じられない。あなたがそんなことをするとは思えないし、万が一あなたがしたとしても、そうなるに至った経緯いきさつがあるはずだ」

「……」

「しかも、最近の碧子は様子がおかしい。宣せん耀よう殿でんの女によう御ご様にきつく言われていることが原因だろうとは聞いていたが……さては、碧子が癇かん癪しやくを起こして琴に八つ当たりしたのではないか？　それを、あの子が鈴子のせいにしたのではないか？」

　ご名答である。

　緊張で身を硬かたくしながら聞いていた鈴子は──ふっと、体から力が抜ぬけそうになった。

（実章様も、全部分かってくださっている……）

　現場を見ていないし又また聞ぎき状態でしか情報を得られなかった彼だが、きちんと鈴子の気持ちを汲くみ取り、物事の真実を摑つかんでくれている。鈴子の身の潔白を信じてくれている。

　……それだけで、十分だ。

「私には分かりかねます。何のことでしょうか？」

「……鈴子、この鬱うつ陶とうしい御簾を取り払はらってくれ。あなたの顔を見たい」

「まあ、殿との方がたの前でそんなはしたないことはできません」

　なるべく余よ裕ゆうのありそうな口調で言ったつもりだが、声は震ふるえていなかっただろうか。

（私だって、あなたの顔が見たい……！）

　実章の言う「鬱陶しい」御簾を吹ふっ飛ばし、実章の胸むな元もとに飛びつきたい。

　信じてくれてありがとう、迎えに来てくれて嬉うれしい、と訴うつたえたい。
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　だが、それはできない。

　そうすれば間ま違ちがいなく、実章は鈴子を自じ邸ていに連れて帰るだろう。そして、実章が鈴子の味方をしただけでなく、一度追い出した女をまた連れ込んだと聞いた左大臣は──

（実章様がご家族との間に溝みぞを作るようなことになっては、いけない……）

　何も言わずにきりが差し出してきた手布で両手の汗あせを拭ぬぐい、鈴子はのほほんと言う。

「ささ、こんなところに長居していれば、よからぬ噂うわさが立ってしまいますよ。もうじき正妻を迎えられるのでしょう？　ご結けつ婚こん前の頭中将殿のご名めい誉よに、傷が付くようなことがあれば──」

　──バキン！　という凄すさまじい音が響き、言葉の途と中ちゆうで鈴子は息を吞のむ。硬い木が裂さけるような音は、御簾の向こうから聞こえてきた。

「すまない、脇きよう息そくを壊こわしてしまった。後で必ず、代わりのものを届けさせよう」

「え……あ……はい……？」

　そういえば、来客用の脇息を置いていた。御簾越しに見える様子から、実章が脇息に片かた腕うでを乗せているのは分かっていたが、それを壊すような素振りは見られなかったはずだ。

　ちょうど御簾の向こうも見える位置にいたきりがこちらを見た。そして、無言で右手を握にぎって開いての動作をし、何かが真っ二つになる様を両手の仕草で表した。

（……えっ？　つまり、片手の握あく力りよくだけで脇息を壊したの？）

　考えてみれば、実章の腕わん力りよくは噂や本人の語りから聞くだけで、実際に目まの当たりにしたのはこれが初めてだった。

　絶句する鈴子をよそに、壊してしまった脇息の破は片へんを丁てい寧ねいにかき集めたらしい実章が座り直した。

「……ここにいるから俺の名誉に傷が付くとは、聞き捨てならなかった。鈴子、俺たちは夫ふう婦ふだ」

「……いえ、元、ですよ」

　衝しよう撃げき的な場面を見てしまったからか、つい鈴子は素知らぬふりができずに答えてしまった。

　そして、一度箍たがが外れてしまうと、後から後から溢あふれてくる言葉を留とどめることもできなくなってしまう。

「……実章様。どんな経緯があろうと、私はあなたと交かわした契けい約やくを守ることができませんでした。私は夫に尽つくすことができぬ不誠実な妻、そして琴が得意というくせに楽器に八つ当たりする愚おろかな女、ということになっているはず。そして左大臣殿からも見放された私は──これ以上、あなたの側そばにいることができないのです」

「そんなことはない！　鈴子、俺は分かっている。愚かなことをしたのはあなたではなくて、碧子だ。噓うそをついた碧子も、碧子の言葉ばかりを信じた父上も、全部間違っている！　俺が皆みなに説明するから、あなたは──」

「おやめください！　滅めつ多たなことを……おっしゃらないでください」

　思わず、声を荒あららげていた。もし庭で蟬が鳴いていなければ小こう路じまで響いたのではないかと思われるほどの大声だった。

（惨みじめな思いをするのは、嫌いや。でも、私のせいで実章様にまで累るいが及およぶのは……もっと嫌）

　左大臣のことだから、実章が理路整然と真実を言ったとしても耳を貸さないだろうし、今になって実章の結婚を白紙に戻もどしたりもしないだろう。それどころか、実章が罰ばつせられるかもしれない。

　自分の過失とすれば「自分が悪かった」で済むところを、実章のような善人まで泥どろ沼ぬまに引き込むような真似まねをすれば、罪の意識で息ができなくなってしまう。

　これ以上、自分のせいで誰だれかを苦しめたくない。その「誰か」が、好ましいと感じている人なら、なおさらだ。

（私は……本当はもっともっと、実章様のことを知りたかった）

　一日一回のお喋しやべりも、三日に一度の菓か子しも、もっと続けたかった。彼のためにもっと琴を弾ひきたかったし、仮かり初そめでもいいから彼の妻として、大切に扱あつかわれたかった。

　鈴子の大声を聞いたからか、実章は黙だまった。しばらくして彼は立ち上がり、「鈴子」と真しん剣けんな声で名を呼ぶ。

「俺は……諦あきらめない。諦めないし、絶対にあなたのことを守る」

「……いいんです。もう、本当に、私のことは、忘れてください。どうか、北の方と末永く──」

「断る。……俺にも甲か斐い性しようや意地はあるし、あなたのことを守りたいと思う気持ちは決して義務などではない」

　義務などではない、の言葉に、どきっとする。だが、「それは、どういう意味ですか」と聞く勇気は出ず、鈴子はごくっと唾つばを飲んで背の高い実章を見上げた。

「あなたの気が変われば、いつでも迎えに来る。無む理り強じいはしない。困ったことがあれば、すぐに文ふみを寄よ越こしてくれ」

「……」

「鈴子、俺は……最後まで諦めない。もう俺の妻ではないと言うのなら、ひとまず引き下がる。だが、俺の妻の座はずっと、あなたのために空けておく。父上に何と言われようと、だ」

「……な、何、を……？」

「言葉のとおりだ。……では、失礼した。脇息は、明日までに必ず届ける」

　実章はそれだけ言うと、背中を向けた。

（実章様……！）

　手を伸のばし、ほんのわずかだけ唇くちびるから声が漏もれた。

　だがその声は幸か不幸か、蟬の鳴く声にかき消されて実章の後ろ姿を引き留めるには至らなかった。
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　叔父おじの家で過ごす日々は、平へい穏おんそのものだった。

（考えてみれば、実章様との契約結けつ婚こんを始める前と、なんら変わりはないのよね……）

　朝起きたら叔父を送り出し、家人たちの本日の仕事内容を確かく認にんする。裁さい縫ほうや手習い、琴ことの練習などの合間に、家人を手伝って買い出しや炊すい事じ場ばの補助、掃そう除じなどを行う。叔父が帰ってくる前に夕ゆう餉げの支し度たくをし、日が沈しずんだら大おお殿との油あぶらがもったいないので早めに就しゆう寝しんする。

　平穏だけれど、代わり映ばえのない毎日。ときたま客が来たり従兄いとこからの文が届いたりするくらいで、どきどきするような出来事もわくわくするような予定もない。

（……まるで夢のような時間だったわね）

　内だい裏りで過ごした時間は、二ヶ月足らず。だが毎日何かに追われていたし、「やるべきこと」が明確だった。

　代わり映えのない毎日、というのも悪くはないが、「これをするために自分はここにいる」という焦しよう燥そう感かんにも似た責任感は確かに、鈴子の人生を彩いろどってくれていた。案外、少々頭を悩なやまされつつも忙いそがしく走り回る日々の方が、自分の性しように合っているのかもしれない。

（でも、もう戻ることはできない）

　自分は実章を拒きよ絶ぜつした。あのとき彼の手を取っていれば、もう一度あの世界に戻ることができたかもしれないというのに。

　ちなみに実章が訪問した翌日、中ちゆう将じよう家の家人が立派な箱を届けに来た。中に入っていたのは新品の脇息だったが、これを日常的に使うのは忍しのびないので箱に入れて大切に保管している。きりには「脇息は美術品じゃないですよー」と言われたが、貧びん乏ぼう性しようの方が勝まさってしまったのだ。

　中将家の家人たちは鈴子を見ると、気まずそうに視線を逸そらした。鈴子と実章の離り縁えん理由は「夫婦不仲と、妻の不始末」ということになっている。二人がなかなか同どう衾きんしないことを左大臣に報告した彼らも、思うところがあったのかもしれない。

（でも何にしても……私はもう、あの屋や敷しきには戻れない。あそこの女主人になるのは、私ではない他ほかの女性だから）

　実章はああ言っていたが、鈴子を待って一生独身というわけにはいかないだろう。左大臣だって碧子の名誉回復に必死だろうし、実章は兄として、碧子を見捨てられない。となれば、父親が選んだ有力貴族の娘むすめを正妻に迎むかえて家のために尽くすしかない。

「暗いですねー、姫ひめ様。まるで岩の下に潜ひそむナメクジみたいですよー」

　物思いにふける鈴子に容よう赦しやない言葉を浴びせる家人は、きりしかいない。

　手習いの手を止めてぼんやりと南庭を見やっていた鈴子は振ふり返り、いつものぽやんとした顔の乳ち姉妹きようだいを軽く睨にらんだ。

「あまり風流じゃない喩たとえをしないでくれる？　いつ、私がナメクジになったの？」

「それくらい湿しめっぽいってことですよー。やっぱり、中将殿どののことが心に引っかかってますか？」

　家人はもちろん、叔父でさえ鈴子に遠えん慮りよして腫はれ物に触ふれるように扱ってくる中で、本当にきりはずけずけとものを言う。

　……だが、物言いのわりに聡さといきりは、本当に鈴子が嫌がることは絶対にしない。そして容赦なく突つっ込んでくるときも、これが鈴子のためになると確信しているのだ。

（……きりと話をすれば、頭の中も整理できるかもしれないわね）

　ナメクジ扱いされていらっときていた心に蓋ふたをし、鈴子はきりに向き合った。

「……そう、だと思う。それに、女によう御ご様のことも心配で」

「あー、そりゃそうですよね。姫様を追い出したのは麗れい景けい殿でんにとって、絶対に痛手になります。姫様ほどの琴の名手なんてそうそういませんし、風流好きの主上おかみがいつ次の女楽を開かい催さいしたり一曲弾いてみせろと命じたりするか、分かりませんものねー」

　鈴子は頷うなずいた。実章とのことも心配だが、それと同じくらい鈴子の頭を悩ませているのは碧子のことだった。

　実章なら、父親に対してもある程度の太刀たち打うちはできるだろうし、帝みかどの信しん頼らい篤あつい頭中将ということで困難も切り抜ぬけるだけの力があるはずだ。だが、碧子はそうではない。

（女御様がとっさに私に罪をなすりつけたのはきっと、左大臣殿が怖こわいから。それなら、女御様は主上だけでなく、お父上のご機き嫌げんを取るためにも振る舞まわないといけない……）

　さらには、宣せん耀よう殿でんの女御だ。端はしっこ女によう房ぼうだった鈴子は宣耀殿の女御の顔を見たことがないが、物言いがきつい尊大な女性だと聞いている。碧子のことも目の敵かたきにしているようだから、碧子の揚あげ足を取ろうと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているのではないか。

　多方面から圧力を掛かけられた今の碧子は、非常に脆もろい。弘こ徽き殿でんの女御や登とう華か殿でんの女御も、いつまでも親切にしてくれるとは限らない。あの癇かん癪しやくを表に出してしまえば、信頼も失われるだろう。

「姫様はやっぱり、左大臣家とすっぱり縁えんを切ることはできないんですねー。なんだかんだ言って、中将殿のことも女御様のことも心配されてますし。というか、女御様のことが憎にくくないんですか？」

「……濡ぬれ衣ぎぬを着せられたことは、やっぱり許し難がたいことだわ。でも、落ち着いて話ができるほど、あのときの女御様のお心は穏おだやかではなかった。色々な要因があってあの一件が起きたと考えると──女御様を恨うらみきることはできなくて」

「ああー、姫様のそういうところ、だめですね。幸せになれない人間の典型です」

「……今日のきりは、いつも以上に毒どく舌ぜつね」

「お褒ほめくださり光栄です。……でもまあ、だめだめですけど、私は姫様のそういうところは嫌きらいじゃないですよ」

　言うだけ言うと、きりは「あ、そろそろ夕餉の支度ー」と歌うように口ずさみながら、ふらふらと室を出て行った。

（……本当に、十数年の付き合いだけれどきりはよく分からないわ）

　乳姉妹の背中を見送り、鈴子は途と中ちゆうでやめていた手習いの料紙に視線を落とした。

　今のきりとのやり取りで、少しだけ世界が広く見えた気がする。

（……私はやっぱり、実章様に会いたいし、女御様のことも放ほうっておきたくない）

　内裏から追い出された分際では何もできないが、ぐちゃぐちゃになっていた心中はすっきりした。

　きりの言うようにだめだめな人間かもしれないが、これまでの一ヶ月半の出来事をなかったことにはしたくない。以前のように実章の妻として碧子の女房になるのは難しいだろうが、他の形で行動に移すことはできるはず。

（……今日、叔父様が戻もどってこられたら相談してみよう）

　屋敷の中で腐くさっている時間は、もう終わりにしたいから。
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　叔父は、いつもより若じやつ干かん遅おそい時刻に戻ってきた。

「おかえりなさいませ、叔父様。すぐに夕餉の準備をさせますね」

「ただいま、鈴子。……夕餉ももちろんいただくが、少し、おまえに伝えることがある」

　階きざはしで出で迎むかえた叔父がいつになく神しん妙みような顔つきをしていたので、鈴子の胸をひたりと冷たいものが流れた。

　この時期に叔父に「おまえに伝えることがある」と言われて、思いつく項こう目もくはそう多くない。

　寝しん殿でんに入った叔父は直衣のうしを脱ぬいで酒だけを少し口に含ふくむと、夕餉に手を付ける前に切り出した。

「おまえがうちに戻ってきて、半月ほど経過した。……過ごしてみて、どう思っている？」

「伝えることがある」と言われたのに逆に質問され、鈴子は騙だまされた気になりつつも答える。

「……まあ、平穏無事に過ごさせていただいています。中将殿と契約結婚をする前とほとんど変わらない日々です」

「ああ、そうだろう。……驚おどろくほど、何も起きていないだろう」

「……叔父様？」

　叔父はもう一口酒を喉のどに流し込むと、憂うれいの籠こもった眼まな差ざしを室の隅すみの屛びよう風ぶに向けた。

「……私も妙みようだとは思っていた。契けい約やく結けつ婚こんのことはともかく、おまえが今をときめく左大臣家子息の妻になり、離り縁えんさせられた。しかも離縁の理由はおまえの失態にある。こんなの、宮人たちの噂うわさになっても仕方ないだろう」

　強こわ飯いいをしっかり嚙かむかのように叔父おじの言葉を咀そ嚼しやくした後、はっと鈴子は目を見開く。

「……それなのに、私は何の被ひ害がいも受けることなく日々を過ごせていて、叔父様も宮中で後ろ指を指されることがない……？」

「勘かん違ちがいだけはしてほしくないが、私はおまえのことを信じているし、誇ほこりに思っている。だから、少々悪口を言われようと笑い飛ばしてやるつもりだったが……驚くほど何も起きないのだ」

「あの少しよう納な言ごんの姪めいは、頭中将から離縁を言い渡わたされた」──噂話が大好きな宮人なら、喜んで話のねたにするだろう。叔父は従五位下という、かろうじて昇しよう殿でんを許された立場だ。おまけに物もの腰ごしも柔やわらかで、強力な後ろ盾だてもないので、多くの殿てん上じよう人びとにとって「いじりやすい」人間であっても仕方ないのだ。

　それなのに叔父も鈴子も一いつ切さい被害を受けないのは──

『絶対にあなたのことを守る』

　固い意志を感じさせる実章の声が、脳のう裏りによみがえる。

　まさか、と細く息を吸う鈴子の推測を裏付けるように、叔父は「中ちゆう将じよう殿どのだ」と告げた。

「左さ少しよう弁べん殿が教えてくれたのだ。中将殿が睨みを利きかせていて、私や鈴子に手を出すなと釘くぎを刺さして回っているそうだ。私たちに手を出したなら、『鬼おに』は絶対に許さない、とな……」

「そんな……」

　ぎり、と鈴子は単ひとえの裾すそを摑つかんだ。

　実章が、鈴子たちを守ってくれていた。もしかすると、このことによって自分にとって不利な状じよう況きようになるかもしれないのに、鈴子たちのために動いてくれている。

　それだけでない。彼は鈴子や叔父が傷つかないため、『鬼』という渾あだ名なを利用しているのだ。彼にとって不ふ名めい誉よでしかなくて、払ふつ拭しよくしたいと願っていた名を、自ら使っている──鈴子たちのために。

　それは、高潔な彼の自尊心をどれほど傷つけるだろうか。傷つけると分かっていて、自分が傷つくのを承知で、彼は体を張っているというのか。

　叔父は穴が空くほど単を握にぎりしめる鈴子を見、「それだけでない」と続ける。

「私がおまえに『伝えることがある』と言っていたのは、このことではないのだ。……鈴子が仕えていた、麗景殿の女御様のことだ」

「女御様が……？」

　鈴子は顔を上げ、身を乗り出した。実章にしても碧子にしても、今日の昼過ぎにきりとの話で話題に上った人ばかりが出てくる。

「女によう御ご様が、いかがなさったのですか……？」

「……昨日の夜、麗れい景けい殿でんの女御様が主上おかみに召めし上げられたという。主上はその場で女御様に、琴ことで何か弾ひくよう命じられたらしく……」

　その後の展開は叔父の話を聞かずとも簡単に予想でき、鈴子は頭を抱かかえたくなった。

　碧子は──帝の御ご前ぜんでの演奏に、失敗したのだ。

「女御様は昼御座ひるのおましのある母も屋やで琴を弾いたが、てんでだめだったという。しかもその音は、南側に隣りん接せつする殿上間に筒つつ抜ぬけだったのだ。当時、右大臣が殿上間に伺し候こうしていたらしく──」

　続く叔父の説明も想像の範はん囲い内のことだったので、鈴子は青い顔で頷うなずいた。

（それは……女御様にとっては、最悪の展開だわ）

　殿上間に伺候する殿上人たちは、今夜どの后こう妃ひが帝に召し上げられたのか知っているはずなので、麗景殿の女御が琴を弾くとなって、その腕うで前まえ拝見とばかりに聞き耳を立てていたはず。

　そうして聞こえてきたのは、以前の女楽とは比べものにならないほどひどい音。右大臣はこれ幸いとばかりに娘むすめである宣耀殿の女御に教えただろうし、碧子の失敗は翌朝には既すでに内だい裏りに広まったはず。

　頭中将の離縁と麗景殿の女御の失敗では、人の関心の度合いや噂の広まる速度は雲うん泥でいの差だ。離縁については釘刺しが間に合った実章も、政敵である右大臣が主導して広められた妹の失敗についての噂では、人の口に戸を立てることができなかったのだろう。

「そうなるとやはり、右大臣殿や宣耀殿の女御様は、噂を広めて──？」

「ああ、それも事実だけでなく、勝手な憶おく測そくまで広まっている状態だ。私が聞いたものでは……『前回の女楽では、先日女御が追い出した女によう房ぼうに身代わりを命じて弾かせていたのではないか』といったところか」

「はいっ!?　それって、私が女御様の影かげ武む者しやとなって女楽で弾いたということですか!?」

　あんまりな内容に思わずひっくり返った声を上げて、早口で言いつのってしまう。

　叔父は鈴子の勢いに一いつ瞬しゆん驚おどろいてのけぞったようだが、すぐに真ま面じ目めな顔に戻って頷いた。

「あ、ああ。左大臣殿は鈴子に罪を着せるため、『例の女房は、実は琴の名手などではなかった』と吹ふい聴ちようしたそうだ。ひとまずはそれで皆みなも納なつ得とくがいったようだが、今回の件で全すべてが覆くつがえされてしまった。……確かく認にんするが、鈴子や。おまえは女楽で女御様の代役などは決してしていないな？」

「もちろんです！　女楽では、女御様が一いつ生しよう懸けん命めい弾かれました。指導をしたのは私ですが、代役なんてとんでもないです！」

　合奏で大切なのは、ただ上手に弾くことや目立つことではない。周りの音をよく聴きき、聴く人の気持ちになることが肝かん要よう。それを碧子に教え、女楽で実力を発揮できるように支えたのが鈴子だ。

　碧子には思うところもあるし、言いたいこともある。

　碧子はかつて、「歪ゆがめられた真実」で鈴子を追い払はらった。今はその碧子が、「歪められた真実」によって苦しんでいる。

「……叔父様。私、内裏に行きたいです」

　鈴子がはっきりと言うと、叔父は手て酌じやくしていた銚ちよう子しを置き、悲しそうに眉まゆを垂らした。

「鈴子……おまえはそんなに、女御様のことが大切なのか？」

「……大切、と言い切るのは難しいです。私は一度、女御様に裏切られました」

　碧子を助けたい、という真っ白で美しい思いではない。碧子のことが許せない気持ちもあるし、もうよその人間になった自分が関かん与よするいわれはない、と突つき放すことだってできる。

「私自身が、今の状況に納得できないのです。女御様が女楽で見事に弾ききったのは事実、そして琴を乱雑に扱あつかったのが女御様だというのも事実です。女御様のためというわけではなく、真実を歪められたままにしたくない、という私の願いゆえです」

「……」

「それに……私は、中将殿にお礼ができていません」

　鈴子に濡ぬれ衣ぎぬが着せられたのも追放されたのも、実章の与あずかり知らぬ場所で起きたこと。鈴子のことなんて放ほうっておけばいいのに、彼は離縁した後も鈴子たちを守ろうと精力的に動いていた。その恩を、まだ返せていない。

「私は、守ってくださった中将殿に恩を返したい。そして私自身がすっきりするために、女御様に掛かかっている疑ぎ惑わくを解消させたいのです」

　綺き麗れいごとなんて言わない。世のため人のため、なんて、思ってもいないことを言い訳にするつもりもない。

　叔父は、黙だまって鈴子を見ていた。だがしばらくして銚子を傾かたむけて酒を注つぎ、くいっと呷あおった。

「……もしおまえが女御様のため、と言い出すのなら、私は全力で止めただろう。おまえの体はおまえのものであり、女御様のものではない、と言い聞かせてな」

「……では！」

「内裏に行くことが自分のためになり、おまえがすっきりできるのならば、私にはおまえを止める権利はない。よく言った、鈴子」

　いつもどこかのほほんとしていて抜ぬけている印象のある叔父は杯さかずきを手に、にやりと笑った。彼との付き合いも長い鈴子だが、叔父のこんな表情を見るのは初めてだった。

「今のおまえは、とても魅み力りよく的な目をしている。……よしよし、私に任せなさい。おまえが後宮付きの女房になれるよう、知り合いに相談してみせよう」

「お気持ちはとても嬉うれしいのですが、大だい丈じよう夫ぶです。私、左大臣殿に交こう渉しようしてみます」

「……左大臣殿に？　いや、それは危なくないか？」

　困ったような様子の叔父に、鈴子は微笑ほほえみかけた。

　左大臣は確かに、怖こわい。追放を命じられたときのことを思い出すと、胃がきゅうっと絞しぼられるような苦しさに見み舞まわれる。

（でも、やると決めたもの）

「大丈夫です。橘家の娘として恥はじることなく、根こん性じようを見せつけてまいります。ですので、叔父おじ様には衣装と牛ぎつ車しやの準備だけお願いできますでしょうか」

「…………分かった。おまえの戦いくさ装しよう束ぞくにふさわしい衣ころもを準備しよう」

「ありがとうございます、叔父様」

「よいのだよ。……さあ、遅おそくなったがそろそろ夕ゆう餉げにしよう」

　ひれ伏ふす鈴子を、叔父は顔をくしゃっと歪めて見下ろしていた。




　夕餉を終え、鈴子はきりを伴ともなって対の屋に下がっていった。

　食後の酒を一人で嗜たしなんでいた成継は南庭を見やり、ふっと細い息を吐はき出した。

「……兄上。鈴子は、強くなりました。先ほどの鈴子の目は──在りし日のあなたにそっくりでしたよ」

　室の中には数名の家人が控ひかえていたが、誰だれも成継の独り言にいらえなかった。代わりに庭の茂しげみの奥に潜ひそむ鈴すず虫むしが微かすかに羽根を震ふるわせる音だけが、夜の庭に響ひびいていた。
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　左大臣邸ていを訪おとずれるのは、これで二度目だ。

　一度目の訪問では、隣となりに実章がいた。だが今隣にいるのは、相変わらずぼんやりした眼まな差ざしのきりだけ。

「胸を張ってください、姫ひめ様。いきなりの討うち入りなんかじゃなくて、ちゃんと許可をもらった訪問なんですからねー」

「え、ええ。分かってるわ」

　ぽややんとしたきりの励はげましが、今はとても心強かった。きりは牛車から降りた鈴子を見、「ちょっと触さわりますねー」と断ってから衣を直してくれた。

　今日のため、叔父は新しい衣を仕立ててくれた。夏の装いなので、小こ袖そでの上に表が朽くち葉ば色、裏が青の単ひとえ重がさねを纏まとい、白の表着にくっきりとした蘇す芳おうの唐から衣ぎぬを重ねた、花はな橘たちばな単重だ。以前、実章と一いつ緒しよに訪問したときと同じかさねの色合いである。

　本日訪問することは、文ふみで許可を取っている。握にぎり潰つぶされることも素っ気ない返事をされることも覚悟の上だったが、翌日届いた返事には諾だくの意が記されており、叔父と二人で顔を見合わせたものだ。

　ふうっと息を吐いた鈴子の隣で、きりが「あらー？」と声を上げる。

「どうしてここにいらっしゃるんでしょうかねー？」

「どうしたの、き──」

「鈴子！」

　鈴子の声は、凜り々りしい男の声にかき消された。

　──どくん、と耳の後ろで大きな血潮の音がし、その声を耳にした体が歓かん喜きで震える。

　ゆっくり振ふり返った先、寝しん殿でんの階きざはしを下りてきたのは、夏の直衣のうし姿の実章だった。整った顔は、苦いものでも嚙かんだかのように微かにしかめられているが、大おお股また数歩で鈴子のもとまで下りてきた彼は、丁てい寧ねいな動作で鈴子の手を取った。

（……どうして？）

　ここにいるはずのないその人は、苦痛に耐たえているかのようにその美しいかんばせを歪め、鈴子を見下ろしている。

「……鈴子」

「さ、ねあきさま……その」

「……ああ」

「……脇きよう息そく、ちゃんと受け取りました……」

「…………そうか。使い心地ごこちは、どうだった？」

「あの……すみません。もったいなくて、使ってません。飾かざってます」

「…………そうか。今度是ぜ非ひ使ってくれ」

　こんな場所で再会するとは思っていなくて、つい変な話題を出してしまったが、律りち儀ぎに答えるあたりがさすが実章である。

　傍かたわらできりが、はぁー、とわざとらしいため息をついたためか、実章は数度まばたきした後、咳せき払ばらいをして鈴子の手を離はなした。

「……その、今日あなたが来ると父上から聞いたので、主上おかみに願い出て休みをもらったのだ」

「そ、そうだったのですね。あの、よかったのですか……？」

「別に、主上の許可が下りたのだから自由だろう。それに、あなた一人で父上のもとに向かわせるのは心配だった」

　実章はそう言うと、柔やわらかい眼まな差ざしで鈴子を見下ろしてきた。

　──こうして彼に見つめられるのも、久しぶりだ。前回は御み簾すに隔へだてられて触ふれることが叶かなわなかった温ぬくもりが、眼差しが、優しさが、今はこんなに近くに存在している。

「……実章様。私、もう一度内だい裏りに行く許可をいただきたくて」

「そんなところだろうと思った。……その理由に、俺や碧子のことは少しでも入っているか？」

「ええ、まあ。ほとんどは、私自身がすっきりするためですが……」

「いや、十分すぎるくらいだ。……正直、今の左大臣派はかつてないほど混乱している。あなたの助力が得られれば百人力だと思っていたし……碧子も、あなたに謝りたいとこぼしていた」

（女によう御ご様……！）

　脳のう裏りを掠かすめるのは、碧子の顔。鈴子に『無礼者！』と言い放つ直前、迷うような衝しよう撃げきを受けたような眼差しをしていた碧子の顔が、鈴子をじっと見つめている。

　鈴子は頷うなずき、実章としっかり視線を合わせた。

「……実章様、私や叔父をお守りくださり……本当にありがとうございます。あなたに恩を返したかったということもあり、私は本日ここに参ったのです」

「俺に、恩を？　そんなの返されるいわれはないが……」

「いいえ、あるんです。……ですので、少しだけお力を頂ちよう戴だいしてもよろしいでしょうか」

　鈴子の頼たのみに、実章が悩なやんだのはほんの一いつ瞬しゆんのことだった。彼はしっかり頷くと鈴子の手を取り、寝殿に向き直った。

（大丈夫……きちんとお話をすれば、きっと）

　くっと顔を上げ、実章と共に階を上がる。そして簀すの子こ縁えんでひれ伏し、御簾の向こうにいるだろう左大臣に挨あい拶さつを申し上げた。

「橘成継の姪めいでございます。本日は、お時間を取ってくださりありがとうございます」

「……長ったらしい口上は結構だ。こちらへ参れ」

　御簾の向こうから返ってきたのは、あまりにも弱々しい左大臣の声だった。かつて鈴子に向かって道具扱あつかいをし、内裏から追放した男と同一人物とは思えないほどの憔しよう悴すいぶりである。

　実章と視線を交かわした後、彼を簀子縁に残して庇ひさしに上がり、茵しとねに座る。先ほどよりは御簾が近くなり、室にいる左大臣の影かげがぼんやりと見えたが、その姿もやけに小さく感じられた。

「備前──いや、橘鈴子だったか。おまえも、碧子の話は聞いているだろう。私も暇ひまではないのだ」

「……はい、承知しております」

「承知しながら、実章と離り縁えんした身でここに来たということは、さぞ重大な話があるのであろうな？」

　左大臣の声には、わずかな苦く笑しようが含ふくまれていた。鈴子をからかいたいが、もうそんな元気も残っていないということだろうか。

　ごくり、と唾つばを吞のみ、鈴子は顔を上げた。

「……左大臣殿どの、お願いがございます。私に今一度、機会をお与あたえください」

「……機会か」

「はい。叔父より、女御様のお噂うわさを伺うかがいました。女御様は、女楽のことでいわれなき妄もう言げんを広められているとのことです」

「……碧子は確かに、主上の御ご前ぜんでの演奏に失敗した。私も微かに聞こえたのだが──あれを聞いて主上が怒おこらなかったことが幸運だと思えるくらいだった」

　……それほどの演奏がどんなものだったのか、少しばかり気になる。

　御簾越ごしに、左大臣が疲つかれたように首を横に振った。

「碧子の琴ことが下手なのは、分かりきったことだ。あの子も分かっているだろう。……だが、今になっておまえに縋すがるというのも難しい」

「そこを、なんとか。主上に、女御様のお心を届けるお手伝いがしたいのです」

「心を？」

　少し関心を惹ひかれたのか、左大臣が身を乗り出した気配がする。

「音楽は、弾ひく者の心を聴きく者に届けます。女楽で箏そうの琴を弾いたのは、紛まぎれもなく女御様です。私ではありません。主上にもう一度機会をいただき、女御様が主上をお慕したいする気持ちを伝えられたらと思っております」

「……おまえ一人の力で、そのようなことができるのか」

「私一人では難しいでしょうが……実章様」

　振り返り、鈴子はかつての夫を呼んだ。鈴子に呼ばれて実章は立ち上がり、隣に腰こしを下ろす。

「父上、私からもお願い申し上げます。もう一度、鈴子を碧子の女によう房ぼうとして出仕させてください。私も鈴子も、碧子の想おもいを主上に伝えるために尽じん力りよくいたします」

　鈴子の方から具体的に頼まずとも、実章は滑なめらかに申し出てくれた。

　今、隣に座っている人はもう自分の夫ではない。

　だが、同じ目的を胸に抱いだく、同志であった。

　鈴子と実章がひれ伏ふすと、しばらくの間沈ちん黙もくが流れた。やがて、庭を流れる遣やり水の音にかき消えそうなほど微かすかな、左大臣のため息が聞こえる。

「……現状、おまえたちに託たくすしか道はなかろう。すぐさま、碧子の女房として備前を復帰させる。実章、そなたも備前と共に内裏に戻もどれ」

「父上……！」

「左大臣殿、ありがとうございます！」

「……感謝を述べるのは私の方であった、という結果になることを願っている」

　左大臣は素っ気なく言うが、その声には最初よりも張りが戻っているように感じられた。
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　半月ぶりに舞まい戻った後宮は、いっそう夏の気配が濃こくなっていた。庭は橘たちばなや白はく牡ぼ丹たんなどの花で彩いろどられ、葵あおいなども青々と茂しげっている。

「ひ、久しぶりで、緊きん張ちようする……」

「半月ぶりくらいだろうが、やはり緊張するのか」

　簀子縁を歩きながらこわごわ言うと、隣となりを歩く実章が興味を惹かれたように問うてきた。

「別に、変わったことは特にないぞ。碧子や若狭たちもあなたに後ろめたいことがあるからか、低姿勢だからな。堂々と復帰宣言をすればいい」

「……分かりました」

「それでも不安なら、俺がずっと隣にいる。手を握にぎってもいいし、なんなら後ろからずっと見守っていようか？」

「あ、いえ、ありがたいのですが、それは大だい丈じよう夫ぶです」

　元々実章は面めん倒どう見みがいい方だとは思っていたが、しばらく会わないうちに鈴子に対して過保護になった気がする。

「もう私たちは夫ふう婦ふではないのですから、あまりべたべたするのもよろしくないでしょう」

「…………ああ、そうだった。そうだったな」

「……まさか忘れていたのですか？」

「気にしないでくれ。……さあ、着いたぞ」

　なんだかはぐらかされた気がするが、麗れい景けい殿でんの殿でん舎しやを目の前にすると余計なお喋しやべりをする気も失うせ、鈴子は緊張でぴっと身を硬かたくした。一ヶ月半ほどの間だけの職場になっていた殿舎を前にしても、懐なつかしい、という感情は湧わいてこなかった。

　鈴子が緊張して固まっているからか、実章が率そつ先せんして妻戸を開けてくれた。中では女房たちがめいめいくつろいでいたようで、何気なくこちらを見た女房たちはぎょっとし、跳はねるように体を起こした。

「まっ！　ち、中ちゆう将じよう殿どの！」

「それに備前も!?」

「ちょっと、誰だれよ！　お二人が来るのは夕方だって言ったのは!?」

「待って、待って！　私の衣ころもはどこ!?」

　どうやら、うまく連れん絡らくが伝わっていなかったようだ。暑さを凌しのぐために着き崩くずしていた衣を慌あわててかき寄せ、碁ご盤ばんや広がっていた衣をかき集め、すさび書きしたあとらしい料紙を回収する様を、鈴子はぽかんとして見守っていた。

　ちなみに実章は、女房たちの着崩した姿を見ても眉まゆ一つ動かしていなかった。むしろ、「……暑いのは分かるが、気を抜ぬきすぎだ」と、もっともらしいことを呟つぶやいている。

　女房たちが走り回るのをよそに、そそっとこちらに寄ってきた女性がいる。若狭だ。彼女だけはきっちり女房装しよう束ぞくを着こなしており、鈴子たちの前で頭こうべを垂れた。

「見苦しい場所を見せてしまい、申し訳ありません、中将殿。そして……備前」

「はい」

「……先にわたくしからも謝らせてください。先日は──申し訳ありませんでした」

　そう言って深々とひれ伏す若狭を、鈴子は少し複雑な気持ちで見下ろしていた。

　先日、というのは、碧子が鈴子に罪を着せた際、若狭も碧子に同調したことを指すのだろう。あのときの鈴子は黙だんまり状態だったので、追放の決定打となったのは若狭の言葉と言っていい。

　……しかし。

「……お顔をお上げください、若狭殿。女によう御ご様のお気持ちも若狭殿のお気持ちも、よく分かります。……あのとき若狭殿が私を擁よう護ごしていたとすれば、もっと話がこじれていたかもしれませんものね」

「……そう、かもしれません。ですが、わたくしは保身のためにあなたを売り──」

「それはもう過去の話です。確かに当時は悲しかったけれど……今はそれは置いておいて、共に解決するべき問題がありますから」

　鈴子はそれだけ言い、若狭の脇わきを通り抜けた。そうして向かう先は、室の中央に据すえられた御み帳ちよう台だい。目め隠かくし代わりの几き帳ちようを立てられているが、巻き上げた帳とばりと几帳の隙すき間まから小さな黒くろ髪かみの頭が見えるので、碧子がいるのは分かった。

「……女御様。備前、左大臣殿の命により本日より復職いたします」

「……備前？」

　か細い声が御帳台から聞こえる。もしかすると、昼間ではあるがうつらうつらしていたのかもしれない。記き憶おくにあるものよりも声が弱々しく、童女のように頼たよりなさそうに聞こえた。

「はい、備前でございます。女御様のお力になるべく、参上しました」

「……備前、備前！」

　がたん、ばたん、と音がし、目の前の几帳が取っ払ぱらわれた。倒たおれそうになった几帳をさっと実章が片手で持ち上げて撤てつ去きよする傍かたわら、御帳台から這はい出るような格好になっていた碧子は、大きな目を零こぼれんばかりに見開いて鈴子を見ていた。

（女御様……かなりお瘦やせになっているわ）

　元々ほっそりとしていて小こ柄がらな少女だったが、健康面が心配になるほど瘦せているし、夏の暖かい時間帯だというのに頰ほおが青白い。度たび重かさなる心労が、彼女の心と体を蝕むしばんでいるのだ。

　そんな碧子は唇くちびるを嚙かみ、御帳台の前に座っていた鈴子に飛びつく勢いで抱だきついてきた。

「わっ、と……」

「備前！　ごめんなさい、ごめんなさい……！」

「に、女御様、落ち着いてください！　そんなに焦あせられずとも、私はちゃんと聞いております！」

「備前の言うとおりですよ！　女御様、お体の調子が優すぐれないのですから、落ち着いてください！」

　周りの女によう房ぼうたちにも窘たしなめられ、ようやく碧子は鈴子から離はなれた。それでも、鈴子がふっと消えてしまうのを恐おそれているかのように、小さな右手で鈴子の唐から衣ぎぬの裾すそをぎゅっと摑つかんだままだ。

「……備前、どうして来てくれたの？　わたくし、あんなにひどいことをあなたにしたのに……」

　絞しぼり出すような碧子の声に、やはりそうなのか、と鈴子は肩かたの力を抜いた。

　左大臣邸ていで実章が言っていたように、碧子は鈴子に謝りたいと思っていた。かつて、鈴子に濡ぬれ衣ぎぬを着せたことを、悔くやんでいたのだ。

「わたくしも若狭も皆みなも、あなたに謝りたかった。わたくしはお父様に怒おこられたり主上おかみに嫌きらわれたりするのが怖こわくて、琴ことを乱雑に扱あつかったのをあなたのせいにしたわ」

「……そうでしたね」

「備前は……本当は、わたくしが憎にくいのではないの？　主上の御ご前ぜんでの演奏で失敗したのも、ざまあみろと思っていないの？」

　どこで「ざまあみろ」なんて言葉を覚えたのかは甚はなはだ疑問だが、碧子の言葉を聞く鈴子の胸の内は凪ないでいた。

（女御様は、心の内を明かしてくださっている）

　それならば、鈴子がするべきなのは──

「はい……一時は、あなた方のことをお恨うらみ申し上げました」

「……」

「しかし今考えますと、あの場で真実を申し上げたとして、事態を悪化させるだけだったと思いませんか？　雑音を立てたのが麗景殿の女御だとすれば、その時点で主上の愛情は薄うすれていたでしょう。女御様がこの後宮で生き残るためには必要なことだった、と考えれば、仕方ないことではないでしょうか」

「そんなの結果論だわ！　わたくしは……あなたを裏切り、見捨てたのに！」

　青い顔で叫さけぶ碧子。鈴子は一言断ってから手を伸のばし、碧子の小さな手を優やさしく握った。

　水仕事も力仕事もこなす鈴子の手は、碧子のそれより一回りほど大きい。小さな手は、鈴子の握あく力りよくでも難なく壊こわれてしまいそうだ。

「今、女御様は過去の罪を悔い、私に謝ってらっしゃいます。……それだけで、十分です。女御様もお辛つらい思いをされていて、お心が乱れていたがために起きた事故なのですから、これ以上掘ほり返すのは野や暮ぼですよ？」

「……」

「さ、女御様。私たちにはするべきことがあるでしょう？」

　鈴子が優しく促うながすと、鈴子の言葉を飲み込みかねている様子だった碧子は顔を上げ、こくっと喉のどを鳴らした。

「……するべきこと」

「前回主上の御前で演奏したときは失敗なさったそうですが、もう一度機会をいただき、今度こそ本当の女御様のお心を伝えましょう」

「わたくしの、心……？」

「主上のことがお好きなのでしょう？」

　女楽の準備をしていた頃ころ。碧子は帝みかどにとっての一番になりたい、もっと愛されたい。だから琴の練習も頑がん張ばると宣言していたのだ。

「体調を万ばん全ぜんにし、しっかりお琴の練習をし、再び機会をいただきましょう。そうして今度こそ、女御様が主上をお慕したい申し上げているという気持ちを音楽で伝えるのです」

「……わたくしに、できるかしら」

「できますよ。女楽の際にも申し上げましたでしょう？　ただうまく弾ひくだけ、目立つように弾くだけではなく──」

「……聴きく人の気持ちになって、弾くことが大切」

　呟くように言う碧子に、鈴子は満足そうな笑えみを返した。

「そう、それです。大だい丈じよう夫ぶです。女御様お一人ではありません。私も、実章様も、皆で女御様をお支えします。……巷ちまたでは、女楽で私が女御様の代役をしたという噂うわさが流れているそうですが、そんなの根も葉もない虚きよ言げんだと証明し、ありもしない噂を流す者の鼻をあかしてやりませんか？」

　ちょっと冗じよう談だんめかして言うと、これまでずっと生気に欠けていた碧子の頰にほんのり赤みが戻もどり、こっくりと頷うなずいた。

「……ええ。わたくし、負けたくない！　……備前、わたくし、ちゃんと練習するし、ご飯も食べるわ。そして……あなたを不当な理由で追い出したことを、お父様にも主上にもきちんとご説明申し上げる」

「……女御様」

「誰だれかに叱しかられたり嫌われたりするのは怖いけれど、噓うそを抱かかえたまま生きるのはもっと辛いのだと、この半月で分かったわ。……ごめんなさい、備前。それから……来てくれて、ありがとう」

　しっとりと微笑ほほえむ碧子。彼女の顔は差し込む夕日に照らされ、きらきらと輝かがやいていた。
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　数日後の夕方。

　麗れい景けい殿でん前は、賑にぎわいに満ちていた。

「麗景殿の女によう御ごが、琴を弾かれるんだって？」

「そうそう。主上のためにということだが、俺たち部外者も聴いていいってな」

「というか、清せい涼りよう殿でんじゃなくて殿舎でやるんだな。わざわざ主上がお越こしになるってことか？」

「主上からのご提案らしいぞ。そっちの方が華はなやぎが出るだろうって」

　麗景殿の南庇びさしには帝や他ほかの后こう妃ひたちのための御ご座ざ所しよが設けられており、その周辺は人ひと払ばらいがされているが、他の庇や壺つぼ庭にわの部分は出入りが自由だった。そのため、仕事の合間に顔を覗のぞかせる殿てん上じよう人びとや別の殿舎の女房は空いている庇や簀すの子こ縁えんに、下働きの者は目立たないようこっそりと壺庭の隅すみから、麗景殿の方を窺うかがっていた。

　あまり見られない形態の宴うたげに、皆も興きよう味み津しん々しんの様子だった。麗景殿は庇と母も屋やの間に御み簾すが下ろされているので中の様子は分からないが、宴に向けて麗景殿の女房たちが準備を進めているのだろう。

「……あっ、あれって宣耀殿の……？」

「だな。参加を断ることもできただろうが、やっぱり気になるんだろう」

　殿上人たちが示す先には、几き帳ちようで姿を隠かくしながら行進する女房たちが。麗景殿北側の殿舎からやって来たので、右大臣の愛まな娘むすめである宣耀殿の女御のお越しだと見て間ま違ちがいないだろう。

　周りの者たちがささっと道を空ける中、宣耀殿の女御は南庇の茵しとねに座ったようだ。女御が到とう着ちやくしたことでさっと几帳を周りに立てられたので、周りの者たちからは麗景殿南側の様子は見えなくなってしまった。

　その後も弘こ徽き殿でんの女御、登とう華か殿でんの女御も次々到着し、最後に清涼殿の方から帝がやって来た。

　即そく位いして三年目の帝はまだ二十そこそこだが、白の引ひき直衣のうしを颯さつ爽そうと着こなす秀しゆう麗れいな顔立ちの美青年で、その姿を垣かい間ま見みた女房たちがほうっと感かん嘆たんのため息を吐はき出していた。まだ年若いが慈じ愛あいに満ち、后妃たちと音楽を愛する風流な主君は、女性のみならず多くの宮人たちの憧あこがれの的であった。

「……主上も、麗景殿の女御の琴を楽しみにしてらっしゃるのだろうか」

「どうだろうな。なんてったって、前回昼御座ひるのおましで弾いたときには、そりゃあ耳を塞ふさぎたくなるような雑音で──」

　殿上人たちは、お喋しやべりをやめた。麗景殿の南庇前に下がっていた御簾がするすると巻き上げられ、どよめきが走る。いくら几帳を立てていて周りからは室内が見えないとはいえ、こうして御簾を巻き上げるのは珍めずらしいことだった。

　室内はどうなっているのだろう、女御はどんな姿だろう、と見物客たちが首を伸ばしたり体を傾かたむけたりする中、夕刻の空を震ふるわせるような笛の音が響ひびき渡わたった。

「……笛？」

「あれってまさか、『鬼おにの中ちゆう将じよう』じゃないか……？」

　几帳の隙すき間まからのぞき見できる場所を確保していた殿上人が、仲間に耳打ちした。

　南庇前には、三人の人物が並んで座っていた。その一番西側には、堂々たる様子であぐらを搔かいて座り、篠しの笛ぶえを吹ふく男が。

　その人間離ばなれした才覚ゆえ「鬼の中将」と呼ばれる男はまぶたを伏ふせ、その大きな手で篠笛を構えて旋せん律りつを奏かなでていた。その腕わん力りよくで楽器でさえ一いち撃げきで粉ふん砕さいすると噂されていた男は、どこか妖あやしささえ感じられる音色を紡つむぎ、聴く者の背に寒気にも似た甘い痺しびれを生じさせた。

　人々が中将の横笛に酔よいしれる最中、琴の音が和音を奏で、殿上人たちはその音色の鋭するどくも流りゆう麗れいな響きにはっと辺りを見回した。

「今のは……」

「奥の女によ人にんだ。あれは……麗景殿の女によう御ぼう？」

　室の東側には、和わ琴ごんを奏でる女性の姿があった。さすがに几帳を立てているので顔は隠されているが、前ぜん傾けい姿勢になって和琴を奏でる指先と揺ゆれる漆しつ黒こくの髪かみ、花はな橘たちばなを表しているらしい衣ころもの裾すそが見えていた。一いつ瞬しゆんこの人が麗景殿の女御かと思ったが、女房装しよう束ぞくの証あかしである裳もがちらりと見えたので、女御付きの女房の誰かだろう。

「……そういえば、麗景殿の女御は琴ことの下手くそな女房を追い出した、って噂だったな」

「だが、本当はその女房は琴の名手で、女楽でも彼女に代わりに弾かせたくせに、女房の才能に腹を立てて追放したって話じゃなかったか？」

　こそこそと話をする声は当然、和琴を弾く女房の耳には届かない。女房は爪つめをはめた手をひらめかせ、六本という限られた弦げんを駆く使ししてときに鋭く一音一音を響かせ、ときに親指で弦を滑すべらすように搔き鳴らす。

　その音は、聴ちよう衆しゆうたちを惹ひき付けた。こなれた手つきで流麗に弾いているのはもちろんのことだが、彼女の奏でる和琴は中将の篠笛にぴったり寄り添そっていた。

　篠笛を目立たせるときには和琴はひっそりと鳴らされ、篠笛が休んでいる間は華やかな和音を奏でる。二者の距きよ離りはある程度離はなれており、視線を交かわすことも不可能だろうが、まるで肩かたを並べているかのように二人の息はぴったり。比ひ翼よく連れん理り、と、誰かが大陸の詩集である長ちよう恨ごん歌かの一説を口ずさんだが、まさにその通りである。

　これだけでもなかなかの見物だと皆みなが感心する中、微かすかな旋律が篠笛と和琴に混じった。柔やわらかくて、少々たどたどしくて、遠えん慮りよがちな音が、慎しん重ちような手つきでつま弾びかれる。

「……女御の箏そうか」

　その呟つぶやきは、帝みかどのものだった。見物客たちははっとし、篠笛と和琴の最中から聞こえる箏の音を拾おうと身を乗り出した。もはや雑談をする余よ裕ゆうのある者はおらず、皆集中して女御の演奏に聴き入った。

　これが、噂の麗景殿の女御の音。

　中将の笛のような流麗さや艶なまめかしさ、女房の和琴のような手慣れた雰ふん囲い気きや千せん変ぺん万ばん化かの音の妖よう術じゆつには、とうてい敵かないそうにない。だが、一音一音丁てい寧ねいに弾き、中将や女房の音色に合わせようと心がけていることが音から伝わってくる。

　なんと、健けな気げなことか。

　女御の思いが伝わり、風流を愛する者たちは思わず涙なみだぐみ、女御の才能を値ね踏ぶみしてやろうと構えていた者たちは気まずそうに視線を逸そらす。

　麗景殿から流れる三音は絶ぜつ妙みように混じり、溶とけ合い、後宮の空気を柔らかく満たしていった。




　　　　[image: ]




　曲が終わると、見物客たちが弾はずんだ声を上げながら去っていく。麗景殿のあちこちに散っていた若狭たちは壁かべ越ごしにその声を聞き、室にいる碧子たちのもとに駆かけ戻もどってきた。彼女らの表情は一様に明るく、「皆、満足の様子です！」とはしゃいだ声で報告する。
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（よかった……終わった……）

　和琴の前に座る鈴子は瞬しゆん時じにどっと疲つかれを感じたが、同時に妙みような高こう揚よう感かんも得ていた。何かに全力で取り組んだ後の疲ひ労ろうは、酒に酔ったときのような酩めい酊てい感にも似たものがあると叔父おじは言っていたが、酒を嗜たしなまない鈴子にもその意味が理解できた。

　だが、ふらふらしている場合ではない。見物客は散ったが、まだ庇には帝や后妃たちがいる。鈴子の位置からはおっとりとした弘徽殿の女御と登華殿の女御の衣の裾が見えるだけだが、高貴な方々がまだ座している前で女房風ふ情ぜいが下がるわけにはいかない。

「主上おかみ、そして后妃の皆みな様さま。わたくしのつたない箏を聴きいてくださり、ありがとうございました」

　几き帳ちようを隔へだてた右みぎ隣どなりで、碧子がそう挨あい拶さつを述べた。彼女がひれ伏すのが衣きぬ擦ずれの音で分かったので、鈴子も主君に倣ならって平へい伏ふくした。

「いや、見事な合奏だった。中将の見た目を裏切るような妖よう艶えんな篠笛と、女房のこなれた和琴の音色はもちろん趣おもむき深いが、そなたもよく頑がん張ばった、女御よ」

　そう返す帝の声はいつぞや聞いたものと同じで、若々しくて張りがある。実章とは親しい間あいだ柄がらだからかさりげなく失礼な褒ほめ方をし、碧子の向こうで実章が「……一言余計です」と突つっ込んでいるのが聞こえた。

「……いえ。主上も皆様もご存じのように、わたくしがこうしてまともに弾けたのは、兄と女房の力ちから添ぞえがあってこそのことです。わたくしは、一人ではまともに音を出すこともできぬ、不器用な女でございます」

　碧子が、低姿勢で述べている。ここまで謙へりくだるとは思っていなかったのか、女によう御ごたちもそわそわしているのが気配で分かった。

「さらには、こうして主上にお越こしいただいて宴うたげを開くというのも、兄たちの助力を賜たまわってこそ為なし得たことでございます。……わたくしは、無力です。しかしこれまでのわたくしは、自分が無力であることを認めようとしませんでした」

　帝も女御たちも、黙だまっている。

（頑張ってください、女御様……！）

　たかが女房の鈴子にできることはない。ただ手をぎゅっと握にぎりしめ、碧子を心の中で励はげますだけだった。

「……先日わたくしは琴に八つ当たりをし、その際に立てた音をこちらにいる女房のせいにし、彼女を追放しました」

「……やはり、あなただったのですね」

　そう冷たく言い放った声は、帝よりもさらに奥から聞こえた。碧子を目の敵かたきにするという宣せん耀よう殿でんの女御で間ま違ちがいないだろう。女御も、鈴子追放を聞いて思うところがあったのではないだろうか。

　だが、女御に冷たく言われても碧子は臆おくせず、頷うなずいたようだ。

「はい。わたくしは女房──備前を失い、ようやく自分の愚おろかさ、幼よう稚ちさに気づきました。……宣耀殿の女御様。あなたは、わたくしの行いが間違っている、と常々指し摘てきしてくださったのに、わたくしはあなたが右大臣殿どのの娘むすめだからと、お言葉に耳を傾けようとさえしませんでした……申し訳ありません」

「……えっ？」

　宣耀殿の女御が、驚おどろいている。まさか、自分がくどくど嫌いやがらせをしていたのを、こういう形で返されるとは思っていなかったのだろう。

　それを聞いた帝が、くすりと笑う気配がする。

「ああ、なるほど。宣耀殿の女御、君はよく麗れい景けい殿でんの女御のことを指摘していたが、彼女を思ってのことだったのだね」

「まあ……宣耀殿の女御様は、思いやりに満ちていらっしゃるのですね」

「わたくしでは、他人に指摘することなんてできませんから……女御様の姿勢は素す晴ばらしいと思いますわ」

　帝のみならず、弘こ徽き殿でんの女御や登とう華か殿でんの女御にまで言われてしまった。宣耀殿の女御は「あ、え、いえ……はい、そうです」と消え入るように言い、その後はむっつりと黙ってしまう。

（……女御様、ご自分の非を認めるだけでなくて、敵対していた宣耀殿の女御様まで丸め込んでしまったわ……）

　まだまだ幼いと思っていた主君の機転に鈴子が内心舌を巻いていると、ははっ、と帝が快活に笑う声が聞こえた。

「麗景殿の女御よ、己おのれの罪を認めるのはさぞ勇気が要いったことだろう。そなたの気持ちはよく分かった。……女御よ、弱いことは罪ではない。そなたはまだ幼く、未熟だ。だがその分、伸のび代しろもある。……今後も后こう妃ひたちと協力し、私の治世を支える后きさきとなってくれ」

「主上……！」

　帝の言葉に胸打たれたらしい碧子が、感かん極きわまった声を上げている。どうやらふらっとしてしまったようで、慌あわてて若狭たちが几帳を退どけて駆け込んだ。

　庇ひさしでは、弘徽殿の女御と登華殿の女御は「あらあら」「まあまあ」とふんわり笑っていて、帝も「泣かなくてもいいだろうに」と苦く笑しようしている。宣耀殿の女御の声は聞こえないが、多分じっとして成り行きを見守っているのだろう。

（……よかった）

　帝が「皆、気を楽にしなさい」と許可をくれたので、鈴子は平伏したままずるずる後退して几帳の陰かげに隠かくれ、やっと息がつける気持ちで深呼吸した。

　碧子は自らの罪を認め、帝はそれを許した。

　碧子は鈴子たちの協力を得つつも最後まで箏そうを弾ひききり、実力を見せることができたのだ。




　女によう房ぼうたちに室の片づけを頼たのんで一いつ旦たん下がり、水でももらいに行こうと西の簀すの子こに出た鈴子は、足早に歩いている女によ人にんとばったり顔を合わせてしまった。この位置を通る人物は、一人しかいない。

「あっ」

「あっ」

　宣耀殿の女御はよほど早く帰りたかったのか、お付きの女房たちを置いて一人で歩いていた。後から几帳を掲かかげた女房たちが「女御様ー！」と呼びながら追いかけてきているが、残念ながら女御の顔は明らかになってしまっている。

　確か鈴子と同じ年頃ごろだったと思う女御は、ややきつめの顔立ちをした美女だった。身長は鈴子よりも低いが、目め尻じりがきゅっと吊つり上がっていて勝ち気な印象がある。碧子は愛あい嬌きようのある美少女だが、宣耀殿の女御は碧子とは間逆の方面に位置する美人であることが分かった。

（……って、まじまじと見ている場合じゃないわ！）

「失礼しました。どうぞお通りください、女御様」

「……おまえは、先ほど和わ琴ごんを弾いていた女房ですね」

　鈴子はさっと道を空けたのだが、女御は足を止め、平伏する鈴子を見下ろしていた。紅くれない、蘇す芳おう、紅梅の衣ころもを重ねた撫子なでしこの装いは非常に華はなやかだが、彼女の気の強さを表しているようにも思われる。

「はい、備前と申します」

「……では、備前。わたくしはもう疲れたため殿舎に戻りますので、次のことを麗景殿に伝えておきなさい」

「は、はい。お伺うかがいします」

　礼れい儀ぎ正しく答えつつ、何を言われるのだろうかと鈴子の背中には汗あせが伝っていた。

（まさか、今の今に暴言を吐はかれるとは思わないけれど……）

　鈴子は頭を下げて女御の言葉を待っていたが、彼女はなかなか「伝言」を口にしない。

　ひたすら待つこと、しばらく。

「……端たん午ごの薬くす玉だまを落とすよう命じたこと、お詫わびします。女楽で思い通りにならなかったからといって、やけに走ったわたくしの愚ぐ行こうを許してくださるよう、取り次ぎなさい」

　やはり、麗景殿に飾かざっていた薬玉を切り落とすよう命じたのは、宣耀殿の女御だったようだ。だが、それを彼女が素す直なおに認めたのが意外で、鈴子は衝しよう動どう的に声を上げたくなった己を叱しつ咤たし、頷いた。

「……かしこまりました」

「あと……わたくしはおまえに勝ちを譲ゆずるつもりはありません。しかし、おまえの言葉だけは受け取っておきます、と」

「……え？」

「べ、別に、わたくしは麗景殿のためを思って主上おかみに報告したわけではありません！　今さら懐なつくふりをしたって靡なびいたりはしないから勘かん違ちがいしないように、と言っておくのです！　いいですね!?」

「か、かしこまりました……？」

（……あれ？　もしかして今の女御様の発言って……）

　そろそろと顔を上げた鈴子だが、既すでに宣耀殿の女御はさっさと自分の殿舎に向かってしまっていた。相変わらず置いて行かれた女房たちが、「女御様ー！」「もっと分かりやすく伝えましょうよー！」と口々に言いながら主人の後を追いかけている。

　ばたばたと去っていった宣耀殿一行を見送り、鈴子は首を捻ひねった。

　女御のような反応をする人は初めて見るが──もしかすると彼女は、碧子のことを疎うとましく思いつつも、懐かれたら懐かれたで悪い気はしないと思っているのではないか。「勘違いしないように」というのは、照れ隠しであって……。

「……もしかして、我が主あるじは、宣耀殿の女御様のこういう面を見み抜ぬかれていたのかしら？」

　その上で碧子があの発言をしたのなら、彼女は相当のやり手だ。麗景殿の将来は、明るそうである。




　水をもらってから麗景殿に戻もどると、殿舎はがらんとしていたし、薄うす暗ぐらい。帝みかどが清せい涼りよう殿でんに戻った後、どうやら一気に疲つかれが出た碧子が早めに床とこに就ついたのだと若狭が教えてくれた。

「女によう御ご様は明日、備前にもお礼を言うとおっしゃっていましたので、あしからず」

「いえ、とんでもないことです。若狭殿どのも、準備などで大変お世話になりました」

「……女御様のことを思ってのことです。あなたに感謝されるいわれはございません」

　若狭はツンと言い放ち、鈴子にさっさと背を向けてしまった。だが、鈴子の感謝を突つっぱねたわりに頰ほおは赤いし、物言いも柔やわらかかった。

（……あら？　もしかして若狭殿も、宣耀殿の女御様と同じで──）

　なんとなくその後ろ姿が先ほど目にした宣耀殿の女御に重なって見えたが、余計なことは言わないことにした。

（……さて、私も片づけをして──）

　──すずこ。

　鈴子は、足を止めた。碧子の就しゆう寝しんのために明かりを落とした麗景殿の室を見回し、耳を澄すませる。

　──すずこ。

　聞こえてきたのは、微かすかな琴ことの音色だった。まるで鈴子の名を呼んでいるかのような三音。これを奏かなでられる人は、一人しかいない。

　碧子を起こさないよう忍しのび足で室を横切り、東庇に出る。月光に照らされた庇には、すっかり暗くなった壺つぼ庭にわに向き合うように一人の男の姿があった。

　もう、一足先に直じき廬ろに戻っているのだと思っていた。

「……実章様」

「……鈴子」

　振ふり返った実章は月明かりの下で柔く微笑ほほえみ、ちょいちょいと手招きをした。やはりというか、あぐらを搔かいた彼の正面には先ほど碧子が使った箏の琴が据すえられている。篠しの笛ぶえや和琴は片づけていたので、これだけ残しておいたのだろう。

　彼の隣となりに座ると、実章はまたしても「すずこ」と琴を搔き鳴らした。

「……今日は、大変世話になった。本当に、助かった」

「いえ、宴うたげを成功させられたのは女御様が頑がん張ばられたからですし、実章様が主上にご説明したりと動かれたからではありませんか。私は女御様に琴をお教えし、ただ楽人の一人として宴の末席に加えていただいただけです」

　鈴子は真実を述べたつもりだが、実章は首を横に振った。

「『だけ』なんて謙けん遜そんするのは間ま違ちがいだ。……あなたは本当によくやってくれた。あなたが来てくれなければ碧子は立ち直れなかっただろうし、宣せん耀よう殿でんの女御様と折り合いを付けることもできなかっただろう」

「……」

「それに、さっき主上からもお言葉をいただいた。三人での合奏、見事だった。これからも協力して内だい裏りのために尽つくすように、とのことだ。……臣下としてこれ以上ない言葉をいただけたのも、あなたが勇気を出して飛び込んでくれたからだ。だから……自分の成果はきちんと受け入れるべきだ」

「……そういうことなら、分かりました」

　とはいえまだ気き恥はずかしいし、「自分のおかげだ」なんて傲おごったことを考えるのもおこがましいので、鈴子は曖あい昧まいに流しておいた。

「……あなたは、再び碧子の女房になったことを悔くいてはいないのだな？」

「……私としては、自分がしたいと思ったことをしただけです。結果として女御様とも仲直りができましたし、女御様の素直なお気持ちを聞くこともできました。……色々迷ったし割り切れないところもあったけれど、やっぱりここに来てよかった、と思っています」

「……そうか」

　その後、しばらく二人の間には沈ちん黙もくが流れた。その静けさも別に嫌いやではなかったが、やがて鈴子は立ち上がって一旦自分の局つぼねに戻り、箏そう用の爪つめをはめて戻ってきた。

　こちらを見た実章が何かを期待する眼まな差ざしで座る位置をずらしたので、先ほどまで彼が座していた場所に膝ひざを突つき、鈴子は琴に親指を走らせた。

　──さねあき。

「実章様。私……あなたの妻でいられて、幸せでした」

「なぜ過去形なんだ」

「え？　それは……私は一度離り縁えんを申もうし渡わたされた身ですし、もうじき正妻も迎むかえられるのでしょう？」

「俺、言っただろう。俺は諦あきらめない。というか、離縁だって父上が勝手に下したことだ。俺がそれを受け入れた覚えは一度もない」

「……」

　そういえば、確かに。鈴子は彼に捨てられた身だと思って接していたが、彼が鈴子を元妻として扱あつかったことは一度もなかった。

「実章様、それはつまり──」

「……お話し中失礼します。中ちゆう将じよう殿どの、蔵人くろうどがお呼びです」

　突っ込んで聞きたかったが、若狭がそっと背後から声を掛かけてきたため、続く言葉を飲み込んだ。彼も仕事があるだろうから、これ以上引き留めておくことはできない。

　実章はやれやれとばかりに立ち上がり──かけてすぐに座り直し、大きな手を琴の上にかざした。

　──すずこ。

　かつてないほど優やさしい音色で呼ばれたから。

　──さねあき。

　鈴子が返事をすると、二人は見つめ合った。そして何も言わず実章は今度こそ腰こしを上げ、若狭の呼ぶ方へと歩いていった。

　独りぼっちになった庇ひさしで、鈴子はしばらくぼんやりとしていた。だがおもむろに琴の前に座り直すと、夜の空気を乱さない微かな音で琴を鳴らし始めたのだった。
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「よく来た、備前！　まあ、そこに座れ！　……ん？　そなたは備前の連れか？　よしよし、そなたも座るといい！」

　左大臣邸ていにて。

　喜色満面の左大臣に迎えられたものだから、鈴子は「これは左大臣によく似た双ふた子ごだろうか」と思ってしまった。鈴子だけでなく、付き添そいのきりもあれよあれよという間に円座わろうだに座らされ、「なんなんですかねー、これ」とぼやいている。

　帝の御ご前ぜんでの演奏の翌々日。実章の屋や敷しきに戻ると「うちに来い」という旨むねの左大臣からの文ふみが届いていて、鈴子はひやひやしつつ訪問したのだ。

（お叱しかりは受けないだろうとは思っていたけれど……こんなに歓かん待たいされるとは）

　鈴子たちと左大臣の間に、御み簾すは下がっていない。鈴子ときりは揃そろって平へい伏ふくしたが、左大臣は顔を上げるよう言うと、菓か子しや酒を持ってくるよう女によう房ぼうに命じた。

「まずは……そなたのことを疑い、手て荒あらな真似まねをして、申し訳なかった」

　左大臣は神しん妙みような顔で言うと……なんと、頭を下げた。

　公く卿ぎようの頂点に立つ者が、それもこれまで散々鈴子にきつく当たってきた者が頭を下げるとは思っておらず、女房に勧すすめられて菓子を手にした鈴子は思わず取り落としてしまった。

「お、おやめください、左大臣殿！　私などに頭を下げないでください！」

「だが、私は碧子の言葉ばかりを信じ、これまであの子のために身を尽くしてくれたそなたを内裏から追放したのみならず、苦境に立ったならば厚かましくもその力に縋すがった……。そのことは、紛まぎれもない事実だ」

「分かりました、分かりましたので、お願いですから顔を上げてください……！」

　泣き落とさんばかりの勢いで鈴子が懇こん願がんしたからか、ようやっと左大臣は顔を上げてくれた。このままだったら鈴子の寿じゆ命みようが縮みそうだったので、視線を上げてくれただけでかなり安心できた。

　あの宴の後、碧子は父にもちゃんと事情を説明したらしい。左大臣は愛まな娘むすめの告白にたいそう驚おどろき、胸を痛めたそうだ。そして、女房を貶おとしめたことを叱り、同時にきちんと自分の罪に向き合えたことを褒ほめたらしい。

（左大臣殿なりに、女によう御ご様に向き合ってらっしゃるのね。甘やかしているのだとばかり思っていたけれど、そうじゃなかった……）

　しみじみ思う鈴子の隣となりでは、きりが機き嫌げん良よく菓子を食べている。良くも悪くもきりらしい行動だが、左大臣は「よい食べっぷりだ」と褒めているのでいいこととした。

「……おお、そうだ。そなたのおかげで碧子が主上おかみの中ちゆう宮ぐうとなる道も拓ひらけた。後ほど、少しよう納な言ごん橘成継へ金きん子すを贈おくろう。もちろん、そなたの働きに免めんじて量は増やそうぞ」

「あ、ありがとうございます！」

　やった、と跳とび上がりたくなる気持ちを抑おさえて鈴子が低姿勢で礼を言うが、なおも笑え顔がおの左大臣は扇おうぎを振ふった。

「よいよい。……そなたの働きには、非常に感謝しておる。実章とも仲よくしていたようで、内裏におけるあやつの評判も鰻うなぎ登のぼりになったそうだ」

　左大臣曰いわく。それまでは「冷れい徹てつな中将」「嫁とつげば不幸になる」と言われていたが、これまでの実章と鈴子の行動により、それらの噂うわさは一気に拭ぬぐわれたという。今では「妻を愛する情け深い勇将」と褒めちぎられているとか。人とは、まことに噂に流されやすいものである。

（……実章様の悪い噂が払ふつ拭しよくされたのは、よかったわ）

　喜ばしい気持ちでうんうん頷うなずく鈴子だが、続く左大臣の言葉で天から地へと叩たたき落とされた。

「うむ、これで実章も安心して結けつ婚こんできるだろう」

　──きいん、と耳の奥で甲かん高だかい音が鳴り響ひびく。

（……結婚？）

「先日の宴うたげももちろんだが、実章とそなたは宮中でもよく振る舞まったようだな。実章は笛を嗜たしなむ風流心を持つだけでなく、妻を大切にする情け深さがある、男気に溢あふれた名将だと評判になっておる。そんな実章なら是ぜ非ひ婿むことして迎えたい、という申し出が来ているのだ」

「……あ、あの、僭せん越えつながら申し上げますが……確か左大臣殿は、もう中将殿の正妻となる方を決められているのでは──？」

「ん？　ああ、そうだな。こうなったら、あの憎にくらしい右大臣の娘むすめと結婚してでも名めい誉よを挽ばん回かいせねばと焦っていたのだが、焦あせる必要もなくなった」

　左大臣はなんてことなさそうに言うが、鈴子にとっては衝しよう撃げきの事実だ。

　つまり、あのまま鈴子が一歩踏ふみ出さなければ、実章は右大臣の娘──宣せん耀よう殿でんの女御の姉妹と結婚させられていたのだ。実章が粘ねばっていたのは、家のためとはいえ、妹の政敵の家に婿むこ入いりするのが気が向かなかったという理由もあったかもしれない。

「右大臣も、あまりいい顔をしていなかったからな。実章との結婚が一いつ旦たん白紙になっても我々にとっては何の痛手にもならない。むしろ今では、『鬼おにの中将』とかいうおどろおどろしい噂はどこへ行ったのやら、大だい納な言ごんや親しん王のうから縁えん談だんを持ちかけられているほどなのだ」

　どうやら、これまでの鈴子たちの努力やあの合奏により、実章の評価が見直されていたようだ。

　皆みなは、実章に関する噂のみを信じて、本当の彼を見ようとしなかった。だが、鈴子を大切に扱あつかったり宴で雅みやびに篠しの笛ぶえを吹ふいたりする彼を見、中将は決して野や蛮ばんな男ではないのだと分かったのだろう。

　……実章の評価が見直されたというのは鈴子にとっても嬉うれしいことだが、今はそれを手放しで喜べるほどの余よ裕ゆうはない。

「それに、碧子は琴ことの理念が分かったようだし、后こう妃ひとしての心構えも身に付いたようだ。そなたからは、十分すぎるほどのことを教わったのではないか」

　──ぐっ、と臓ぞう腑ふを潰つぶされたかのような圧あつ迫ぱく感かん。

（……それは、そうだけれど。でも、私は……）

「実章も言っていたのではないか？　そなたと実章が離り縁えんした後は、満足のいく再さい婚こん相手を私たちが探してあげると。実際そなたたちは既すでに離縁しているのだから、気き兼がねなく再婚するといい。なんなら、左大臣家の遠とお縁えんの貴公子はどうだ？　身分なら私が保証するし、少納言殿どのも我々の縁えん者じやとして歓かん迎げいしよう」




　その後のことは、あまりよく覚えていない。実章の屋敷の自室に戻もどっているからには、どうにかして左大臣邸からここまで帰ってきたのだろう。

（……分かっていたことなのに）

　なにやら物言いたそうな表情のきりを下がらせ、鈴子はふらふらと御み帳ちよう台だいに潜もぐり込むなり、茵しとねの上に倒たおれ込んだ。衣ころもがぐしゃぐしゃになってしまっているのは分かっているが、一旦体を起こして衣装を直すのさえ億おつ劫くうだ。

　足あし下もとにぽっかり穴が空いたような感覚、とはこのことを言うのだろうか。

（実章様は、別の姫ひめ君ぎみを正妻に迎むかえる。私は報ほう酬しゆうをもらって、叔父おじ様の家に戻る。場合によっては、左大臣家に縁えんのあるお方と再婚する）

　それは、なんらおかしなことではない。そして既に鈴子は実章の妻ではなくなっているし、実章の評判を上げるという目的も、碧子に琴を教えるという目的も、紆う余よ曲きよく折せつを経て達成した。既に大納言などの娘が実章の正妻に名乗りを上げているようだから、左大臣が実章にとって一番有益な姫君を正妻に選ぶだろう。

　ぐ、と拳こぶしを固めるが、すぐに弛し緩かんして茵の布地を握にぎる。

　悲しいはずなのに、辛つらいはずなのに、なぜか鈴子の口元は笑みを象かたどっている。もしかすると、自分は泣くこともできないほど辛くて、おかしくなって、笑いさえこみ上げてしまっているのだろうか。

（何、勝手に衝撃を受けているの。全部、分かっていたことじゃない）

　むしろ、思っていた以上に好成績を残せた。契けい約やく結婚を提案されて驚いていた頃ころの自分に教えれば、さぞ喜んだのではないか。

　実章の評判はよくなったし、碧子も音楽に対して前向きになれた。これから帝みかどとも愛情を育はぐくんでいくだろうし、中宮になってもおかしくない立場になれたはずだ。

　鈴子の代わりがいくらでもいるというのは、契約を果たした今も同じ。

　もう、誰だれも鈴子を必要としない。

　鈴子にできるのは、「今までお世話になりました」と別れの挨あい拶さつをすること、それだけだった。
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（これでやっと、叔父様に恩返しができた。これまで付いてきてくれたきりや家人たちにも、たくさんの禄ろくを与あたえられる）

　特にきりは、宮仕えの間も精力的に鈴子を支えてくれた。彼女にもたんまりと褒ほう美びを与え、忠誠心と働きに報むくいなければならない。

　一応実章の屋や敷しきに戻ってきたが、既に鈴子の私物はほとんど残っていない。だがよく室を見回すと、壁かべに「婚こん姻いんの十箇か条じよう」が残っているのに気づいた。なんとなくそれを見る勇気が出なくて、鈴子は視線を逸そらしながら壁から外し、小さめの櫃ひつに放ほうり込んだ。

（もう、これも必要ないものね……ん？）

　ふと、寝しん殿でんの方から足音が近づいてくるのを耳にし、鈴子は立ち上がった。もしかすると、少納言邸ていへお遣つかいに行かせていたきりが戻ってきたのかもしれない。

　──だが、きりにしてはその足音がかなり重い。それだけでも十分嫌いやな予感がしたのに、簀すの子こを歩く家人たちが「あら、殿ですか？」「お早いお帰りですね」と言う声が聞こえるものだから、鈴子はぎょっとした。

（な、なんで実章様が!?　今日も宿直とのいじゃないの!?）

　実章の行動予定を把は握あくした上で、鈴子は碧子にも休きゆう暇か願ねがいを出し、逃にげ支じ度たくを整えていたというのに。

　運動神経に優すぐれた実章が室に駆かけつけるまで、ほんの数秒。どこへ隠かくれようかと室の中央で右往左往している間に、ざっと御み簾すを片手で搔かき上げた実章に見つかってしまった。

「鈴子！」

「お、おかえりなさいませ！」

「ああ、ただいま。……なあ、鈴子」

「あ、え、その、もしよかったら、お菓か子しでも食べませんかっ!?」

「ああ、いただこう。……それはいいとして、鈴子」

　一言一言喋しやべるたびに実章が迫せまってくるものだから、鈴子も汗あせびっしょりでにこやかに応対しつつ、じりじり後退する。だが実章の方が歩ほ幅はばが大きいので、あっという間に鈴子は背後の襖ふすま障しよう子じまで追い込まれてしまった。

　踵かかとが襖障子に触ふれ、退路を失ったことに気づく。そして一気に詰つめ寄ってきた実章は真顔で鈴子に迫ると、両手を突つっ張ぱるように障子に当て、鈴子の逃げ場を奪うばった。

（ち、近い近い！）

　これまでこれほどの至近距きよ離りで見つめられたことがなかったので、鈴子は本能的な恐きよう怖ふを感じてきょときょとと視線を彷徨さまよわせる。だが右を見ても左を見ても実章の腕うでがあり、顔を上げれば端たん整せいだが感情の消えたかんばせに見つめられ、思考することを放ほう棄きしたくなってしまう。

「……質問する」

「は、はい」

「あなたはなぜ、日中から屋敷にいて、なにやら作業をしているのだ？」

「お、大おお掃そう除じをするためです！」

「なるほどそうだったのか……と、さすがに今は絆ほだされるわけにはいかない」

　みしり、と顔の横で障子が悲鳴を上げている。所しよ詮せん紙と木でできた襖障子は、実章がちょっと力を込めただけで穴が空くのではないだろうか。

「わ、分かりました！　言いますから……手を、手を退どけてください！」

「退けたらあなたが逃げそうだ」

「逃げません！　あの、襖に穴が空きそうで……！」

「……確かに、穴を空けたら家人を困らせるな」

　聞き分けのいい実章はすぐに腕を退けたが、代わりにひょいっと鈴子を抱だきかかえると、その場に座った。一いつ瞬しゆんのことだったので鈴子はわけが分からず、気が付いたら床ゆかにあぐらを搔く実章の膝ひざに乗り、彼と向かい合うように座っていた。

「硬い膝の上で悪いが、これで我が慢まんしてくれ。……それで？　なぜあなたは碧子に休みをもらってまでして屋敷の『大掃除』をしているのだ？」

　まるで人の揚あげ足を取るような言い方だが、根が真ま面じ目めな彼は多分、鈴子をからかうつもりなんてないのだろう。

（……逃げられない）

　鈴子は塩を掛かけられた青菜のようにしゅんとしてしまう。

「その……お暇いとまをするに向けて、身辺整理を行っていました」

「お暇」

「あの、左大臣殿から伺うかがったのです。もう私は十分お役目を果たしたので、実章様は新しい妻を迎えられるだろうって……」

「父上が」

　ぎゅっ、と実章の眉まゆが寄せられ、別に彼に叱しかられているわけでもないのに鈴子は身を震ふるわせて頷うなずいた。

「は、はい。叔父様も喜んでらっしゃいましたし、私も再さい婚こんに向けて準備を──」

「させない」

「……一生独身でいろということですか？」

「そうじゃない。あなたはずっと、俺の妻だ」

　実章の言葉が、最初はうまく理解できなかった。

（ずっと実章様の妻？　もう私は、実章様の妻じゃないのに？）

「……何をおっしゃってるんですか？」

「あなたこそ、俺への相談もなしに何を言っているんだ。……もしかして、俺はそんなに甲か斐い性しようがなかったか？　あなたが追い出されたときに駆けつけられなかったことを憎にくんでいるのか？　それとも、新しく贈おくった脇きよう息そくの柄がらが気に入らなかったのか？」

「……何をおっしゃってるんですか？」

　つい、先ほどと同じことを問うてしまった。だがそれくらい、実章の言っていることは鈴子の理解の範はん疇ちゆうを越こえていたのだ。

（だって、だって、契約では──）

　混乱しそうになる頭をこんこんと叩たたくと、「やめなさい」とそっと手首を摑つかまれたので、鈴子は頭を振ふった。

「でも……実章様を婿むこに欲しがっている方がたくさんいらっしゃると、左大臣殿どのが……」

「そのようだな。二年前に俺を『野や蛮ばんな無法者』と詰なじった女性が、今になって『強い男性は素す敵てき』とかと言って、迫ってきている。面めん倒どうなことこの上ないし、そんな現金な女性と結けつ婚こんするつもりはない」

「でも、あの、私たちの関係は契約で結ばれた、仮かり初そめのものだったでしょう？」

「そうだったな」

「それなら……私はもう、ここを去るべきです。契けい約やく違い反はんをしてはなりません」

「そうだな、約束は守るべきだ。……だが、契約違反ではなくて、契約内容の変へん更こう、上書きなら可能ではないか」

（変更と、上書き……？）

　鈴子がぱちぱちまばたきしていると、実章はそれまで握にぎっていた鈴子の手を離はなし、そうっと頰ほおに手を伸のばした。

　大きな手が、繊せん細さいな絹の布地でも撫なでるかのように鈴子の皮ひ膚ふに触れる。

「……父上なら、俺が話をする。俺はあなた以外の妻を娶めとるつもりはない。あなたにはこれからも俺の妻としてこの屋敷で暮らし、碧子の女によう房ぼうとして出仕してほしい」

「……なんで？」

　本当なら、「そう言ってくれて嬉うれしい」「私も、ここに置いてほしいと思っていたのです」と素す直なおに喜びを表現するべきかもしれない。だが、まさか実章がこう言ってくれるとは思っていなかったので、情じよう緒ちよもへったくれもない問いをしてしまった。

　実章はそれまできつく寄せていた眉をふっと緩ゆるめ、「鈴子」とどこか色気の滲にじんだ優やさしい声で名を呼んだ。

「あなたを、手放したくないからだ」

「……」

「あなたは、俺の世界に彩いろどりと美しい音色を添そえてくれた。二年前のあの日から、俺は変わった。あなたのおかげで変わることができた。そんな運命の人をやっと手に入れられたというのに、契約終しゆう了りようだからと手放せるはずがないだろう」

　流水のごとくさらさらと言葉を紡つむぐ実章は、普ふ段だんの無骨で生き真ま面じ目めな人と同一人物だとは思えない。それ以上に、鈴子は彼の台詞せりふが気になってそわそわと両手を握ったり開いたりしてしまう。

「えぁ、あ、の……やっと手に入れられた、というのは……？」

　確か実章は、父から結婚を命じられたのと、碧子に琴ことを教える女房を付けるために、鈴子と結婚するのだと言っていた。両方の条件にぴったりなのが鈴子だったのだ、と。

　聞かれた実章はしばし考え込んだ後、「ああ、それか」となんてことないように相あい槌づちを打つ。

「あなたには言っていなかったな。そもそも、俺たちの結婚が成立するようにしたのは──俺自身の願望のためだ。確かに父上からは二つの命令を受けていたし、『ちょうどいいから』鈴子を選んだのも間ま違ちがいではない。だが、いくらあなたが琴の腕うで前まえに長たけていて俺からの提案があったとはいえ、強力な後ろ盾だてもおらず名門出身でもないあなたを、左大臣である父が俺の結婚相手に指名すると思うか？」

　実章の指し摘てきはもっともで、鈴子は今になって契けい約やく結けつ婚こんの「からくり」の存在に触れた。

　実章の仮の妻になる、琴が上手な女性。そんなの、鈴子でなくても当てはまるだろうし、むしろ鈴子よりも扱あつかいやすい女性もいたはずだ。少しよう納な言ごんの姪めいなんて、左大臣からすればいてもいなくても変わりない、その辺に自生している野草みたいなものだろう。

（確かに、実章様の口くち添ぞえで私が選ばれたとは聞いていたけれど……他ほかにも候補が出てきそうなものよね）

「あなたも知っているだろうが、父上はなかなか気難しい人だ。父上に悟さとられぬようにあなたの情報を小出しに伝え、他の候補をそれとなく遠ざける。俺との契約結婚相手ならあなたしかいないと父に思わせてから、父にあなたを仮初めの妻にする提案をし、俺は少納言邸ていに文ふみを送ったんだ」

「……で、ではまさか、実章様はもっと前から私のことを……」

「ああ、二年前に出会ったときからだな。あのときあなたに『本当のあなたを見てくれる人』が現れるはずだと言われた。その人とは、鈴子のことだった。だから、俺はどんな手を取ってでも鈴子と結婚したいと思った」

　告げられた内容に、いよいよ鈴子はくらりときてしまいそうになった。

　何が、「腕わん力りよくで全すべてを解決する不気味な鬼おに」だ。実章は元々冷静な策略家で、契約結婚さえ彼の計画の内だったのだ。

「な、なんてことをなさっていたのですか……」

「ん？　『本当のあなたを見てくれる人』の話をしたのはあなただろう？　あなたは、その人なら生しよう涯がい寄より添ってくれるという旨むねのことを言っていた。本当の俺を見てくれたあなたは、俺のたった一人の妻にふさわしいと思うのだが」

　そこまでは覚えていなかった。二年前の自分は、とんでもないことを言ってくれたものだ。

（べ、別に嫌いやじゃないけれど！　でも、それだけで求きゆう婚こんするとは思えないし……）

「あ、あの。でも、なぜあなたがそこまでして私を手元に置きたがるか、分かりません」

　色々なからくりが分かった今、鈴子の頭を悩なやませているのはこれだ。

　我ながら、鈴子には自分が実章に好かれる要素が分からない。顔は平へい凡ぼんだし、実家に金はないし、かわいげもない。自じ慢まんできるのは琴の腕前くらいで、あとはよくて平均といったところではないか。

（実章様の思いこみかもしれないわ！　そりゃあ、愛してくれるのは嬉しいけれど……誤解なら解かないと！）

　そんな気持ちで問うた鈴子だが、実章は鈴子から手を離すと腕うでを組んだ。

「……婚こん姻いんの十箇か条じよう、その五。──嬉しいときは『嬉しい』、嫌なときは『嫌』とはっきり言うべし。ということで、俺があなたについて好ましいと思う点を今から述べる」

「……えっ」

「まず、言わずもがな音楽の才能だ。俺は弾ひきものはおしなべて苦手だ。だがあなたはその繊細な指先で絹の弦げんを自在に操あやつり、ときには幻げん想そう的で優美な楽曲を、ときには親しみやすい童どう謡ようを、ときには華はなやかな催さい馬ば楽らを奏かなでる。それだけでなく、人の心に寄り添い、癒いやし、安らぎを与あたえてくれるあなたの琴が好きだし、それを奏でるあなたの眼まな差ざしや姿も非常に好ましいと思う」

　ここまで、一気に言い切った。彼の肺活量は素す晴ばらしいし、これほどまで流りゆう暢ちような言葉で褒ほめ殺しができるなんて思っていなかった。

（そ、そうなのね。そういう風に思ってくれていたんだ……）

　だが、安心するのはまだ早かった。

「あと、自覚していないようだが、あなたはとても可愛かわいらしい顔つきをしている。もちろん、碧子ほど華やかなものではないが、笑った顔は愛あい嬌きようがあるし、ぱっちりとした目元も素晴らしい。それでいて、前ぜん傾けい姿勢になって琴を弾くときには驚おどろくほど真しん剣けんな眼差しになり、その横顔に俺は何度心を奪うばわれたことだろうか」

「え？　あ、あの……」

「まだある。碧子の音楽の才能を矯きよう正せいさせるだけの辛しん抱ぼう強づよさと発想の柔やわらかさ、そして人の心を摑つかむ術すべは、あなたの強みと言っていいだろう。俺は、大切に囲われる女性よりも、俺と一いつ緒しよに動き回ってくれる女性の方が好きなんだろうな。自分にできることをしようと一いつ生しよう懸けん命めいなあなたの姿に、俺は勇気をもらった。懸命に咲さこうとする花は、美しい。俺は知ってのとおり不器用な馬ば鹿か力ぢから持もちだが、美しく可か憐れんな花を愛めでたいし、大切にしたい。俺の人生に彩りを与えてくれたあなたを、心から慕したっている」

「……わ、分かりました！　もう、十分分かりましたので……そろそろお許しください」

「ん？　俺が何を許すんだ？　あなたは何か悪いことをしたか？　いや、むしろ日々俺の支えになってくれたのだから、悪いことどころか──」

　……無自覚で天然な人の口説き文句ほど、たちが悪いものはない。聞かされているこちらはもう頭から湯気が立ち上りそうなほどだというのに、このままだと実章は鈴子が蒸発するまで美点を言い続けるだろう。

「あ、あの……実章様のお気持ちは、もう、十分すぎるくらい、分かりました。そのように思っていただけて……とても、嬉しいです」

「……嬉しい。では、あなたは──」

　それまでは立て板に水のごとき勢いだった実章が、すうっと気持ちを落ち着けて聞いてきた。その目はどこか緊きん張ちようしているような、少し怖こわがっているようにさえ思われ、不ふ謹きん慎しんだとは分かっていてもちょっとだけ「可愛い」と思ってしまった。

　彼と見つめ合い、鈴子はほんのり微笑ほほえんだ。先に実章からすらすらと口説き文句を言われたからか、いつもよりもずっと素直に言葉が出る。

「私も……私も、あなたのことをとても好ましく思っています。あなたは格好いい面も可愛らしい面も見せてくれます。いつでも真ま面じ目めでたくましくて優やさしい、頭とうの中ちゆう将じように誰だれよりもふさわしいお方──そんなあなたを、お慕い申し上げております」

「……あなたも、俺を」

　少しびっくりしたような様子は、やはり可愛らしい。先ほどの押しの強さとは全く逆の顔を見せる実章が──とても好ましいと思われた。

　だが、彼を好ましいと思うのは自分の身勝手な感情ゆえだと思っていた。実章に勝手に懸け想そうし、異性として意識し、契約を反ほ故ごにするような真似まねをする自分が愚おろかしく、この感情には蓋ふたをして、鳥とり辺べ野のまで持っていかなければならないのだと思っていた。

　……しかし、その蓋を実章が開けてくれた。出てきていい、しまわなくていい、と手を差し伸のべてくれた。

「……私、私も、ずっとあなたの妻でいたいです。他の人と再さい婚こんなんてしたくないし、他の女性があなたの正妻になるのも見たくない……！」

　自分で言ったくせに、その光景を思わず想像してしまった。

　叔父おじの家の前にぽつんと佇たたずむ鈴子。屋や敷しきの前の道を、立派な牛ぎつ車しやが通っていく。そこに乗っているのは見事な直衣のうし姿の実章と、美しい単ひとえ衣ぎぬ姿の知らない女性。

　……考えるだけでまぶたが震ふるえ、単ひとえの裾すそで目元を押さえようとしたが、その手を実章がさっと取り、自分の袖そででぎゅっと目元を押さえるように涙なみだを拭ぬぐってくれた。

「……泣かないでくれ、鈴子」

「泣いてませんっ。それに、実章様。十箇条の、三つ目──」

「……ああ、許可なしに相手に触ふれない、だったか？　そんなの今さらだし、あれはもういいだろう。……今度、二人で新しく書き直そう」

　二人で新しく。

　そのときにはきっと、先ほど鈴子が片づけて櫃ひつに入れた旧・婚姻の十箇条とは全く別のことが書かれるのだろう。

（実章様が、「今度」のことを約束してくれる……）

　鈴子の目元を拭っていた実章の手が、鈴子の手を取った。壊こわれないように、潰つぶれないように、神経を尖とがらせて鈴子の手を握にぎっている実章の眼差しは、「鬼の」という渾あだ名なが馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思えるほど柔らかい。

「まあ、そのときには既き定ていの項こう目もくのほとんどは消えるだろうな。俺たちは何も隠かくす必要がないし、父上の命令に従ういわれもない。ただ、困ったときには相談するというのは続けるべきだし、壊れ物も……俺は間ま違ちがいなく何かを壊す自信がある、すまん。……あと、一日一度の会話と三日に一度の菓か子しも、訂てい正せいだ。会話は朝晩欠かさず、菓子は毎日食べよう」

「そ、そんなにあなたと長い間一緒にいていいのでしょうか」
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　肝かん心じんなところでも、鈴子は必要以上に慎しん重ちようになってしまう。嬉うれしいことがたくさんありすぎたら、別の形で返さなければならないかもしれない、と貧びん乏ぼう根こん性じようが警告を発してしまうのだ。

　実章はふふっと微笑み、空いている方の手で鈴子の髪かみを撫なでた。

「俺は大だい歓かん迎げいだ。……あと、一番厄やつ介かいな、十個目。あんなのも削さく除じよ、削除だ」

「十個目……」

　──相手のことを、恋れん愛あい対象として見るべからず。

　さわり、と室に吹ふいてきた夏の風が、鈴子の髪を揺ゆらし、心の中を吹き抜ぬけていく。

　最後の最後まで鈴子を縛しばり付けていた戒いましめが、崩くずれていく。

「……はい」

　もう、胸の痛みに苦しまなくていい。

　約束を破ってしまった、と罪悪感に潰されなくてもいい。

　鈴子の返事を聞いた実章は、それまで髪に触れていた手を滑すべらせ、顎あごの横の骨に添そえるように触れてきた。

　わずかに上向かせられた鈴子がきょとんとしている間に、実章の端たん整せいな顔が近づき──

「鈴子」

「さねあ──」

　最後まで名を呼ぶことはできず、優しい唇くちびるに全すべて奪われてしまう。

　触れあったのはほんの短い間のことだろうが鈴子には何刻にも感じられたし、顔を離はなしたときには思わずぱっと面おもてを伏ふせ、実章の視線から逃にげてしまった。

（い、い、今、私、実章様と……！）

「鈴子」

「……」

「鈴子？」

「……」

「返事をしないなら、もう一度口づける」

「それはだめです！　はい、鈴子です！」

　弾はじかれたように顔を上げると、にっこりと微笑む実章の顔が。してやったりと言わんばかりの表情はなんだか小こ憎にくたらしく、むっとした鈴子は照れも相まって実章の胸をぎゅうぎゅうと押した。

「い、いきなりなんてひどいです！　びっくりします！」

「そうか、そうか、すまない。では次からは一言断るし、俺があなたに何かをするときは必ず許可を取ってからにしよう」

「それはそれで恥はずかしいので結構です！」

　鈴子が悲鳴を上げそうな心境で言うと、「了りよう解かいした」と実章は満足そうに微笑んだ。

　恋愛ごとに不慣れで、不器用で、遠えん慮りよがちな人だと思っていたものだから、彼の素す顔がおには驚おどろきしかない。もしかすると左大臣や碧子でさえ、彼の本当の姿を知らないのではないか。

（……でも、私はそんな実章様の「本当の姿」も、素す敵てきだと思っている）

　これぞまさに、惚ほれた弱みというものだろうか。彼の手の中でころころ転がされているような気がしつつも、そんな彼の側面すら好ましいと思っているのだから。

　鈴子の機き嫌げんが直った頃ころ合あいを見計らったのか、実章が「鈴子」と呼んだ。

「俺とあなたの契けい約やく結けつ婚こんにおいて、俺は契約更新を申し出る。あなたは今後も碧子の女によう房ぼうとして宮仕えし、同時に俺の妻として共に生きるのだ」

「……素敵ですね。ちなみに、報ほう酬しゆうは？」

　ほろっと笑えみをこぼした鈴子が茶ちや目めっ気たっぷりに問うと、実章もにやりと微笑み、大きな手で自分の胸むな元もとに触れた。

「あなたが女主人として暮らせる安全な邸てい宅たくと、少しよう納な言ごん殿どのと左大臣家が末永く友好関係を築ける権利。そして……あなたをたった一人の妻として、俺が一生この心を捧ささげ、守り続けるという誓ちかいだ。あとは、『鬼おに』を手て懐なずけた猛も者さという勲くん章しようも付いてくる。どうだ？」

　そう言う実章はもう、二年前に少納言邸ていを訪おとずれたときのような暗い眼まな差ざしはしていない。

「本当の自分を見てくれる人」──鈴子を見つけた彼は生き生きとしていて、格好いい面もちょっと抜けた面も策士な面も、鈴子に見せてくれる。

　鈴子は笑った。

「……はい。契約更こう新しんいたします。どうか、末永くよろしくお願いします」




　少納言の姪めいと頭とうの中ちゆう将じようの幸せな契約結婚は、まだまだ終わらない。








あとがき









　こんにちは、藤ふじ咲さき実み佳かです。

　新作を書くにあたって、「何か新しいことにチャレンジしてみないか」と提案されました。私は西洋風ファンタジーが好きだったので、次は全く違ちがうテイストの物語にしよう、ということになり、じゃあ和風はどうか、となったのが始まりです。

　さらに、平安時代の女性は父親や夫より立場が弱いのが当たり前でしたが、そんな女性がしっかりとした意志と目的を持ち、「約束」をした上で結けつ婚こんに臨んだらどうなるのだろうか、ということから「契けい約やく結けつ婚こん」がキーワードになりました。

　そしてもう一つ何か要素を入れるとなり、選んだのは「音楽」でした。私は子どもの頃ころにピアノを習っていて、中学校から高校でも吹すい奏そう楽がく部ぶに所属していました。そういうことで音楽や楽器に興味があり、いつか物語の主人公にも楽器を演奏させたいな、と思っていたのです。




　そうしていざ、平安×契約結婚×音楽の物語を書くことになったのですが、なかなか難なん儀ぎしました。というのも、「平安ファンタジー」と謳うたうからには、最低限の平安時代の知識が必要。しかし私の知識はせいぜい高校生レベルといったところ。

　まずは図書館に通い、知識を身につけることから始まりました。後宮に勤める女によう房ぼうの話なので、かさね色目の資料なども読みました。当時のデキる女性は、こういう知識も身につけていないとやっていけなかったのですね。貴族は鞠まりを蹴けっていればいい、などと適当に考えていた自分の不勉強を自覚した夏でした。

　さらに突つき当あたったのが、「平安時代の結婚はどんなものだったのか」について。千年も前のことになるので、当時の結婚についてはぼんやりしていることが多く、「絶対にこうだった」と断言するのは難しいみたいです。資料を参考にしながらかなり試行錯さく誤ごし、「これってどうなんだろう？」と担当様に相談しながら筆を進めました。




　今作の主人公は、鈴すず子こという下級貴族の娘むすめです。見た目としても性格としても、おそらく当時の感覚だと決してモテる女性ではなかっただろうと思っています。そんな鈴子ですが、叔父おじを助けるために一念発起して契約結婚に挑いどみます。

　鈴子の結婚相手である実さね章あきは、イケメンというより美び丈じよう夫ふというのを意識していました。ちなみに身長は約百八十センチです。自じ動どう販はん売ばい機きくらいありますね。当時だとかなりの高身長です。見た目は怖こわいけれど、実は……という彼の素顔を、是ぜ非ひ本文で確かめてもらえたらと思います。

　個人的に気に入っているキャラは、鈴子の乳姉妹のきりです。プロットには存在していなかったのにいつの間にか現れ、いつの間にか存在感を増し、いつの間にかこの物語になくてはならないサブキャラにまでなっていました。こういう予想外なことがあるので、小説を書くのは楽しくてやめられません。




　それでは最後に、謝辞を。

　イラスト担当の碧みどり風ふ羽う様。キャララフの実章を見て、その男前っぷりに目を瞠みはりました。魅み力りよく的なキャラクターを描えがいてくださり、ありがとうございました。

　担当様にはプロットや執しつ筆ぴつの指導はもちろんのこと、毎度タイトルを決める際に非常にお世話になっております。いつも夜よる遅おそくまで電話打ち合わせをしてくださり、ありがとうございます。




　そして、この物語に携たずさわってくださった全ての方に、お礼申し上げます。

　またいつか、皆みな様さまにお会いできることを願っております。


藤咲実佳


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「最高の甘味」







　夏が過ぎて内だい裏りにも涼しい風が吹く季節となり、後宮のあちこちで秋の気配が漂うようになった。

　九月の行事といえば、重ちよう陽ようの節句。それに向けて鈴すず子こたち女房は、端たん午ごの節句の際に皆で作った薬くす玉だまを、重陽の節句に向けて菊きく花かに取り替えた。

　また、節句の宴の前日に、庭に咲く菊の花に綿を被せ、夜露を染みこませたものをたくさん作った。これは菊きく被きせ綿わたといい、菊の香りを纏いしっとりとした露を含む綿で体を拭くと、不老長寿になると言われている。

　鈴子はそれほど関心がないので淡々と作ったのだが、麗れい景けい殿でんの女房たちは菊の花を毟むしらんばかりの勢いで菊被綿を作り、かつてないほど真剣な眼差しで綿を肌に押しつけていた。鈴子ももう少し年を取れば、そういったものに関心を抱けるようになるのだろうか。

　重陽の節句のことを思い返しながら麗景殿前の簀子すのこ縁ぶちを歩いていた鈴子は、ふと、柱からぶら下がる菊花に目を留めた。

（端午の節句の薬玉を、宣せん耀よう殿でんの女御様の命令で切り落とされていたことも……もう、ずっと昔のことのように思えるわ）

　麗景殿の主である碧みどり子こを目の敵にしていた宣耀殿の女御だが、以前麗景殿前で宴を開いて以降、それまでのつんけんとした態度がかなり落ち着いていた。

　碧子とも、姉妹のように仲よく……とまではいかないが、すれ違ったら挨拶をするし、折に触れて贈り物をしあっている。

（菊花の宴では、偶然お二人が並んでしまったけれど、お互い適度な距離感を保って接してらっしゃったわね）

　当時のことを思い出してくすっと笑った鈴子だが、母屋の方から自分の名を呼ぶ声が聞こえたため、急いでそちらに向かった。

「備び前ぜん、今日は早めに下がっていいわよ」

「えっ」

　何の用事だろうか、と碧子のもとに向かった鈴子は、拍子抜けした声を上げてしまった。

　鈴子と対座する碧子は顔を上げ、少しげんなりした表情で肩をすくめる。

「……いえ、下がっていいわよ、というか、下がってちょうだい」

「……あ、あの、私、何かしてしまったでしょうか……？」

「そうじゃないの。……あなた、ここ二日ほど後宮にずっといるでしょう？」

　鈴子は頷く。碧子が言うように、鈴子はしばらく、自邸に──実さね章あきの屋敷に戻っていない。

　実章と「契約結婚の更新」をしてから、鈴子は再び彼の屋敷で暮らすようになっていた。鈴子のことは認めたものの、まさかこうなるとは思っていなかったらしい左大臣は少々慌てていたが、息子である実章と鈴子が頼み込んだ結果、首を縦に振ってくれたのだった。

　そうして、二日に一度は内裏を退出して屋敷に戻るようにしていたのだが、最近帝が碧子を召し上げることが多く、また麗景殿の女房たちにも家の都合とかで里帰りしている者がいて、人手不足だった。よって、ここしばらく鈴子は麗景殿の庇にある局で寝ていたのだが。

「……それが、何か問題だったのでしょうか？」

「家人が言うに、お兄様が荒れてらっしゃるそうなの。具体的にはよく分からないけれど……十箇条が云々と言っているそうよ。心当たりはない？」

「あっ」

　碧子に言われた鈴子の脳裏に、夏に実章と一緒に書き直した「新・婚姻の十箇条」の文字が浮かび上がる。




　一、毎日欠かさず会話をするべし

　一、毎日一緒に菓子を食うべし




（そういうことね！）

　ぽんと手を打つと、碧子は据わった目で鈴子を見てきた。

「……というわけで、今日はもう帰りなさい。いいわね？」

「……かしこまりました」




　碧子の命令を受けた鈴子は本日、普段よりかなり早めに内裏を出た。迎えに来たきりに会うのも二日ぶりで、彼女に聞いたところ、「かなり傷心のご様子ですー」とのことだ。

「ほら、中ちゆう将じよう殿も最近、内裏から離れてお仕事をされていたでしょう？　だから日中も姫様と全然会えないし、夜に屋敷に戻っても姫様はいないしで、寂しそうでしたよー」

「そうだったの……」

「もちろん、姫様には女御様のお世話がありますからねー。中将殿もそれは理解されているはずです。でも、今日くらいは甘やかしてあげましょうねー」

「ええ、分かったわ」

　しっかりと頷いてみせ、鈴子はさて、と頰に手を添える。

（お喋りをするのもお菓子を食べるのも、当然のこととして……どうやって、実章様を「甘やかして」差し上げればいいかしら？）










　頭とうの中ちゆう将じよう・藤原実章は、落ち込んでいた。

　ここ最近、妻である鈴子に会えていない。彼女にも仕事があるし自分も多忙だったので、すれ違うのは仕方ないと分かっている。それでも、彼女とお喋りができない、彼女と一緒に過ごせない、彼女の琴を聞けない日が二日続き、彼の精神はかなり摩耗していた。

　随ずい身じんには、「そんなんだと、これから困りますよ」と呆れた顔で言われたが、何と言われようと辛いものは辛い。随身も指摘するように、自分はこれから、生きていけるのだろうか。

　そんなことを考えながら、屋敷に足を踏み入れたのだが──

「あっ、実章様！　お帰りなさいませ！」

「…………鈴子？」

　階から上がった実章を迎えたのは、小こ袿うちぎ姿の鈴子。彼女は丸い餅のようなものが載った懸かけ盤ばんを手にしており、実章を見ると宮中に飾られる菊花のごとく美しい笑みをこぼした。

「お会いしとうございました。お疲れでしょうが、夕餉までまだ時間がございますので、一緒にお菓子を食べませんか？」

「菓子？　……あ、ああ。もちろんだ」

　まさか妻が先に帰宅しているとは思っておらず、少しどもってしまった。だが鈴子は気にした様子もなく、懸盤を背後にいたきりに渡し、小さな手で実章の大きな手を取って母屋に連れて行ってくれる。

　鈴子は実章を茵しとねに座らせると、先ほどの懸盤を正面に置き、自分も腰を下ろした。

「ここ数日、お屋敷に戻れなくて申し訳ありません。十箇条の約束も守れなくて……」

「……いや、気にしないでくれ。あなたは、よく碧子の面倒を見てくれている。十箇条はあくまでも俺たちの間での約束事なのだから、それより大切なことがあるのなら、そちらを優先させるべきだ。気にしなくていい」

　本当は、「碧子より俺を見てくれ」と言いたいのだが、それを言えば鈴子を困らせるし、碧子にじとっとした目で見られるのは分かりきっているので、喉まで出かけたが飲み込んだ。

　鈴子は実章の言葉に安堵したようで、ほんのり微笑むと懸盤を手で示した。

「ありがとうございます。……こちらの菓子は、先ほど私がきりたちと一緒に作ったものです。どうぞ、召し上がってください」

「……あなたが作ったのか」

　実章は目を丸くし、懸盤に盛られた菓子をしげしげと見つめた。

　梅ばい枝しや桃とう枝し、桂けい心しんといった、油で揚げて作られた唐菓子。様々な具材を練り込んだ餅へい餤だんなどの餅類。いかにも手作りらしく少しだけ形が歪なそれらは、実章の食欲だけでなく、胸の奥に押し込んでいた感情をも刺激してきた。

「……とても、おいしそうだ」

「ふふ、そうでしょう？　私、実家にいる頃からよく炊事を手伝っていたので、たいていのものなら作れます。……その、形はあまりきれいではないのですが」

「そんなの全く気にしない。……ありがたくいただこう」

「はい、どうぞ。取り分けますね」

「待ってくれ。その前に」

　嬉々として菓子を取り分けようと少し身を乗り出した鈴子の腕を取り、そっと引っ張る。それだけで、鈴子の軽い体は難なく実章の方に傾いて、すっぽりと腕の中に収まった。

　自分の怪力で押しつぶさないように気を付けつつ腕の中の妻を抱きしめていると、遅れて今の状況を把握したらしい鈴子が小さな悲鳴を上げた。

「さ、実章様！」

「いきなり、すまない。……だが、ずっとこうしたかった」

　小さな声で詫びると、腕の中で少し身じろぎしていた鈴子は動きを止め、遠慮がちに実章の背中に腕を回した。そんな動作一つで、実章の枯渇した心に優しい潤いが与えられたかのように感じられる。

「……あの、実章様」

「うん？」

「しばらく会えなかったので……私も、こうしていたいです」

「鈴子……！」

「あ、あの、でも！　お菓子がありますから、少しだけ、ですからね！」

「ああ、分かっている」

　鈴子のちょっと焦った物言いも可愛らしく、実章は唇の端に笑みを浮かべて目を閉じる。

　帰宅するまでささくれ立っていた彼の心は今、これ以上ないほど満たされていた。




　きりは思い出した。

　鈴子が実章のために作った菓子を持っていったのはいいが、白湯を準備していなかったではないか。帰宅したばかりの実章は喉も渇いているだろうし、そろそろ肌寒い季節なので白湯で体を温めるのがいいだろう。

「姫様ー……っと」

　白湯の入った提子を手に母屋に入ろうとしたきりだが、足を止めた。

　御簾の隙間から見える室内。そこには、せっかくの菓子には見向きもせず、抱き合って頰を寄せ合う男女の姿があったからだった。

　しばしその光景を見ていたきりは、ふーむ、と唸り、手に持つ提子を見、くるりときびすを返した。

　白湯は冷めてしまうが、また沸かし直せばいい。

　今は、白湯なんかなくても二人の心はほかほかに温まっていることだろう。鈴子と過ごせる時間は実章にとって、どんな甘味にも勝るものなのだろうから。

　我ながらよくできた家人だ、と自賛したきりは提子を手に、軽い足取りで厨の方へ向かったのだった。
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